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ご挨拶

　立命館は、近代日本の代表的な政治家であった西園寺公望が 1869 年に、20 歳の若さで私塾「立命館」

を創設したことに始まります。西園寺の精神を引き継ぎ、1900 年、中川小十郎が京都法政学校を開き、

「自由と清新」、つまり「自由にして進取の気風に富んだ学び舎の創造」を目指しました。以来、教育の

内容とあり方をたゆまず検証し改革を積み重ね、常に社会の課題に向き合い、その解決に貢献できる学

問研究を推進してまいりました。

　2006 年には、「立命館憲章」を制定し、2011 年には立命館憲章を踏まえ、2020 年に向けた立命館の

あるべき姿として「Creating a Future Beyond Borders 自分を超える、未来をつくる。」学園ビジョン

R2020 を掲げました。そこでは、①多様なコミュニティにおける主体的な学びの展開、②人類・自然・

社会に貢献する立命館らしい研究大学への挑戦、③学ぶことの喜びを実現できる学園づくりを行動指針

としています。

　これらのビジョンを実現するために、2011 年度から 2015 年度までの学園の中期計画を策定、立命館

大学の基本計画としては、①総合的人間力の育成、②グローバル研究大学へ、③教育・研究・学生生活

を支えるキャンパスづくりを掲げています。これらを基本に、立命館は、グローバル・アジア・コミュ

ニティに貢献する多文化協働人材の育成を目指してまいります。そのためには、「学びを創る。コモン

ズで学ぶ」というコンセプトを具体化するにふさわしい「多様性のある環境」や「主体的な学びの場の

創出」が不可欠です。

　立命館は、北海道・滋賀・京都・大阪・大分にキャンパスを有し、2大学、4附属中学校・高等学校、

１附属小学校に、学生・生徒・児童数約 5万人を擁する総合学園となりました。なかでも立命館大学は、

2015 年 4 月に大阪いばらきキャンパスを開設し、これまでの京都キャンパス（衣笠・朱雀）、びわこ・

くさつキャンパスと合わせて 3府県に跨るキャンパスを擁する複数拠点型総合大学として新たな歩みを

開始しました。

学校法人立命館　総長　吉田 美喜夫学校法人立命館　理事長　長田 豊臣
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　立命館大学では、教育改革とキャンパス整備を総合的に進めるキャンパス創造に取り組んでいます。

教育改革実現のための基盤となるキャンパスが果たす役割は極めて重要であり、長きに渡るこれまでの

取り組みを継承しながら、さらに水準の高い教育研究環境を計画的に実現していくことを目指します。

そのために、このたび京都キャンパスとびわこ・くさつキャンパス、それぞれの「キャンパスマスター

プラン 2015Ver.1」をまとめました。

　それぞれのキャンパスマスタープランは、主に次のような方針を提示しています。

（１）「教育・研究、学生生活を支えるキャンパスづくり」の実現

　普遍的な理念と時代の要請とともに変化する教学展開に対応し、多様性のある環境や自主的な学びの

場の創出に向けたキャンパスづくりを目指します。また、学生・教職員が多くの時間を過ごすキャンパ

スとして、アメニティや安全・安心、健康、環境保全についても配慮しながら、キャンパスが魅力的で

豊かな空間になるための中長期的に目指すべき方向性を示しています。

（２）「豊かなキャンパス空間」の実現に向けた継続的取り組み

　立命館では様々な教学展開に合わせて必要な質的・量的整備を進めてまいりました。特に、衣笠キャ

ンパスにおいては狭隘化が進んでおり、その改善が強く求められています。また、広大な敷地を有する

びわこ・くさつキャンパスにおいても郊外型キャンパスとして快適に滞在できるキャンパス環境の質の

向上が不可欠となっています。これらは単に個々の施設の改修や建物の新・増設など、部分的なキャン

パス整備だけでは構築し得ません。高い水準を見据えた目標とファシリティマネジメントの観点を含め、

継続的かつ計画的に取組む必要性を示しています。

（３）大学構成員はじめ関係者間のキャンパス計画を進める手段としての活用

　キャンパスにおける法的諸条件や前提となる課題の提示、専門的視点からの方針、各種ファシリティ

データなど、キャンパス計画を進めるうえで有効な手段（ツール）として活用可能な情報を示しています。

　今次キャンパスマスタープランは、専門的視点から配慮すべき視点や普遍的な条件を提示しています

が、2015Ver.1 と掲げたことでもお分かりいただけるように、将来的な大学展開や教学改革などの変更

に柔軟に対応して見直しながら継続されるものです。

　こうした「キャンパスマスタープラン 2015ver.1」の役割を踏まえつつ、大学展開や教学改革の実現

を支え、水準の高い、サステイナブルなキャンパスの実現に向けた取り組みを継続してまいります。
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京都キャンパスマスタープラン 2015Ver.1 の策定背景と位置づけ

はじめに

　将来にわたり良好でサステイナブル（持続可能）なキャンパスを目指し、中長期的な視点からの総合

整備計画としてのキャンパスマスタープランを策定するために、2013 年度に京都キャンパス将来構想

検討委員会の下に「2020 年までの京都キャンパスプラン策定部会」を設置し検討を行い、2014 年度に

はその進捗として「京都キャンパスマスタープラン 2014（4 月暫定版）」を常任理事会（2014 年 7 月 2 日 )

に報告した。引き続き 2014 年度においても京都キャンパス将来構想検討委員会、策定部会や作業グルー

プ等での検討を進め、キャンパスマスタープランに反映するとともに、暫定版の段階で未掲載であった

項目についての加筆・修正や、各学部・研究科、機構等へのヒアリング及び全教職員を対象にした意見

募集を行い、「京都キャンパスマスタープラン 2015 Ver.1」の取りまとめに至った。

　京都キャンパスマスタープラン 2015 Ver.1 では、キャンパスの現状と課題を共有し、15 ～ 30 年程

度をスパンとした長期的な整備方針としてのフレームワークプランを設定した。また、フレームワーク

プランを踏まえた当面 5年程度の具体的な整備計画としてのアクションプランの検討における配慮事項

をあげるとともに、フレームワークプランとアクションプランをつなぐリーディングプロジェクトの設

定を行った。

　キャンパスマスタープランは、その上位に位置づけられるアカデミック･プラン（R2020計画等の学園・

大学の中長期計画や経営戦略）をキャンパス整備の面から支えるものであると同時に、15 年～ 30 年程

度の長期的な視野に立ったキャンパス整備の指針と当面の課題等を示したものであり、R2020 後半期計

画の策定をはじめとするアカデミック ･プランの変更など与条件に変化があった場合には、適宜更新し

ていく性格のものである。

　一方、京都キャンパス将来構想検討委員会や各機関へのヒアリングにおいて、中長期的な指針の重要

性は理解しつつも、それが当面する課題の解決にどのように結びつくのかについてのわかりやすい説明

の必要性についての指摘もあったが、キャンパスマスタープランは、それ自体が当面する課題解決の具

体的な方法を示すものではなく、当面するキャンパス整備を進める際の指針として活用すべきものであ

り、これらは相互に連関している。
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　この点を踏まえた上で、常任理事会（2015 年 9 月 30 日時点）として確認しておくべき当面するキャ

ンパス整備上の重要課題について以下に整理する。まず、京都・BKC の両キャンパスに共通する課題と

して、１）今後のアカデミック ･プランへの対応及び教学条件の確保、２）建物の築年数や耐震性能を

踏まえた改修計画の策定、３）主要ターミナルからの交通アクセス改善及びキャンパス内の交通計画等

が重要となる。京都キャンパス（衣笠、朱雀）においては、１）存心館・清心館など学部基本施設の改

修計画の具体化、２）学生会館やコモンズなど学生関連施設の整備、３）衣笠キャンパスにおける駐輪

場確保や食堂施設の改善など、狭隘化解消とともにキャンパス ･ アメニティや安心 ･ 安全の向上、４）

業務の集中化・合理化等に対応した施設条件の確保等が重要となる。

　この間の本学における学生・教職員が参画したキャンパス整備ならびにキャンパスマスタープランの

策定は、私立大学の中ではきわめて先進的な事例として全国でも注目を集めており、今後、魅力あふれ

るキャンパスづくりに取り組んでいることを社会にも積極的に発信していくことが重要である。社会へ

の情報発信や他大学等への資料提供とも関わって大学ホームページへの掲載や冊子、概要版等により順

次公開して行く予定である。　

　今後の当面するキャンパス整備課題（アクションプラン）の具体化にあたっては、中長期的な総合的

整備計画の指針としての京都キャンパスマスタープラン 2015 Ver.1 を指針として活用していくことが

重要である。その際、教職員や学生といった構成員からも広く意見を募る必要があることから、その公

開については、教職員に向けては教職員ポータルでの資料データのダウンロード（会議資料・書式ダウ

ンロード→総合企画部主管会議資料→各キャンパス将来構想検討委員会）を可能とする。また、キャン

パスの現状や学生・教職員のニーズの把握を、キャンパス計画室を中心に継続しながら、学生・教職員

が参画したキャンパス創り、キャンパス計画を推進していく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2015 年 9 月 30 日（水）第 18 回常任理事会報告より）
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京都キャンパスマスタープラン 2015 Ver.1 の構成
　立命館大学のキャンパスマスタープランは「フレームワークプラン」、「アクションプラン」、「リーディ

ングプロジェクト」の３つを骨格として検討を進めることとする。検討作業を進めるにつれ、詳細な構

成は随時更新を行う。

京都キャンパス整備の全体構成図

キャンパス整備方針

リーディングプロジェクト　ー 面的整備課題 ー

ー 線的・点的整備課題 ー

京都キャンパスマスタープラン　ー目指すキャンパス像の実現に向けて ー

具体的な検討
キャンパス整備を進める為、具体的な方針の検討作業の開始

● 2011年度時点の検討状況
・未耐震建物は今後解体する　→対象建物：学生会館、現図書館
・その他将来解体が計画されている建物　→学而館
　[跡地利用の検討状況]
　 学生会館：新棟を建設（用途は未定・要検討）
　 現図書館：広場化（地下活用は検討が必要）
　 学而館　：広場化（解体時期、地下活用は未検討）

● 正門周辺の整備方針
・エントランスらしい空間整備
・歩行者が安心安全に歩ける動線整備
・移動によるリフレッシュ

● 中心の整備方針
・見通しがよくわかりやすい
　空間構成
・屋外の居場所づくり
・衣笠山との緑の連続性

キャンパス整備の空間的コンセプト
(全キャンパス共通）

キャンパス計画（2011）の整備方針

キャンパス計画（2011）をベースにした重点検討課題

京都キャンパスの
目指すキャンパス像・コンセプト
① 京都・衣笠キャンパス周辺の歴史・文化的
　 コンテクストを踏まえたキャンパス計画
② キャンパスモールとグリーンプロムナード
　 の主軸ときぬかけの道を活かした基本骨格
③ 個の集合体としての力を発揮し、地域にも
　 開かれたキャンパスづくり

① 多様なコミュニティ形成を支える空間整備
② 優れた学生・研究者を育成する国際基準の教育・研究・
　 文化・スポーツ環境整備
③ 高いQOLが支える優れたアメニティや自然環境、
　 エコロジー、防災への配慮
④ 国内外・地域への発信・貢献の場の整備とシステムの構築
⑤ 歴史・文化的コンテクストを踏まえたキャンパス計画

発展

● キャンパスモール（仮称）の創造

● グリーンプロムナード／MLA軸（仮称）の形成

※上記名称は、目指すキャンパス像を検討して行く中で決定する。
MLAとは、一般に「MLA連携」としてﾐｭｰｼﾞｱﾑ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘ･ｱｰｶｲﾌﾞの文化的情報資源などの連携を示す用語として広く普及・使用されている。
リーディングプロジェクト設定においては、大学としてのﾐｭｰｼﾞｱﾑ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘ･ｱｰｶｲﾌﾞ機能の円滑な連携について検討する目的で引用したものであり、
設定エリアにMLA機能を全て集約することを検討したり、その他の機能を排除するものではない。

▶ 実現に向けての作業
→関連条件の整理を行う
→専門的視点から具体的検討を進める
→整備の優先順位を整理・提示
→検討案を提示

キャンパスの現状把握

・学生／教職員数
（ジェンダー比率）
・施設利用率
・ゾーニング
・交通
・エネルギー
・安全・安心
・緑地
・デザインガイドライン
・パブリックスペース
・QOL　　　など

フレームワークプランの検討（整備方針の設定）

ー 個別整備課題 ーアクションプランの検討（整備方針の設定）

評価基準の設定

・全体計画との整合性
・持続可能性
・実現可能性
・コスト管理
・省エネ／省資源／省コスト

ニーズの把握

・ゾーニング
・交通
・エネルギー
・安全・安心
・緑地
・デザインガイドライン
・パブリックスペース
・QOL　　　など

▶ 同時並行の検討課題
・教学・研究施設の配置について
・課外活動施設の配置について など

（正門周辺の再整備計画）
ｸﾞﾘｰﾝﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ/MLA軸(仮称)の形成

（学而館・現図書館跡地利用計画）

キャンパスモール(仮称)の創造

正門周辺に
有るべき機能は？

エントランスとしての
空間づくりとは？

飛び地の施設と
連携しやすい
整備方針とは？

新図書館周辺に
あるべき施設は？

キャンパス中心に
あるべき施設は？

世界遺産に囲まれた
京都らしさとは？

衣笠キャンパスの
イメージは？

学生が学習・生活・交流
しやすい整備とは？

※新棟建設、現図書館解体に伴い、利用状況の変化が想定されるエリアに焦点をあて重点的に
　検討課題の整理を行う

部門別課題が多層レイヤで
構成されているイメージ図

3.パブリックスペースの方針
（コモンズ ・ 居場所・オープンスペースなど）

2.交通（人の流れ ・ 車の流れ）の方針

1.ゾーニング・建物配置の方針

5.緑地の方針

4.キャンパスデザインの検討項目

①キャンパスの特性を活かしたゾーニング計画
②屋外のパブリックスペースによるキャンパス
　全体の緩やかな連繋
③建物ボリュームの再配置を考慮した土地の有効活用

①キャンパスゲートはゲート毎の位置づけに応じた
　空間づくりを検討
②キャンパスモール周辺は歩行者が安全・安心に移動
　・活動できる主要動線を整備する
③キャンパス外周部や建物間の細かな通路は補助動線
　として位置づけ整備する
④車両の主要なアクセス動線はキャンパス北側
「きぬかけの路」からとする。
⑤歩行者、自転車・バイク利用者の主要なアクセス動線
　はキャンパス東、南側からとし、利便性に配慮する。

①キャンパスの骨格を活かす
②空間的な序列化を図る
③学びや活動・交流、衣笠らしさが見える
　空間づくり

①空間の質、    ②建物外観デザイン
③屋根・庇デザイン、④建物高さ・壁面線・建物ボリューム
⑤サイン計画、⑥ランドスケープデザイン
⑦眺望・景観・借景　　

①衣笠山への緑の連続性の確保
②京都の気候・環境に適した植栽計画
③賑わいと潤いある緑地空間の提供
④適切な維持管理

2016～2045年までの中・長期的な検討課題
ＣＭＰにて方針を示し、15～30年スパンで検討を継続

・・・安全・安心、環境配慮　など

2016～2020年までの短期重点検討課題
アカデミックプランの検討と関係のある課題

○経営管理研究科大阪いばらきキャンパス展開後の中川会館の
　活用計画

○政策科学部大阪いばらきキャンパス展開後の洋洋館の活用計画
○正門周辺の再整備構想
○キャンパス内のゆとりの空間創出（キャンパスモールの創出）

　 現行図書館解体後のスペース
　 学而館の活用

○学生会館の将来構想
○教学施設にかかわる将来構想
○既存学部基本施設（存心館、清心館）改修計画

＜衣笠キャンパス＞

＜朱雀キャンパス＞

交通　ＱＯＬ　パブリック

Ａ案 ○　　○　　○
Ｂ案 ○　　○　　△
Ｃ案 △　　△　　○
現状 ×　　△　　△

3～5案の検討案を提示

具体的検討 意見集約

ＣＭＰにて基本方針を示し、
５年程度のスパンで検討を継続

・施設のボリューム検討
（床面積、配置）
・オープンスペース
　の配置計画　　　　　　　など

専門的視点により検討

キャンパス全体の整備を実現する為具体的条件を提示
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・正門を充実し、南北軸と西側広場を拡張した東西軸でＬ字骨格を形成

・正門西に新棟整備 （ボリウムの北シフト）

・学習図書館と文学部をキャンパス北側、法学部は現位置

・車動線はキャンパス外周へ

個別建物の整備を
実現する為具体的
整備手順の検討

・立命館憲章
・Ｒ2020

■ 建築の専門的検討
・将来の床面積、建築面積の設定
・法規関連、行政対応（建築基準法、条令、開発許可など）
・環境配慮
・経済性、施工性（設計工期・建設工期・メンテナンス）

■ 経営戦略
・コスト管理
・運用
・収入、財源確保
・学生・研究者・教員の確保

アカデミック
プラン

踏まえるべき事項・前提条件

キャンパス
整備基本条件
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京都キャンパス整備の全体構成図

キャンパス整備方針

リーディングプロジェクト　ー 面的整備課題 ー

ー 線的・点的整備課題 ー

京都キャンパスマスタープラン　ー目指すキャンパス像の実現に向けて ー

具体的な検討
キャンパス整備を進める為、具体的な方針の検討作業の開始

● 2011年度時点の検討状況
・未耐震建物は今後解体する　→対象建物：学生会館、現図書館
・その他将来解体が計画されている建物　→学而館
　[跡地利用の検討状況]
　 学生会館：新棟を建設（用途は未定・要検討）
　 現図書館：広場化（地下活用は検討が必要）
　 学而館　：広場化（解体時期、地下活用は未検討）

● 正門周辺の整備方針
・エントランスらしい空間整備
・歩行者が安心安全に歩ける動線整備
・移動によるリフレッシュ

● 中心の整備方針
・見通しがよくわかりやすい
　空間構成
・屋外の居場所づくり
・衣笠山との緑の連続性

キャンパス整備の空間的コンセプト
(全キャンパス共通）

キャンパス計画（2011）の整備方針

キャンパス計画（2011）をベースにした重点検討課題

京都キャンパスの
目指すキャンパス像・コンセプト
① 京都・衣笠キャンパス周辺の歴史・文化的
　 コンテクストを踏まえたキャンパス計画
② キャンパスモールとグリーンプロムナード
　 の主軸ときぬかけの道を活かした基本骨格
③ 個の集合体としての力を発揮し、地域にも
　 開かれたキャンパスづくり

① 多様なコミュニティ形成を支える空間整備
② 優れた学生・研究者を育成する国際基準の教育・研究・
　 文化・スポーツ環境整備
③ 高いQOLが支える優れたアメニティや自然環境、
　 エコロジー、防災への配慮
④ 国内外・地域への発信・貢献の場の整備とシステムの構築
⑤ 歴史・文化的コンテクストを踏まえたキャンパス計画

発展

● キャンパスモール（仮称）の創造

● グリーンプロムナード／MLA軸（仮称）の形成

※上記名称は、目指すキャンパス像を検討して行く中で決定する。
MLAとは、一般に「MLA連携」としてﾐｭｰｼﾞｱﾑ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘ･ｱｰｶｲﾌﾞの文化的情報資源などの連携を示す用語として広く普及・使用されている。
リーディングプロジェクト設定においては、大学としてのﾐｭｰｼﾞｱﾑ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘ･ｱｰｶｲﾌﾞ機能の円滑な連携について検討する目的で引用したものであり、
設定エリアにMLA機能を全て集約することを検討したり、その他の機能を排除するものではない。

▶ 実現に向けての作業
→関連条件の整理を行う
→専門的視点から具体的検討を進める
→整備の優先順位を整理・提示
→検討案を提示

キャンパスの現状把握

・学生／教職員数
（ジェンダー比率）
・施設利用率
・ゾーニング
・交通
・エネルギー
・安全・安心
・緑地
・デザインガイドライン
・パブリックスペース
・QOL　　　など

フレームワークプランの検討（整備方針の設定）

ー 個別整備課題 ーアクションプランの検討（整備方針の設定）

評価基準の設定

・全体計画との整合性
・持続可能性
・実現可能性
・コスト管理
・省エネ／省資源／省コスト

ニーズの把握

・ゾーニング
・交通
・エネルギー
・安全・安心
・緑地
・デザインガイドライン
・パブリックスペース
・QOL　　　など

▶ 同時並行の検討課題
・教学・研究施設の配置について
・課外活動施設の配置について など

（正門周辺の再整備計画）
ｸﾞﾘｰﾝﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ/MLA軸(仮称)の形成

（学而館・現図書館跡地利用計画）

キャンパスモール(仮称)の創造

正門周辺に
有るべき機能は？

エントランスとしての
空間づくりとは？

飛び地の施設と
連携しやすい
整備方針とは？

新図書館周辺に
あるべき施設は？

キャンパス中心に
あるべき施設は？

世界遺産に囲まれた
京都らしさとは？

衣笠キャンパスの
イメージは？

学生が学習・生活・交流
しやすい整備とは？

※新棟建設、現図書館解体に伴い、利用状況の変化が想定されるエリアに焦点をあて重点的に
　検討課題の整理を行う

部門別課題が多層レイヤで
構成されているイメージ図

3.パブリックスペースの方針
（コモンズ ・ 居場所・オープンスペースなど）

2.交通（人の流れ ・ 車の流れ）の方針

1.ゾーニング・建物配置の方針

5.緑地の方針

4.キャンパスデザインの検討項目

①キャンパスの特性を活かしたゾーニング計画
②屋外のパブリックスペースによるキャンパス
　全体の緩やかな連繋
③建物ボリュームの再配置を考慮した土地の有効活用

①キャンパスゲートはゲート毎の位置づけに応じた
　空間づくりを検討
②キャンパスモール周辺は歩行者が安全・安心に移動
　・活動できる主要動線を整備する
③キャンパス外周部や建物間の細かな通路は補助動線
　として位置づけ整備する
④車両の主要なアクセス動線はキャンパス北側
「きぬかけの路」からとする。
⑤歩行者、自転車・バイク利用者の主要なアクセス動線
　はキャンパス東、南側からとし、利便性に配慮する。

①キャンパスの骨格を活かす
②空間的な序列化を図る
③学びや活動・交流、衣笠らしさが見える
　空間づくり

①空間の質、    ②建物外観デザイン
③屋根・庇デザイン、④建物高さ・壁面線・建物ボリューム
⑤サイン計画、⑥ランドスケープデザイン
⑦眺望・景観・借景　　

①衣笠山への緑の連続性の確保
②京都の気候・環境に適した植栽計画
③賑わいと潤いある緑地空間の提供
④適切な維持管理

2016～2045年までの中・長期的な検討課題
ＣＭＰにて方針を示し、15～30年スパンで検討を継続

・・・安全・安心、環境配慮　など

2016～2020年までの短期重点検討課題
アカデミックプランの検討と関係のある課題

○経営管理研究科大阪いばらきキャンパス展開後の中川会館の
　活用計画

○政策科学部大阪いばらきキャンパス展開後の洋洋館の活用計画
○正門周辺の再整備構想
○キャンパス内のゆとりの空間創出（キャンパスモールの創出）

　 現行図書館解体後のスペース
　 学而館の活用

○学生会館の将来構想
○教学施設にかかわる将来構想
○既存学部基本施設（存心館、清心館）改修計画

＜衣笠キャンパス＞

＜朱雀キャンパス＞

交通　ＱＯＬ　パブリック

Ａ案 ○　　○　　○
Ｂ案 ○　　○　　△
Ｃ案 △　　△　　○
現状 ×　　△　　△

3～5案の検討案を提示

具体的検討 意見集約

ＣＭＰにて基本方針を示し、
５年程度のスパンで検討を継続

・施設のボリューム検討
（床面積、配置）
・オープンスペース
　の配置計画　　　　　　　など

専門的視点により検討

キャンパス全体の整備を実現する為具体的条件を提示
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・正門を充実し、南北軸と西側広場を拡張した東西軸でＬ字骨格を形成

・正門西に新棟整備 （ボリウムの北シフト）

・学習図書館と文学部をキャンパス北側、法学部は現位置

・車動線はキャンパス外周へ

個別建物の整備を
実現する為具体的
整備手順の検討

・立命館憲章
・Ｒ2020

■ 建築の専門的検討
・将来の床面積、建築面積の設定
・法規関連、行政対応（建築基準法、条令、開発許可など）
・環境配慮
・経済性、施工性（設計工期・建設工期・メンテナンス）

■ 経営戦略
・コスト管理
・運用
・収入、財源確保
・学生・研究者・教員の確保

アカデミック
プラン

踏まえるべき事項・前提条件

キャンパス
整備基本条件
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chapter 1

1.1　 キャンパスマスタープランの理念

　　　1.1.1　キャンパスマスタープランの運用指針

1.2　 キャンパスマスタープランの策定と運用

　　　1.2.1　キャンパスマスタープランの策定プロセス

　　　1.2.2　キャンパスマスタープランの運用プロセス

1.3   キャンパスマスタープランの構成

1.4   キャンパスマスタープランの達成方策

　　　1.4.1　フレームワークプランの設定

　　　1.4.2　アクションプランの設定

　　　1.4.3　リーディングプロジェクトの設定

　chapter 1では、「立命館憲章」

や「R2020」などのアカデミッ

クプランを支えるキャンパスマ

スタープランとしての理念や役

割について確認する。

　また、立命館大学における

キャンパスマスタープランの策

定までの検討の流れやキャンパ

ス整備の目標達成までの方策な

どについて共有する。

立命館大学
キャンパスマスタープラン
策定に向けて



RITSUMEIKAN KYOTO Campus Master Plan 2015 Ver.1 011

1.1　 キャンパスマスタープランの理念

1.1　 キャンパスマスタープランの理念

　立命館憲章に謳われている私立総合学園である教育・研究機関として世界と日本の平和的・民主的・

持続的発展に貢献するため、その活動フィールドとして世界に誇れるキャンパスを創造することを目指

したキャンパスマスタープランを策定する。

　キャンパスマスタープラン

は、アカデミックプランを支え、

中長期的な視点で良好なキャ

ンパス環境を実現するために、

キャンパス計画のビジョンやフ

レームワークを定めるものであ

り、具体的なアクションプラン

策定の際の指針として運用す

る。なお、アカデミックプラン

や経営戦略等の時代に応じた変

化に対応する為、キャンパスマ

スタープランは定期的（5 年程

度）に更新を行いながら継承さ

れるものである。（2014 年 3 月

20 日、第 7 回京都キャンパス

将来構想検討委員会資料「キャ

ンパスマスタープラン策定にあ

たっての確認事項」より）

1.1.1

キャンパスマスタープラン

の運用指針

検討

2010 2015 2020

フレームワークプラン

2025 2030

アクションプラン

検討
アクションプラン

フレームワークプラン

CMP 2011

R 2030（？）

R 2020

検討

⽴命館憲章

キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
ン

検討

CMP2015

基本的には引き継ぎ実
状やアカデミックプラ
ンの修正に即して修正

☆建設事業に求められる時間を考えアクションプランのベースとなるフレームワークプランは
15〜30年スパンを⾒据えつつ、アクションプランと同じ5年サイクルで確認、更新する。

図 1-1　キャンパスマスタープラン（ＣＭＰ）の時間軸の流れイメージ

【キャンパスマスタープランの構成】

 フレームワークプラン：中長期的（15 ～ 30 年後）なキャンパス像を想定した

                       ゾーニングや交通計画などに関するビジョン

 アクションプラン：短期的（5年程度）期間を想定した施設整備の実行計画

chapter 1
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　良好なキャンパス環境・空間

を創造するために、基本方針の

策定、部門別の整備方針の策定

の各段階において合意形成を図

りながら、最終的に大学として

意思決定されたキャンパスマス

タープランとして策定する。

　キャンパスマスタープランを

もとに実現に向けた取り組みを

進めるためには、キャンパスの

整備方針や活用方針を策定する

ことが重要となる。

1.2.1

キャンパスマスタープラン

の策定プロセス

公表
HP, 広報誌、
パンフレット等

合意形成

上位計画等

キャンパスマスタープラン

コンセプト・基本方針

現状課題の抽出と共有

フレームワークプラン；キャンパスの骨格に関する計画

合意形成

ゾーニング・建物配置
交通
パブリックスペース
専用スペース
キャンパスデザイン
緑地
安心・安全、環境配慮

アカデミックプラン
・立命館憲章
・R2020

経営戦略
基
本
方
針
の
策
定

課
題
の
把
握
と
整
備
方
針
の
策
定

アクションプランの実行 ;
キャンパスマスタープランに基づく
調和のとれた、良好な環境・空間の実現

アクションプランの検討 ;
部門別整備課題の実現可能性に関する計画実

現
に
向
け
た
取
組

　キャンパスマスタープランの

運用においては、図 1-3 のよう

な運用プロセス（ＰＤＣＡサイ

クル）を踏まえることで、将来

的なアカデミックプランや経営

方針の変更などにも対応しなが

ら、更新を前提とした継続的な

運用が可能となる。

　また各段階において、関係す

る諸機関の合意形成を図りつ

つ、学園として意思決定を行う

ことが重要となる。

1.2.2

キャンパスマスタープラン

の運用プロセス

CMP の策定
プロジェクトの企画立案

CMP の見直しと更新
全学課題との再調整

Plan
計画・策定

Action
改善・調整

Check
点検・評価

Do
実行・運用

CMP の適用
全学課題との調整

具体的なプロジェクトの推進

CMP 運用上の成果と問題点を抽出
施設利用状況と現状課題の把握

FM ファシリティー
マネジメント

図 1-3　キャンパスマスタープラン（ＣＭＰ）の運用プロセスイメージ

図 1-2　キャンパスマスタープランの策定プロセスイメージ

1.2　 キャンパスマスタープランの策定と運用
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　立命館大学のキャンパスマスタープランは「フレームワークプラン」、「アクションプランの検討」、

「リーディングプロジェクト」の３つを骨格として検討を進める。ここでは、キャンパスマスタープラ

ンの構成を示す。

　第１章ではキャンパスマスタープラン策定にあたり、キャンパスマスタープランの理念や役割、達成

方策などを確認し、第２章でキャンパス整備の空間コンセプトやマスタープランの基本方針を示し、立

命館大学のキャンパス整備の基本目標として策定する。そして、キャンパス毎の特徴に応じた方針の策

定を進めるため、第３章でキャンパスにおける現状の把握と課題を抽出し、第４章では目指すべきキャ

ンパス像を共有するため京都キャンパスの空間コンセプトを設定する。さらに、部門別の中長期的な整

備方針として第５章でフレームワークプランを示す。第６章ではマスタープランでの検討を今後の具体

的な整備につなげていくため、短期的な整備方針としてのアクションプランの検討課題を述べるととも

に、フレームワークプランとアクションプランをつなぎ、目指すべきキャンパス整備を実現するための

リーデングプロジェクトについて確認する。また、第７章でキャンパス整備におけるファシリティマネ

ジメントの必要性について触れる。最後に、キャンパスマスタープラン策定におけるこれまでの検討経

過と取り組みについて第８章でまとめた。

Chapter7

ファシリティ
マネジメント

Chapter1

Chapter2

Chapter5Chapter6

Chapter6

キャンパスマスタープランの理念

キャンパス整備の基本目標

目指すべき
キャンパス像・コンセプト

リーディング
プロジェクト

Chapter4Chapter3

キャンパスの
現状と課題

ゾーニング・土地利用、交通、パブリックスペース、緑地など
部門別課題・フレームワークプラン

アクションプランの検討

1.3　 キャンパスマスタープランの構成

図 1-4　キャンパスマスタープランの構成イメージ

1.2　 キャンパスマスタープランの策定と運用
1.3　 キャンパスマスタープランの構成

chapter 1
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立命館大学キャンパスマスタープラン策定に向けて
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1.4   キャンパスマスタープランの達成方策

コモンズ ・ 居場所

人の流れ ・ 車の流れ（動線）

ゾーニング

オープンスペース

インフラストラクチャ
…
安全 ・ 防災
地域共生
環境負荷軽減
デザイン方針
アメニティー　など

自然 ・ 緑地

　キャンパスマスタープランは、整備期間別・課題別に方針を検討しながら、目指すべきキャンパス像

をわかりやすいよう提示する必要がある。キャンパス整備に関する透明性の高い議論を促進し、目指す

べきキャンパス像を学園の全構成員が共有することで、全学的協力体制による、学生・教職員が参画す

るキャンパス整備を推進する。また、必要に応じて行われる短期的な改修・更新などのキャンパス整備

を長期的方針と整合を持たせながら滞りなく実現できるようにし、適切な時期に長期的ビジョンの見直

しを行う作業をキャンパスマスタープランの検討サイクルに含め、継承性と持続可能性（サステイナビ

リティ）を持ったキャンパスマスタープランの達成を目指す。 

　フレームワークプランとは、概ね 15 ～ 30 年程

度の中長期的なキャンパス全体の整備方針に基づ

く計画である。

キャンパス整備の方針を部門別に示すことで課題

や取り組むべき整備をわかりやすく伝えることが

可能となる。キャンパス空間はその部門別方針が

多層レイヤで構成されている、部門毎の方針の調

和を図りながらそれらを重ね合わせることで、良

好なキャンパスの実現を目指す。

　広大なキャンパスには多くの建物が建ち、多く

の学生、教職員が生活をしている。キャンパス空

間は、時代に対応した教育を実現する場を提供し、

社会情勢・財政状況などに柔軟に対応していかな

くてはならない。その際、統一した方針のもとに

キャンパス整備を進めていかなければ、キャンパ

スは無秩序な空間となり、建替えすらできない状

況に陥る危険性がある。これにより、長期的視点

でキャンパス全体を見通した計画を検討し、キャ

ンパスマスタープランの位置づけを共有すること

がきわめて肝要である。

1.4.1

フレームワークプランの設定

図1-5　フレームワークプランのイメージ
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9

再整備計画について

・正門を充実し、南北軸と西側広場を拡張した東西軸でＬ字骨格を形成

・正門西と中央広場西側に新棟整備 （ボリウムの北シフト）

・学習図書館、法学部、文学部をキャンパス北側へ

・車動線はキャンパス外周へ

10

・正門を充実し、南北軸と西側広場を拡張した東西軸でＬ字骨格を形成

・正門西に新棟整備 （ボリウムの北シフト）

・学習図書館をキャンパス北側、法学部と文学部は現位置

・車動線はキャンパス外周へ

アクション
プラン

フレームワーク
プラン

キャンパス
計画コンセプト
基本ビジョン

達成目標
長期ビジョン

リーディングプロジェクト１

リーディングプロジェクト２

リーディングプロジェクト3

図 1-7　リーディングプロジェクトの役割イメージ

　アクションプランとは、概ね５年程度の整備方

針に基づく短期的な計画である。

　フレームワークプランで掲げたキャンパス整備

の方向性を実現化するためには、アカデミックプ

ランだけでなく、経営戦略や財務条件とのすり合

わせを行いながら実現可能性を踏まえた検討が重

要である。

　キャンパスマスタープランでは、アクションプ

ランとして検討すべき施設整備課題のキャンパス

マスタープランにおける俯瞰的な位置づけと、ア

クションプランの具体的な検討にあたりフレーム

ワークプランとの整合性を保つために考慮が必要

な条件の整理や、必要に応じたガイドラインの提

示までを行うものとする。

1.4.2

アクションプランの設定

　リーディングプロジェクトとは、目指すべき

キャンパスの実現に向け、キャンパス整備計画全

体を主導するプロジェクトである。

　アクションプランは通常、個別単体の施設に関

わるものであることが多いが、リーディングプロ

ジェクトを設定することにより、従来個別に検討・

整備していく手法では実現できなかった複合的な

課題に取組み、アカデミックプランと連動した

キャンパス空間の再編・実現を目指す。また、キャ

ンパス計画における未決定の上位計画を個別の施

設整備計画と連動して検討することで、上位との

整合性を保ちつつ、個別の整備課題を迅速かつ円

滑に解決することを可能とする。キャンパスマス

タープランにおいて、特に必要と判断される課題

をリーディングプロジェクト（重点検討課題）と

して設定できることとし、関係各所と中長期的に

目指すべきキャンパス像や課題を共有しながら、

柔軟かつ横断的に課題解決を図る（詳細は 6章に

て後述）。

1.4.3　

リーディングプロジェクトの設定

・複数の施設整備課題をまたぐ複合的、横断的な整備計画

であること。

・キャンパス全体のゾーニング計画や、個々のゾーンの面

的な整備計画への影響が大きいこと。

・優先順位の高いアクションプランを含みながら、フレー

ムワークプランに関する未決定の事項を潜在的に決定づけ

る可能性があること。

図 1-6　アクションプランの検討案イメージ

(2011 年度キャンパス計画委員会資料 )

1.4   キャンパスマスタープランの達成方策

（正門周辺の再整備計画）
ｸﾞﾘｰﾝﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ/MLA軸(仮称)の形成

（学而館・現図書館跡地利用計画）

キャンパスモール(仮称)の創造

正門周辺に
有るべき機能は？

エントランスとしての
空間づくりとは？

飛び地の施設と
連携しやすい
整備方針とは？

新図書館周辺に
あるべき施設は？

キャンパス中心に
あるべき施設は？

世界遺産に囲まれた
京都らしさとは？

衣笠キャンパスの
イメージは？

学生が学習・生活・交流
しやすい整備とは？

図 1-8　衣笠キャンパスのリーディンクプロジェクトエリア

【リーディングプロジェクト設定のための条件】
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chapter 2
立命館大学キャンパス整備の基本目標
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chapter 2

2.1　 キャンパスマスタープランの位置付けと役割

　　　2.1.1 　アカデミックプランと連動した

　　　　　　　　キャンパスマスタープラン

2.2　 立命館学園の概要

　　　2.2.1 　立命館学園の概要

　　　2.2.2 　立命館大学 3キャンパスの構成

2.3   キャンパス整備の空間コンセプト

　　　　　　

　　

2.4   キャンパスマスタープランの基本方針

立命館大学
キャンパス整備の基本目標

　chapter 2 では、キャンパス

整備の空間コンセプトやマス

タープランの基本方針を示し、

立命館大学のキャンパス整備の

基本目標として策定する。
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2.1   キャンパスマスタープランの位置付けと役割

　「立命館大学キャンパス創造

の基本構想」（2011.10.12 常任

理事会）の到達点を踏まえなが

ら、アカデミックプラン・経営

戦略・建築計画の専門的検討な

どに基づいて、キャンパス整備

方針・内容の検討を進めながら

最適なフレームワークプランと

してのキャンパスマスタープラ

ンを策定する。

　フレームワークプランを軸と

したキャンパスマスタープラン

に沿って、短期的なアクション

プランを検討し、立命館大学に

おける良好なキャンパス環境整

備を実現していくものとする。

2.1   キャンパスマスタープランの位置付けと役割

図 2-1　立命館大学のアカデミックプランイメージ

Creating a Future Beyond Borders
自分を超える、未来をつくる

立命館憲章

● 多様なコミュニティにおける主体的な学びの展開

● 人類・自然、社会に貢献する立命館らしい研究大学への挑戦

● 学ぶことの喜びを実現できる学園づくり

課題発見・解決、ともに高め合あうコミュニティ

集い・学ぶ／人類・自然とのかかわり／社会の中での役割

学内外／集い・高めあう／地域・世界への発信

ビジョン

３つの行動指標

国際社会と地域に貢献する開かれた学園へ
学びのコミュニティと学習者中心の教育を
特色あふれる「グローバル研究大学」へ
教育力・研究の質を向上する環境の維持を
研 究・教 育 機 関としての 立 命 の 役 割

５つの基本目標

立命館大学
の基本計画

（基本目標）

① 総合的人間力の育成を

② グローバル研究大学へ

③ 教育、研究、学生生活を支えるキャンパスづくり

教育／研究／学部・研究科

／既存キャンパス整備

／新キャンパス開設に向けて　　　

前半期
（2011-2015年）

の主な取組み

2.1.1

アカデミックプランと連動し

たキャンパスマスタープラン
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2.2   立命館学園の概要

2.2.1

立命館学園の概要

立命館慶祥中学校
立命館慶祥高等学校
立命館慶祥中学校
立命館慶祥高等学校

立命館アジア太平洋大学
（APU）

立命館プラザ福岡

立命館プラザ神戸

立命館プラザ名古屋

立命館大阪梅田キャンパス

立命館
東京キャンパス

立命館プラザ
札幌

立命館大学朱雀キャンパス

立命館大学
  衣笠キャンパ ス

立命館中学校
立命館高等学校

立命館小学校

立命館大学びわこ・
くさつキャンパス（BKC）
立命館プラザBKC

立命館守山中学校
立命館守山高等学校

立命館プラザ 京都

立命館宇治中学校
立命館宇治高等学校

琵琶湖

京都市
大津市

● 立 命 学等高館命立 校学中館 校
● 立 命 等高治宇館命立 校学中治宇館 校学
● 立 命 慶館命立 校学中祥慶館 祥 校学等高
● 立 命 校学等高山守館命立 校学中山守館
● 立 命 校学小館

「立 命 館 プラザ」

立命館アジア太平洋 大学（APU）

立命館大学 衣 笠キャンパス
立命館大学 朱 雀 キャンパ ス

立命館大学 びわこ・くさつキ ャンパス（BKC）
立命館大学 大阪いばらきキャンパス

大学での学びや入試・進路等、受験生や保護者の相談に応じる
地域拠点

立 命 館 東 京キャンパ ス
2007年4月、 東京駅日本橋口に開設。首都圏での窓口機 能や
学生の進路就職支援を行い、「知の発信拠点」として、ビジネス
マンや実 務 家 、社 会 人を対 象にした講 座を開 講しています。
所在地 ● 東京都千代田区丸の内1-7-12　サピアタワー8階
T E L  ● 03-5224-8188

■ 立 命 館 プラザ 福 岡
所在地 ● 福岡市博多区博多駅前1-15-20　NOF博多駅前ビル2階
T E L  ● 092-432-8122

■ 立 命 館 プラザ 名古 屋
所在地 ● 名古屋市中村区椿町16-16　ナゴヤ大和ビル8階
T E L  ● 052-459-0750  

■ 立 命 館 プラザ B KC
所在地 ● 滋賀県草津市野路東1丁目1-1　
　　　　  立命館大学びわこ・くさつキャンパス キャノピー
T E L  ● 077-561-3000

■ 立 命 館 プラザ 京 都 
所在地 ● 京都市北区等持院北町56-1　
　　　　  立命館大学衣笠キャンパス 至徳館2階
T E L  ● 075-465-8351

■ 立 命 館 プラザ 神 戸
所在地 ● 神戸市中央区布引町4-2-12　ネオフィス三宮6階
T E L  ● 078-262-7080

■ 立 命 館 プラザ 札 幌 
所在地 ● 札幌市中央区北4条西5丁目　アスティ45 12階 （ACU内）
T E L  ● 011-272-3883

立 命 館 大 阪 梅 田 キャンパ ス
JR大阪駅、阪急・阪神・地下鉄梅田駅前の「大阪富国生命ビル」
５階と14階に「立命館大阪梅田キャンパス」があります。５階は
主に、ＭＢＡやＭＯＴなどの社会人大学院講義と、一般向け公開
講 座などを行っています。１４階は主に就 職 活 動 支 援 業 務と
大阪梅田キャンパス全体の運営業務になります。

所在地 ● 大阪市北区小松原町２-４　大阪富国生命ビル
T E L  ● 06-6360-4895（14 階 大 阪梅田キャンパス 運営オフィス）

大阪いばらきキャンパス

1869年（明治2年）　西園寺公望書「立命館」

　

学祖 西園寺 公望
Saionji kinmochi

創立者　中川 小十郎
Nakagawa kojuro

図 2-2　立命館学園の概要

　1869（明治 2）年、新しい時

代を担う若者を育てるため、西

園寺公望が私塾「立命館」を創

始し、1900 （明治 33）年、文

部大臣時代の西園寺の秘書で

あった中川小十郎が、その意志

を引き継ぎ立命館大学の前身と

なる「私立京都法政学校」を設

立した。

　立命館学園は 2010 年に創立

110 周年を迎え、今日では、２

大学、４高等学校・４中学校・

１小学校を擁する総合学園と

なった。建学の精神「自由と清

新」教育・研究の理念「平和と

民主主義」のうえに立ち、それ

を具体的に活かしつつ、「世界

の立命館へ」というビジョンの

もとで、今日の新しい時代と社

会の要請に応える学園づくりを

積み重ねている。

（立命館 HP より引用）

　立命館学園全体の敷地面積は

2,315,088.73 ㎡、延床面積は

796,247.23 ㎡である。（2015 年

3 月 31 日現在）
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2.2   立命館学園の概要

2.2.2

立命館大学３キャンパス

の構成

鴨
川
鴨
川

龍安寺龍安寺
仁和寺仁和寺

KICKIC

金閣寺金閣寺

500m

琵
琶
湖

琵
琶
湖

BKCBKC

JR
南草津駅

JR
南草津駅

500m

OICOIC

万博記念
公園

万博記念
公園

岩倉公園岩倉公園

JR茨木駅JR茨木駅 阪急
茨木市駅
阪急

茨木市駅

大阪モノレール
/阪急

南茨木駅

大阪モノレール
/阪急

南茨木駅 500m

大阪モノレール
宇野辺駅

大阪モノレール
宇野辺駅

京都から世界へ発信する伝統と創生の

人文系キャンパス（5学部、８研究科）

・立地特性：歴史都市型

・基本的な空間骨格：三角形

世界水準の教育・研究・技術を創出・

発信するイノベイティブ・キャンパス

（6学部、6研究科）

・立地特性：郊外型

・基本的な空間骨格：放射状

「アジアのゲートウェイ」「都市共創」

「地域・社会連携」をコンセプトに掲げ、

新たな学びのスタイルを提案するキャ

ンパス（2学部、4研究科）

・立地特性：市街地型

・基本的な空間骨格：十字型

衣笠キャンパス

立命館大学の現存する最も古い

キャンパスである。衣笠山を背

景に、鹿苑寺（金閣寺）、龍安寺、

仁和寺、そして等持院などの歴

史的名刹などに囲まれた京都市

北西部に位置している。

図 2-4　衣笠キャンパスの位置図 図 2-5　ＢＫＣの位置図 図 2-6　ＯＩＣの位置図

　立命館大学は、主たるキャン

パスとして、京都キャンパス

（衣笠キャンパス、朱雀キャン

パス）、びわこ・くさつキャン

パス（BKC）と 2015 年 4 月に開

設した大阪いばらきキャンパス

（OIC）によって構成される。京

都・滋賀・大阪を結ぶ 3キャン

パスのいわばトライアングル体

制となった。

　３キャンパスにおいて、総

敷地面積 916,753.51 ㎡、総延

床面積 551,597.14 ㎡を有し、

そこで活動する学生は、合計

35,120 人にのぼっている。

図 2-3　立命館大学のトライアングル体制

びわこ・くさつ
キャンパス

大阪いばらき
キャンパス

京都
キャンパス

大阪湾

琵琶湖

表 2-1　3 キャンパスの主要データ

衣笠キャンパス 朱雀キャンパス
びわこ・くさつ
キャンパス

大阪いばらき
キャンパス

132,954.75㎡ 8,119.02㎡ 675,111.88㎡ 100,567.86㎡
165,798.48㎡ 27,138.68㎡ 252,751.87㎡ 105,908.11㎡

15,820人 168人 13,596人 5,536人

敷地面積
延床面積
学生数(2015年5月1日現在)

びわこ・くさつキャンパス（BKC）

琵琶湖の南東、滋賀県「びわこ

文化公園都市」の一角に位置し、

敷地面積約 61ha。敷地内には

希少植物が生息する自然緑地が

存在し、広大な敷地とキャンパ

スである。

大阪いばらきキャンパス（OIC）

大阪万博記念公園の東約 1.5km 

に位置する、サッポロビール工

場跡地に茨木市立の岩倉公園と

一体的に計画される。JR 茨木

駅と阪急南茨木駅に挟まれた都

市型キャンパスである。

※面積は 2015 年 3 月 31 日現在のデータである。衣笠キャンパス、朱雀キャンパスの面積には、原谷・柊野グラ

ウンドやインターナショナルハウスなどは含まれていない。びわこ・くさつキャンパスの面積にはグリーンフィー

ルド、ＢＫＣインターナショナルハウスが含まれている。
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エネルギー
センター

g

Co

ピア

ピア

g

As

HP¥U+03C6450

HP¥U+03C6450
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g

HP¥U+03C6300

HP¥U+03C6350

ピア

ピア

ピア

ピア

0
5
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20

50 100 (m)200

※方位、縮尺は全キャンパス共通

0
5
10
20

50 100 (m)200

※方位、縮尺は全キャンパス共通

■衣笠キャンパス

■大阪いばらきキャンパス

■朱雀キャンパス

図2-7　衣笠キャンパス配置図

図 2-8　大阪いばらきキャンパス配置図

図 2-9　朱雀キャンパス配置図

※一部借地あり
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エネルギー
センター

g
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ピア

ピア

g

As
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g

HP¥U+03C6300

HP¥U+03C6350

ピア

ピア

ピア

ピア

0
5
10
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50 100 (m)200

※方位、縮尺は全キャンパス共通

0
5
10
20

50 100 (m)200

※方位、縮尺は全キャンパス共通

■びわこ・くさつキャンパス

図2-10　びわこ・くさつキャンパス配置図

2.2   立命館学園の概要

※一部借地あり
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2.3   キャンパス整備の空間コンセプト

　キャンパスは教育 ･研究活動のフィールドであるとともに、多様なコミュニティ形成を支える空間で

ある。優れた学生や研究者を育成する環境として、国内外・地域への発信・貢献・連携の場として、立

命館大学の基本目標である総合的人間力の育成やグローバル研究大学に向け、教育・研究・学生生活を

支えるキャンパスづくりを目指す。そこで、立命館大学におけるキャンパス計画・整備の役割や目的を

共有しやすいよう、全キャンパス共通の空間コンセプトを次のように設定する。

２　優れた学生・研究者を育成する国際基準の
　　教育・研究・文化・スポーツ環境整備

１　多様なコミュニティー形成を支える空間整備

３　高いQOL が支える優れたアメニティや自然環境、
　　エコロジー、防災への配慮

４　国内外・地域への発信・貢献・連携の場の整備と
　　システムの構築

５　歴史・文化的コンテクストを踏まえたキャンパス計画
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2.4   キャンパスマスタープランの基本方針

　キャンパス計画・整備の空間

コンセプトを実現するための基

本方針を次のように設定する。

①全学的協力体制による、学生・教職員が参画する

　一体的なキャンパス整備

　検討プロセスにおいて、学生、教職員、（課題に応じて地域の方々）

など、多くの関係者が参画する機会を設け、出来る限り多くの意見

を聞き、共に考え、行動する。

②キャンパス資源（敷地・施設等）の有効活用

　既存施設の有効活用が重要な前提条件となる。既存キャンパスに

おける活用可能面積は限られており、新たなスペースの確保は難し

いのが現状である。そのため、キャンパスの有効活用を検討する際

は、下記に示すような検証が重要となる。

・現状の施設利用状況や課題の共有

・教学・研究活動等における求められる機能の把握

・前例のない整備課題についての可能性検討

・利用状況の変化に伴う床面積やゾーニングの最適化

・キャンパス計画・整備方針の共有

・管理・運営ルールの点検・見直し

③教育・研究環境の再編・集約

・学部エリア

・学部連携エリア

・全学共有エリア

④緑地と連動したコミュニティスペースの再編

⑤立命館ステイタス

・魅力的で充実した学生生活を支える生活施設の質の向上と再整備

⑥都市の一部としての社会的な役割を果たす大学キャンパスの整備

⑦継続・更新・発展する大学経営を支える

　ファシリティマネジメント

⑧計画・管理・評価体制の確立

⑨各部局が施設計画等の立案・執行の際に常に引用する

　手引き・指針としての位置づけ

　各学部教学や研究の将来構想や各部局の適切な役割を共有しなが

ら、施設計画等の立案・執行の際に引用可能な手引き・指針として

キャンパスマスタープランを位置づける。

2.3   キャンパス整備の空間コンセプト
2.4   キャンパスマスタープランの基本方針
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空間コンセプト 基本方針 条件整理の作業に必要なデータや情報など

土地利用・建物配置 ゾーニング計画 キャンパスの骨格 スムーズな建替計画 築年数の確認

　・明快・明確な ボリュームシフト 南側低層化（KIC) 法規制の整理

　・わかりやすい 北側へボリューム確保（KIC） 現状把握

　・敷地の有効活用を図る 中央部の広場化（KIC)

教学・研究空間の適正化 将来規模（面積、高さ）の設定 現状把握

分散部局の集約 全学利用施設の配置状況 全学利用施設の把握

既存施設の有効活用・環境保全

＜学園ビジョン＞ インフラ 交通計画 キャンパス内動線 明確な歩車分離 現状把握（登録数・利用数）

基盤整備 　・わかりやすい キャンパス外アクセス 　　　人・自転車・バス バス待合時の

Creating a Future Beyond Borders 骨格構成 　・アクセスしやすい 　　　一般車両・サービス車両 歩道の占有率

　・見通しのよい 　　　観光車両 事故件数

自分を超える、未来をつくる。 　・安全な 駐輪場・駐車場の整備 警備員の業務内容

     　・量的確保 バス待合スペースの計画 事例調査

バスロータリーの計画 各門の開閉

＜３つの行動指標＞ エネルギー計画 設備更新（老朽化への対応） 電気・給排水 現状把握（寿命・効率）

環境負荷低減への試み 高効率機器の導入（エネルギー政策） 建替計画への影響

多様なコミュニティにおける主体的な学びの展開 サスティナブル 自然エネルギーの活用

エコロジー 非常時対応

人類・自然・社会に貢献する立命館らしい研究大学への挑戦 安全・安心 安全・安心な施設計画 ユニバーサルデザイン 避難場所 現状把握

交通 非常用電力供給 事例調査

学ぶことの喜びを実現できる学園づくり 災害・防災対策 浄化設備（非常用トイレ等） 方針の検討

防犯対策 セキュリティ（日常時・非常時） バリアフリー化の現状把握

施設の維持管理・老朽化対策 情報管理

＜５つの基本目標＞ 緑地計画 自然環境への配慮 適切な植栽計画 現状把握（毎木調査）

周辺環境との連続性 コミュニティー空間との関係 ※保存樹木の判断（寿命・記念樹等）含む

国際社会と地域に貢献する開かれた学園へ デザインガイドライン 壁面線・高さの指定 歴史の継承 現状把握

の設定 構造・形状・半屋外空間など キャンパスデザインの調和 周辺地域から大学施設の見え方への配慮

学びのコミュニティと学習者中心の教育を 仕上げ・色彩・サイン計画など 景観との調和

緑地計画 既存緑地の保全・活用

特色あふれる「グローバル研究大学」へ 全学利用施設 コミュニティスペース 屋外 緑地空間の整備 現状把握

（パブリック） （コモン、居場所） 居場所の整備

教育力・研究の質を向上する環境の維持を の適正配置 （休憩・交流・活動・飲食・喫煙）

屋内 学習 ラーニングコモンズ 現状把握・データ分析

教育・研究機関としての立命の役割 スチューデントコモンズ 事例調査

　－東日本大震災をうけて－ 図書館 ターゲット層の設定・確認

ぴあら 運営方式・クオリティに対するニーズ・評価

飲食 カフェ・レストラン

大学生協

＜立命館大学の基本目標＞ 正課以外の学びの拠点 図書館・ぴあら・コモンズなど 将来規模（面積、数量）の設定

課外自主活動施設 スポーツ、健康、レクリエーション 各種体育施設、サークル活動施設 稼働率、規模、施設配置の適正化

総合的人間力の育成を QOL(生活施設） アメニティの向上 明るく魅力的なトイレ 現状把握

学生支援の充実 多様な居場所の整備 学生支援施設の視認性と対応時間のニーズ

グローバル研究大学へ 福利厚生施設の充実 学生支援施設の計画 ターゲット層の設定・確認

立ち寄りやすい空間づくり 学生施設の現状把握

教育、研究、学生生活を支えるキャンパスづくり 地域開放 女子学生増加への対応

教学・研究施設の方針 講義教室 将来規模（面積、数量）の設定 占有スペースの見直し、配置の適正化

専門教室・実験室 情報共有 利用実態の把握（稼働率、利用人数対面積）

学生研究室、教員研究室 研究内容の公開・発信 セキュリティエリア

事務組織の体制 事務職員施設 （※具体的にはアクションプランの内容）

国内外への 地域連携 地域プログラム

発信・貢献・連携 地域開放 災害時対応

地域貢献 京都ステイタス

国際化 国際寮 国際化の動向把握

国際交流、国際理解 学生支援（言語、生活習慣、宗教） グローバルスタンダードに関わる情報収集

連携の支援 情報発信・交流拠点

（全キャンパス共通） （附属校・APU・他キャンパス 高校生等の居場所の確保

地域・他大学・日本・世界など）

４．国内外・地域への
発信・貢献の場の整備

と
システムの構築

パブリック空間整備

３．高いQOLが支える
優れた

アメニティや
自然環境、エコロジー、

防災への配慮

１．多様なコミュニティ
形成を支える

空間整備

継続・更新・発展する大学
経営を支えるファシリティマ
ネジメント

緑地と連動した
コミュニティスペース
の再編

計画項目

専用スペース整備

学外利用者の
使用施設

立命館憲章

■空間整備のコンセプトからプロジェクトの詳細についてツリー構造的整理

前提／アカデミックプランとその方針

２.優れた学生・研究者
を育成する

国際基準の教育・研究・
文化・スポーツ

環境整備

【キャンパスプラン実現のための条件整理】

R2020

全学的協力体制による
学生・教職員が参画する
一体的なキャンパス整備

キャンパス資源
（敷地・施設等）
の有効活用

５．歴史・文化的
コンテクストを踏まえた

キャンパス計画

各部局が施設計画等の立
案・執行の際に常に引用
する手引き・指針としての
位置づけ

教育・研究環境
の再編・集約
　・学部エリア
　・学部連携エリア
　・全学共用エリア

立命館ステイタス
魅力的で充実した学生生
活を支える生活施設の質
の向上と再整備

都市の一部としての社会
的な役割を果たす大学
キャンパスの整備

計画・管理・評価体制
の確立

全キャンパス共通の方針・課題整理項目

　立命館憲章や学園ビジョン R2020 で示すアカデミックプランなどの実現に向けて、キャンパス空間の

調和を図りながら目指すべき立命館のあるべき姿を実現していくための、全キャンパス共通の空間コン

セプトに沿って、次の表に示すようにツリー構造的に検討すべきより詳細な整備方針との関係性を示し

ている。
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空間コンセプト 基本方針 条件整理の作業に必要なデータや情報など

土地利用・建物配置 ゾーニング計画 キャンパスの骨格 スムーズな建替計画 築年数の確認

　・明快・明確な ボリュームシフト 南側低層化（KIC) 法規制の整理

　・わかりやすい 北側へボリューム確保（KIC） 現状把握

　・敷地の有効活用を図る 中央部の広場化（KIC)

教学・研究空間の適正化 将来規模（面積、高さ）の設定 現状把握

分散部局の集約 全学利用施設の配置状況 全学利用施設の把握

既存施設の有効活用・環境保全

＜学園ビジョン＞ インフラ 交通計画 キャンパス内動線 明確な歩車分離 現状把握（登録数・利用数）

基盤整備 　・わかりやすい キャンパス外アクセス 　　　人・自転車・バス バス待合時の

Creating a Future Beyond Borders 骨格構成 　・アクセスしやすい 　　　一般車両・サービス車両 歩道の占有率

　・見通しのよい 　　　観光車両 事故件数

自分を超える、未来をつくる。 　・安全な 駐輪場・駐車場の整備 警備員の業務内容

     　・量的確保 バス待合スペースの計画 事例調査

バスロータリーの計画 各門の開閉

＜３つの行動指標＞ エネルギー計画 設備更新（老朽化への対応） 電気・給排水 現状把握（寿命・効率）

環境負荷低減への試み 高効率機器の導入（エネルギー政策） 建替計画への影響

多様なコミュニティにおける主体的な学びの展開 サスティナブル 自然エネルギーの活用

エコロジー 非常時対応

人類・自然・社会に貢献する立命館らしい研究大学への挑戦 安全・安心 安全・安心な施設計画 ユニバーサルデザイン 避難場所 現状把握

交通 非常用電力供給 事例調査

学ぶことの喜びを実現できる学園づくり 災害・防災対策 浄化設備（非常用トイレ等） 方針の検討

防犯対策 セキュリティ（日常時・非常時） バリアフリー化の現状把握

施設の維持管理・老朽化対策 情報管理

＜５つの基本目標＞ 緑地計画 自然環境への配慮 適切な植栽計画 現状把握（毎木調査）

周辺環境との連続性 コミュニティー空間との関係 ※保存樹木の判断（寿命・記念樹等）含む

国際社会と地域に貢献する開かれた学園へ デザインガイドライン 壁面線・高さの指定 歴史の継承 現状把握

の設定 構造・形状・半屋外空間など キャンパスデザインの調和 周辺地域から大学施設の見え方への配慮

学びのコミュニティと学習者中心の教育を 仕上げ・色彩・サイン計画など 景観との調和

緑地計画 既存緑地の保全・活用

特色あふれる「グローバル研究大学」へ 全学利用施設 コミュニティスペース 屋外 緑地空間の整備 現状把握

（パブリック） （コモン、居場所） 居場所の整備

教育力・研究の質を向上する環境の維持を の適正配置 （休憩・交流・活動・飲食・喫煙）

屋内 学習 ラーニングコモンズ 現状把握・データ分析

教育・研究機関としての立命の役割 スチューデントコモンズ 事例調査

　－東日本大震災をうけて－ 図書館 ターゲット層の設定・確認

ぴあら 運営方式・クオリティに対するニーズ・評価

飲食 カフェ・レストラン

大学生協

＜立命館大学の基本目標＞ 正課以外の学びの拠点 図書館・ぴあら・コモンズなど 将来規模（面積、数量）の設定

課外自主活動施設 スポーツ、健康、レクリエーション 各種体育施設、サークル活動施設 稼働率、規模、施設配置の適正化

総合的人間力の育成を QOL(生活施設） アメニティの向上 明るく魅力的なトイレ 現状把握

学生支援の充実 多様な居場所の整備 学生支援施設の視認性と対応時間のニーズ

グローバル研究大学へ 福利厚生施設の充実 学生支援施設の計画 ターゲット層の設定・確認

立ち寄りやすい空間づくり 学生施設の現状把握

教育、研究、学生生活を支えるキャンパスづくり 地域開放 女子学生増加への対応

教学・研究施設の方針 講義教室 将来規模（面積、数量）の設定 占有スペースの見直し、配置の適正化

専門教室・実験室 情報共有 利用実態の把握（稼働率、利用人数対面積）

学生研究室、教員研究室 研究内容の公開・発信 セキュリティエリア

事務組織の体制 事務職員施設 （※具体的にはアクションプランの内容）

国内外への 地域連携 地域プログラム

発信・貢献・連携 地域開放 災害時対応

地域貢献 京都ステイタス

国際化 国際寮 国際化の動向把握

国際交流、国際理解 学生支援（言語、生活習慣、宗教） グローバルスタンダードに関わる情報収集

連携の支援 情報発信・交流拠点

（全キャンパス共通） （附属校・APU・他キャンパス 高校生等の居場所の確保

地域・他大学・日本・世界など）

４．国内外・地域への
発信・貢献の場の整備

と
システムの構築

パブリック空間整備

３．高いQOLが支える
優れた

アメニティや
自然環境、エコロジー、

防災への配慮

１．多様なコミュニティ
形成を支える

空間整備

継続・更新・発展する大学
経営を支えるファシリティマ
ネジメント

緑地と連動した
コミュニティスペース
の再編

計画項目

専用スペース整備

学外利用者の
使用施設

立命館憲章

■空間整備のコンセプトからプロジェクトの詳細についてツリー構造的整理

前提／アカデミックプランとその方針

２.優れた学生・研究者
を育成する

国際基準の教育・研究・
文化・スポーツ

環境整備

【キャンパスプラン実現のための条件整理】

R2020

全学的協力体制による
学生・教職員が参画する
一体的なキャンパス整備

キャンパス資源
（敷地・施設等）
の有効活用

５．歴史・文化的
コンテクストを踏まえた

キャンパス計画

各部局が施設計画等の立
案・執行の際に常に引用
する手引き・指針としての
位置づけ

教育・研究環境
の再編・集約
　・学部エリア
　・学部連携エリア
　・全学共用エリア

立命館ステイタス
魅力的で充実した学生生
活を支える生活施設の質
の向上と再整備

都市の一部としての社会
的な役割を果たす大学
キャンパスの整備

計画・管理・評価体制
の確立

全キャンパス共通の方針・課題整理項目
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chapter 3
　chapter 3 では京都キャンパ

スの学部・研究科の構成や立地

条件、敷地概要など、キャンパ

スを構成する基本条件の確認を

行う。

これらキャンパスの現状を把握

した上で、キャンパス計画や整

備における課題を抽出する。

京都キャンパスの現状と課題

3.1　 京都キャンパスの現状

　　　3.1.1 　キャンパスの位置づけ

　　　3.1.2 　学部・研究科の構成

　　　3.1.3 　立地条件

　　　3.1.4 　京都キャンパスの沿革

　　　3.1.5 　衣笠キャンパスの敷地概要

　　　　　　　（条件・法規制等を含む）　　

　　　3.1.6 　衣笠キャンパスの施設概要

3.2 　これまでのキャンパス整備の取り組み

　　　3.2.1 　これまでのキャンパス整備

　　　3.2.2 　R2020 前半期の既存キャンパス整備計画

3.3   京都キャンパスの現状と課題

　　　3.3.1 　衣笠キャンパスの現状と課題

　　　3.3.2 　朱雀キャンパスの現状と課題
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3.1   京都キャンパスの現状

3.1.1

キャンパスの位置づけ

　京都キャンパスとは主に衣笠キャンパスと朱雀

キャンパスを示す。京都キャンパスマスタープラ

ンでは、次の３つに分けて記述する。2014 年度

までの検討では主に衣笠キャンパスを中心に検討

を行ってきた。

【京都キャンパス】

①衣笠キャンパス

　（西園寺記念館（氷室）、究論館、アカデメイア

立命 21、歴史都市防災研究所、などを含む）

②朱雀キャンパス　　　

③その他大学施設

　（グラウンド（原谷・柊野）、インターナショナ

ルハウス（双ヶ岡、　宇多野、大将軍）など）

3.1   京都キャンパスの現状

　京都キャンパスが位置する京都市の政策におい

ては、魅力的な京都を目指す中で「歩くまち京都」

や「地域ごとの観光創出」（京都市基本計画）、ま

た「優れた景観を保全・再生・創造する」（マスター

プラン）といった政策が打ち出されている。大学

に関しては、「大学の集積・交流が活力を生み出す」

（京都市基本計画）と認識し、都市計画マスター

プランの北区の項では、「大学を生かしたまちづ

くり」を掲げ、行政として大学を支援する姿勢も

表明している。また、「世界に誇る『大学のまち

京都』」を目指しており、行政と連携・協働したキャ

ンパス整備や、地域に開かれたキャンパスづくり

を模索していくことも必要となっている。

学生会館

創思館

歴史都市
防災研究所

東第二駐輪場

興
学
館

存心館

恒心館

教職
員会館

敬学館

以学館

学而館 図書館

尚学館
有心館

第一バイク置場

諒友館

アート・リサーチ
センター

ランゲージセンター

至徳館

啓明館

尽心館

研心館

オーディオ
ビジュアルラボ

洋洋館

清心館
修学館

育友館

充光館

明学館 志学館

平井嘉一郎記念

図書館

(建設中）

末川記念会館

末川記念会館

アカデメイア

立命21

宮敷駐車場

北側駐輪場

究論館

上柳会議室

アトリエ棟

京都衣笠
体育館

西園寺記念館

東第三駐輪場

東門

駐輪場

旧聖ヨゼフ修道院

京都市交通局
衣笠操車場

旧堂本別邸

図 3-1　衣笠キャンパス配置図（2015 年 4 月時点）

※平井嘉一郎記念図書館（2015 年 12 月竣工予定）建設後、現図書館解体予定
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3.1.2

学部・研究科の構成

　右図に 2015 年度時点の衣笠

キャンパスと朱雀キャンパスの

学部・研究科の構成と学生数（予

定）を示す。

　大阪いばらきキャンパスが開

設（2015 年 4 月）したことに

より、政策科学部、政策科学研

究科が衣笠キャンパスから移転

した。

 学科 ①男性 ②女性 ③留学生
合計

a（①＋②）

 法学部  法学科 2542人 1272人 27人 3814人

 産業社会学部  現代社会学科 2216人 1821人 88人 4037人

 文学部  人文学科 2044人 2993人 85人 5037人

 国際関係学部  国際関係学科 556人 846人 206人 1402人

 映像学部  映像学科 403人 300人 29人 703人

7761人 7232人 435人 14993人

法学研究科 法学専攻 37人 18人 9人 55人

社会学研究科 応用社会学専攻 49人 62人 20人 111人

人文学専攻 79人 81人 160人

行動文化情報学専攻 29人 18人 47人

国際関係研究科 国際関係学専攻 55人 61人 61人 116人

応用人間科学研究科 応用人間科学専攻 23人 63人 6人 86人

言語教育情報研究科 言語教育情報専攻 23人 68人 58人 91人

映像研究科 映像専攻 7人 3人 0人 10人

先端総合学術研究科 先端総合学術専攻 67人 84人 15人 151人

369人 458人 203人 827人

学
部

0人 0人 0人 0人

公務研究科 公共政策専攻 34人 13人 0人 47人

法曹養成専攻(2年コース） 58人 12人 0人 70人

法曹養成専攻(3年コース） 31人 20人 0人 51人

168人

京都キャンパス総計 8253人 7735人 638人 15988人

朱雀

小計

研
究
科 法務研究科

朱雀キャンパス合計 123人 45人 0人

キャンパス
学部・研究科 学生・院生数

 学部 /研究科

衣笠

学
部

小計

研
究
科

小計

衣笠キャンパス合計 8130人 7690人 638人 15820人

文学研究科 34人

表 3-1　学部・研究科別キャンパス人口（2015 年 5 月 1 日現在）

衣笠山

龍安寺

鹿苑寺

等持院

学生会館 第一体育館

第一バイク置場

創思館

充光館 中央広場

至徳館
志学館

以学館

末川記念会館

歴史都市
防災研究所

存心館

図書館
学而館

修学館
清心館尽心館

啓明館
諒友館

洋洋館

等持院墓地恒心館
明学館

敬学館

新体育館
研心館

アートリサーチ
センター アカデメイア立命 21

写真 3-1　衣笠キャンパスの航空写真（2009 年 5 月撮影）

※留学生とは、在留資格「留学」を取得できるもので外国籍を持つものをいう。
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3.1　 京都キャンパスの現状

法学部 , 3814人, 
25%

産業社会学部  
, 4037人, 27%

文学部 , 5037人, 
34%

国際関係学部 , 
1402人, 9%

映像学部 , 
703人,
5%

計 14,993人

公務研究科, 
47人, 28%

法務研究科, 
121人人, 72%

計 168人

法学研究科, 
55人,
7%

社会学研究科, 
111人, 14%

文学研究科

, 207人, 25%

国際関係研究科, 
116人, 14%

応用人間科学研究科, 
86人, 10%

言語教育情報研究科, 
91人, 11%

映像研究科, 
10人, 1%

先端総合学術研究

科, 151人, 18%

計 827人

学部生

14993人, 95%

院生

827人, 
5%

計 15,820人

学部生, 
0人,
0%

大学院生

, 168人, 
100%

計 168人

男性, 
8130人,
51%

女性, 
7690人,
49%

男性,
123人,
73%

女性,
45人,
27%

国内学生,
15182人,

96%

留学生,
638人,
4%

国内学生,
168人,
100%

留学生, 
0人, 
0%

男女比

図 3-2　京都キャンパスで学ぶ学生データ（2015 年 5 月 1 日現在）

[ 衣笠キャンパス ] [ 朱雀キャンパス ]

学部生・大学院生比

研究科別大学院生比

学部別学部生比

国際比
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【衣笠キャンパス】

3.1.3

立地条件

円町花園
馬代通

通
路
大
西

山陰本線（JR 嵯峨野線）
R162

妙心寺通

丸太町通円町

妙心寺

龍安寺

等持院 北野白梅町
西大路一条

今出川通
北野白梅町

衣笠校前

わら天神前

小松原
児童公園前

アカデメイア立命21

立命館大学
原谷グラウンド

立命館大学
西園寺記念館

立命館大学
柊野総合グラウンド

金閣寺道
北大路通

木
辻

通

きぬかけの路

立命館大学前

京福 北野線

金閣寺前

立 命 館 大 学  
衣笠キャンパス

蓮華寺
仁和寺

等持院

妙心寺

龍安寺

金閣寺

わら天神

平野神社
北野天満宮

京都府立
堂本印象美術館

図 3-3　衣笠キャンパスの位置図

【朱雀キャンパス】

丸太町通

通
本
千

通
川
堀

通
宮
大

三条通

四条通

御池通

押小路通

堀川丸太町

堀川御池

後院通

三条堀川

四条堀川

四条大宮阪急電鉄京都線

京福嵐山本線
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図 3-4　朱雀キャンパスの位置図

　1981（昭和 56）年に広小路から全面移転し、

学舎の統合がはかられた。京都市北西部に位置

し，衣笠山を背景にした緑豊かな地域である。鹿

苑寺（金閣寺）・龍安寺・仁和寺が周辺に位置し、

また等持院に隣接しており、歴史的名刹に囲まれ

たキャンパスである。等持院墓地へは立命館大学

内を通過する。キャンパス北側には金閣寺と龍安

寺を繋ぐ「きぬかけの路」が隣接し、多くの観光

客が訪れる。

　2006（平成 18）年に開設した。平安京時代か

らの京都の中心部である朱雀大路上に位置してお

り、周辺には二条城などの歴史的名刹がある。付

近には、佛教大学や専門学校などがあり、教育機

関の集積地でもある。JR 二条駅・京都市営地下

鉄東西線二条駅・各種路線バス停に近く、交通ア

クセスの良い環境である。

写真 3-2　存心館の時計台と衣笠山 写真 3-3　中川会館外観写真

【キャンパス所在地】

京都市北区等持院北町 56-1　他

【キャンパス所在地】

京都市中京区西ノ京朱雀町 1（中川会館）
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3.1　京都キャンパスの現状

【氷室】

【京都キャンパス周辺の主な観光地】

写真 3-6　柊野グラウンド航空写真

龍安寺

仁和寺

妙心寺

等持院

鹿苑寺

北野天満宮

平野神社

わら天神

大徳寺

二条城広隆寺

衣笠キャンパス

朱雀キャンパス

図 3-5　衣笠キャンパス近郊の主要な観光地写真 3-5　原谷グラウンド航空写真

衣笠キャンパス

大学

世界文化遺産の
寺社および城

朱雀キャンパス

図 3-6　京都キャンパス近郊の主要な観光地と大学

写真 3-4　西園寺記念館航空写真

【原谷】

【柊野】

西園寺記念館

尚友館、第 2尚友館、第 3尚友館、原谷サッカー

場更衣・倉庫棟

柊野総合合宿所・クラブボックス等 11 棟

【双ケ岡】

立命館大学インターナショナルハウス常盤

（英語名称：International House Tokiwa）

【宇多野】

立命館大学インターナショナルハウス宇多野

（英語名称：International House Utano）

【大将軍】

立命館大学インターナショナルハウス大将軍

（英語名称：International House Taishogun）

鹿苑寺（金閣寺）、龍安寺、二条城、仁和寺、平

野神社、等持院、衣笠山、堂本印象美術館、妙心

寺、北野天満宮、わら天神など
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【衣笠キャンパス】

　1965 年に経済学部・経営学

部の広小路キャンパスからの移

転にはじまった衣笠一拠点化は

1981 年に完成した。1988 年の

国際関係学部新設以降、政策科

学部・映像学部の新設、国際イ

ンスティテュート等の教学創造

が図られてきた。びわこ・くさ

つキャンパス開設に伴い、理工

学部（1994 年）経済学部・経

営学部（1998 年）が移転した。

2015年4月の大阪いばらきキャ

ンパス開設に伴い、政策科学部、

政策科学研究科が移転した。

3.1.4

京都キャンパスの沿革

【朱雀キャンパス】

　2006 年に法人組織と大学院

施設（法科大学院、経営管理研

究科、公務研究科）を展開する

キャンパスとして新設された。

大阪いばらきキャンパス開設

（2015 年 4 月）に伴い、経営管

理研究科が移転した。

1869　　西園寺公望が邸内に私塾「立命館」を開設

1900　　中川小十郎が「私立京都法政学校」を開設

1901　　広小路学舎設置

1904　　専門学校令による「私立京都法政学校」に改称

1913　　大学を「私立立命館大学」に改称

1922　　大学令（旧制）による「立命館大学」設立

1948　　学校教育法による「立命館大学」（新制）設立

1939　　北大路校地にあった「立命館高等工科学校（1938 年設立）」を、「立命館

日満高等工科学校」に改め、北区等持院北町（現在の衣笠キャンパス）

の新校舎で開校

1942　　日満高等工科学校を立命館大学専門学部工学科に昇格

1960 年代

1970 年代

1980 年代

1990 年代

2000 年代

2010 年代

1961　　有心館 竣工

1963　　興学館 竣工

1966　　修学館、啓明館 竣工
1967　　図書館、特別実験室 竣工

1969　　第一体育館 竣工
1970　　学而館 竣工

1973　　学生会館 竣工

1976　　諒友館 竣工
1977　　清心館 竣工

1974　　教職員会館、志学館 竣工

1979　　至徳館、研心館 竣工

1981　　存心館 竣工

1983　　末川記念会館 竣工

1989　　尽心館 竣工

1999　　アートリサーチセンター 竣工

1990　　明学館 竣工

2001　　創思館 竣工
2002　　ランゲージセンター 竣工（修学館の増築）
2004　　敬学館 竣工
2006　　歴史都市防災研究センター 竣工

2007　　充光館 竣工
　　　　映像学部を開設
2008　　育友館 竣工
2012　　京都衣笠体育館 竣工

2015　　究論館 竣工
　　　　第３尚友館 竣工

1992　　アカデメイア立命 21 館 竣工

1988　　洋洋館、オーディオビジュアルラボ、尚学館 竣工

1978　　文学部、二部全学部を広小路キャンパスから衣笠に移転

1994　　びわこ・くさつキャンパス（BKC) 開設、理工学部を拡充移転
　　　　政策科学部を開設

1998　　経済学部、経営学部を BKC に移転

2000　　国際関係学部を西園寺記念館から恒心館に移転

1965　　以学館、恒心館 竣工
　　　　経済学部、経営学部を広小路キャンパスから衣笠に移転

　　　　産業社会学部を広小路キャンパスから衣笠に移転

　　　　学校法人本部を広小路キャンパスから衣笠に移転

　　　　法学部を広小路キャンパスから衣笠に移転（全学部の移転完了）

　　　　国際関係学部を西園寺記念館に開設

　　　　国際平和ミュージアム（アカデメイア立命 21）設立

　　　　学校法人本部を朱雀キャンパスに移転

　　　　衣笠キャンパスから政策科学部、政策科学研究科を OIC に移転
　　　　大阪いばらきキャンパス（OIC）開設

　　　　朱雀キャンパスから経営管理研究科を OIC に移転

表 3-2　京都キャンパスの前史

表 3-3　京都キャンパスの沿革
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キャンパスのヒストリー

写真 3-12　2009 年の衣笠キャンパス

写真 3-10　衣笠一拠点化完成前（1977 年）の衣笠キャンパス

3.1  京都キャンパスの現状

写真 3-9　1950 年代の衣笠（等持院）キャンパス

写真 3-7　1950 年代末の広小路キャンパス

写真 3-11　衣笠一拠点化完成後（1984 年頃）の衣笠キャンパス

写真3-8　正門から臨む1940年代の存心館（広小路キャンパス）
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①

②

④

⑤

⑥

⑧

キャンパス敷地外

（等持院墓地）

③

⑮

⑯

⑭
⑰

⑦

⑱

⑫

⑬

⑨ ⑩

⑪

図 3-7　土地情報

　衣笠キャンパス整備において、空間計画上考慮

すべき主な法的条件と京都市の関連施策等には以

下のようなものがある。

○都市計画に基づく用途地域

○京都市風致地区条例

○京都市景観条例

○京都市眺望景観創生条例

○京都市のまちづくり関連施策　　　　など

　京都の美しい景観を守るため、京都市では昔か

ら全国に先駆けて様々な取り組みを進めてきてい

る。特に、衣笠キャンパスは、鹿苑寺（金閣寺）

や龍安寺、衣笠山のある区域に立地しているため、

特に厳しい規制が設けられている地域である。世

界遺産・京都にある大学として果たす役割として、

公共の財産である景観を守るため、よりよい景観

計画を行っていく必要がある。

3.1.5

衣笠キャンパスの敷地概要

（条件・法規制等を含む）

【建ぺい率】

　敷地面積に対する建築面積の割合。建築基準法

によって、敷地内に適度な空地を確保し、防火と

市街地環境への配慮を目的として都市計画区域内

の用途地域に応じて上限が定められている。また、

衣笠キャンパスの大半の敷地は、京都市の風致地

区に定められており、用途地域の規制よりさらに

厳しい規制がかかっている。特に、①の敷地の建

ぺい率は上限を向かえており、新たに建物を建設

するのは極めて難しい状況である。

【容積率】

　敷地面積に対する延床面積の割合。建物の規模

を規制する数値のひとつで、都市計画区域内の用

途地域に応じて上限が定められている。

このページの情報については全て2015年3月31日現在の情報である。
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敷地面積（㎡） 延床面積（㎡） 建築面積（㎡） 備考

① 存心館他 91,663.86 139,343.70 152.02 <200 36,210.27 39.51 ＜40 建蔽率一部＜60、＊1

② 京都衣笠体育館・憩いの広場 6,004.93 9,409.49 156.70 <200 2,320.67 38.65 ＜40 ＊1

③ 敬学館 4,400.00 6,443.50 146.45 <200 2,144.15 48.73 ＜60 ＊1

④ アカデメイア立命21 3,474.01 6,492.03 186.88 <200 2,084.30 60.00 ＜60 ＊1

⑤ 究論館 2,420.18 3,716.93 153.58 <200 1,297.79 53.62 ＜60 ＊1

⑥ 歴史都市防災研究所 1,306.33 1,370.25 104.90 <200 492.83 37.73 ＜60 ＊1

厚生施設
事務室

氷室 西園寺記念館 6,811.80 5,321.35 78.12 ＜150 1,567.74 23.02 ＜50
セミナーハウス/情報システム部
（地階）が使用、一部借地、＊1

原谷 原谷グラウンド 82,385.92 4,031.68 4.89 ＜200 2,334.77 2.83 ＜60 運動場・課外活動敷地、＊1

柊野 柊野グラウンド 105,422.00 5,553.57 5.27 ＜93.6 4,979.61 4.73 ＜56.8 課外活動敷地、＊1

⑦ 宮敷駐車場 910.00 - - ＜200 - - ＜60
一部容積率80％、建蔽率50％
非常勤講師・一般駐車場、＊2

⑧ 第一バイク置場 7,229.63 172.50 2.39 ＜100 177.00 2.45 ＜60 ＊4

⑨ 東門駐輪場 882.50 - - ＜80 - - ＜50 ＊2

⑩ 小松原駐輪場 803.00 - - ＜80 - - ＜50 借地、＊3

⑪ 等持院南駐輪場 615.00 - - ＜80 - - ＜50 ＊2

⑫ 旧東第二駐輪場 671.00 - - ＜80 - - ＜50 閉鎖中、＊2

⑬ 旧東第三駐輪場 382.00 - - ＜80 - - ＜50 閉鎖中、＊2

－ 旧嵐電駐輪場 656.00 - - ＜80 - - ＜50 閉鎖中、＊1

⑭ 京都市交通局衣笠操車場 923.00 - - ＜200 - - ＜60 京都市交通局へ用地貸与、＊3

⑮ 旧聖ヨゼフ修道院用地 3,386.00 - - ＜200 - - ＜60 活用検討中、＊2

⑯ 旧堂本印象居宅用地 990.66 - - ＜200 - - ＜60 一部容積率80％、建蔽率50％、＊

旧教職員駐輪場 - -

旧民家用地 94.14 94.14

旧民家の位置指定道路 - -

⑱ 旧民家用地 481.25 - - ＜200 - - ＜60 ＊2

双ヶ岡 インターナショナルハウス常盤 1,342.98 1,661.19 123.69 ＜80 466.81 34.76 ＜50 外国人留学生が入居、＊1

宇多野 インターナショナルハウス宇多野 2,704.00 1,233.54 45.62 ＜60 470.04 17.38 ＜40 外国人留学生が入居、＊1

大将軍 インターナショナルハウス大将軍 6,864.00 5,417.82 144.30 ＜200 1,645.16 44.96 ＜60
外国人留学生が入居
1期敷地面積：3659.40㎡、＊1

花園 外国人教員住宅 171.33 148.76 86.83 - 82.03 47.88 - 外国人客員教授が入居、＊1

柊野 硬式野球部合宿所 427.58 637.81 149.17 ＜100 316.56 74.04 ＜60 野球部員が常宿、＊1

- 上柳会議室 310.59 128.18 41.27 - 65.00 20.93 - 閉鎖中、＊2

- 上柳会議室 南駐輪場 206.90 - - ＜200 - - ＜60 駐車場、＊2

- 等持院倉庫跡地 426.63 - - ＜80 - - ＜50 閉鎖中、＊2

- 等持院研究会議室 227.20 116.05 51.08 ＜80 71.56 31.5 ＜50 閉鎖中、＊2

- 白雲荘 1,256.79 466.10 37.09 - 442.30 35.19 - 閉鎖中、＊2

敷地面積（㎡） 延床面積（㎡） 建築面積（㎡） 備考

朱雀キャンパス 朱雀 中川会館、防災倉庫 他3棟 8,119.02 27,159.66 334.52 ＜600 3,990.29 49.15 ＜80 大学院施設、法人施設、、＊1

小学校 北大路 立命館小学校 11,375.00 11,716.02 103.00 ＜200 3,127.24 27.49 ＜60 ＊1

※平井嘉一郎図書館竣工後、現図書館解体により①の建築面積は34,637.41㎡、建蔽率は37.79％となる予定である。
※上記区分は確認申請上、1敷地とみなされる校地別に示している。
＊1：建築確認申請上の面積を引用、　＊2：登記上の面積を引用、　＊3：契約上の面積を引用、　＊4：物件購入時の面積を引用

その他
（利用計画
検討中） ⑰ 722.52

区分／敷地番号／校地名 容積率（％） 建ぺい率（％）

衣笠

運動場・
課外活動敷地

京
都
キ
ャ
ン
パ
ス

寄宿舎敷地

厚生施設用地

区分／敷地番号／校地名 容積率（％） 建ぺい率（％）

- ＜200 - ＜60

2015.2 敷地一体化、
通り抜け動線整備、
＊1

駐輪場・
駐車場用地

表 3-4　敷地面積等の一覧表（参考）

3.1  京都キャンパスの現状

このページの情報については全て2015年3月31日現在の情報である。
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【地区計画】（都市計画法）

　西園寺記念館のある氷室には京都都市計画（京

都国際文化観光都市建設計画）において、都市計

画立命館大学氷室地区地区計画の決定がされてい

る。良好な教育・研究環境の確保と共に周辺の住

環境及び景観と調和した良好な市街地環境の形成

を図ることを目的とし、建ぺい率、容積率、壁面

の位置、建築物等の高さ及びかき又はくさの構造

に制限を加えた。

第一種中高層住居専用地域

用途地域無指定（市街化調整区域）

第二種中高層住居専用地域

第一種低層住居専用地域

高度地区の種別

容積率（％）

建蔽率（％）

敷地面積の最低限度　○○㎡

■用途地域・高度地区

図 3-8　京都市都市計画図（用途地域・高度地区）

【用途地域】（都市計画法）

　都市計画において、将来の土地利用の方針を踏

まえ、用途の混在を防ぐことを目的として定めら

れている。第一種低層住居専用地域、第二種低層

住居専用地域には、大学用途の建築物は建設する

ことができない。

【高度地区】（都市計画法）

　土地利用及び地域特性を考慮して、居住環境の

保全、自然環境や歴史的環境との調和、均衝の取

れた市街地景観の形成による京都の風土にふさわ

しい都市美の育成等を目的として、当該地域には、

建築物の高さを規定する高度地区の指定がある。

図 3-7 の①の敷地のほとんどは「20 ｍ以下」、①

の一部と③、④、⑤などは「12 ｍ以下」と定め

られている。

【敷地内の建物高さ制限】

　衣笠キャンパスの土地は複数の用途地域、規制

がかかっており、場所により高さや容積率、景観

への配慮など守るべき規制が異なる。当該地域に

おいては、「京都市風致地区条例」の高さ規制が

最も厳しく、建替え時には配慮が必要となる。

【都市計画道路】（都市計画法）

　キャンパスに隣接して、南北に都市計画道路

「３・６・１２０木辻通（区分番号 35_1）」が存在し、

一部キャンパスの敷地が含まれているため、将

来存心館建替えなどの際には配慮が必要となる。

また、2010 年に都市計画道路の見直しが行われ、

キャンパス内に計画されていた「Ⅱ・Ⅲ・３４小

松原通（区分番号 39_1）」とキャンパス北側に隣

接して計画されていた「Ⅱ・Ⅲ・３４小松原通（区

分番号 178_1）」は廃止されている。

10m 高度地区

20m１種 高度地区

12m１種 高度地区

大学用途の建物は

建設は認められな

い

表 3-5　高度地区における建築物の高さ制限の考え方

このページの情報については 2015 年 4 月現在の情報である。

※上記凡例は「図 3-8　京都市都市計画図（用途地域・高度地区）」の色と対応する。



RITSUMEIKAN KYOTO Campus Master Plan 2015 Ver.1 037

【歴史的風土特別保存地区】（古都における歴史的

風土の保存に関する特別措置法 [古都保存法 ]）

　「古都」における「歴史的風土」の保存を目的

とした古都保存法に基づき、京都市において歴史

的風土特別保存地区が指定され、この地区内にお

いては、農林漁業用の小規模な建築物や地下に設

ける建築物などを除いて建築物等の新築や宅地の

造成、木竹の伐採、土石の堆積等の現状変更行為

は原則として認められていない。図 3-7 の⑧第一

バイク置場の一部が本地区に指定されている。

【京都市風致地区】（都市計画法）

　都市の良好な自然的景観を維持することによっ

て、都市全体の美しさを保全し、併せて良好な生

活環境を保持していくことを目的として、風致地

区が定められ、新築・増改築などに際して、意匠・

色彩等の許可が必要で、かつ建築物の高さ制限が

設けられている。図 3-7 の①の敷地のほとんどが

「風致第５種」に指定されており、建築物の最高

高さは高度地区の指定よりさらに厳しい「１５ｍ

以下」と定められている。その他、「山ろく型建

造物修景地区」や「沿線型美観形成地区」に指定

されている。

【眺望空間保全区域】（京都市眺望景観創生条例）

　京都の優れた眺望景観を創出するとともに、こ

れらを将来の世代に敬称することを目的として

「京都市眺望景観創生条例」が定められている。

この条例に基づき、龍安寺近景デザイン保全地区

および鹿苑寺（金閣寺）近景デザイン保全地区に

属しており、高さ規制や屋外広告物の新基準、塔

屋の高さ算入などより厳しい条件となっている。

図 3-9　京都市都市計画図（風致地区等）

風致地区第１種地域

風致地区第２種地域

風致地区第３種地域

風致地区第５種地域 歴史的風土特別保存地区 御室・衣笠地区

風致地区 仁和寺・龍安寺周辺特別修景地域

沿道型美観形成地区 衣掛けの道地区

山ろく型建造物修景地区 北部地区

市街地景観協定地区

■風致地区 等

図 3-10　京都市都市計画図（眺望景観保全）

遠景デザイン保全区域近景デザイン保全区域

■眺望景観保全

3.1  京都キャンパスの現状

地域の種別 高さ 建ぺい率

風致地区第1種地域 8ｍ以下 20%以下

風致地区第2種地域 10ｍ以下 30%以下

風致地区第3種地域 10ｍ以下 40%以下

風致地区第4種地域 12ｍ以下 40%以下

風致地区第5種地域 15ｍ以下 40%以下

15 ｍ

10 ｍ

10 ｍ

8 ｍ

大学用途の建物は原則地上

への建設は認められない

表 3-6　風致地区における建築物の高さ、建ぺい率の基準

※図中の数字は地域種別に応じた建築物の最高高さの基準である。

このページの情報については 2015 年 4 月現在の情報である。

【土砂災害防止法による区域の指定】（土砂災害警

戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関す

る法律／京都府）

　土砂災害のおそれのある区域や建築物に危害が

生じ、住民に著しい危害が生じるおそれのある区

域を明らかにし、危険の周知、警戒避難体制の整

備等のソフト対策を推進するものである。本区域

に柊野グラウンドが指定されている。また、衣笠

キャンパス、西園寺記念館、原谷グラウンドの一

部の敷地についても基礎調査が実施され、今後手

続きを経て区域指定を行う見込みである。
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　衣笠キャンパスには、建物竣工以降に策定された高度地区や風致地区の高さ規制の基準を満たしてい

ない既存不適格建物が存在する。これら対象建物の建て替え時には、現行の高さ規制（15 ｍ又は 12 ｍ）

が適用されるため、既存の建物高さより低くする必要がある。表 3-8 においては、衣笠キャンパス内の

施設の耐震状況が確認できる。耐震対策は安全・安心への対応として年次計画的に進められ、2015 年 4

月現在において耐震補強が未完了建物は現図書館と学生会館の 2棟である。

3.1.6

衣笠キャンパスの施設概要

図3-12　既存建物における建物高さの状況（2015年4月時点の情報）
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創思館

歴史都市
防災研究所

東第二駐輪場

興
学
館

存心館

恒心館

教職員会館

敬学館

以学館

学而館 図書館

尚学館
有心館

第一バイク置場

諒友館

アート・リサーチ
センター

ランゲージセンター

至徳館

啓明館

尽心館

研心館

オーディオ
ビジュアルラボ

洋洋館

清心館
修学館

育友館

充光館

明学館 志学館

平井嘉一郎記念

図書館

(建設中）

末川記念会館

末川記念会館

アカデメイア

立命21

宮敷駐車場

北側駐輪場

究論館

上柳会議室

アトリエ棟

京都衣笠
体育館

東第三駐輪場

東門

駐輪場

旧聖ヨゼフ修道院

京都市交通局
衣笠操車場

旧堂本別邸

1971 年（昭和 46 年）以前の建築

1981 年（昭和 56 年）以前の建築

1991 年（平成 3 年）以前の建築

2001 年（平成 13 年）以前の建築

2001 年（平成 13 年）以降の建築

以学館

学生会館

学而館 図書館

恒心館

創思館

歴史都市
防災研究所

東第二駐輪場

興
学
館

存心館

教職員会館

敬学館

尚学館
有心館

第一バイク置場

諒友館

アート・リサーチ
センター

ランゲージセンター

至徳館

啓明館

尽心館

研心館

オーディオ
ビジュアルラボ

洋洋館

清心館
修学館

育友館

充光館

明学館 志学館

平井嘉一郎記念

図書館

(建設中）

末川記念会館

末川記念会館

宮敷駐車場

北側駐輪場

究論館

上柳会議室

アトリエ棟

京都衣笠
体育館

東第三駐輪場

東門

駐輪場

旧聖ヨゼフ修道院

京都市交通局
衣笠操車場

旧堂本別邸

アカデメイア
立命21

30m以内

20m以内

15m以内

12m以内

10m以内

図 3-11　既存建物における築年数の状況（2015 年 4 月時点の情報）
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延床面積場所・名称

2,302

構造

RC

建築面積

589

階数・高さ

4F/-・
17.2m

939 RC545 2F/-・
11.1m

15,110 RC4,104 4F/1F・
22m

362 185

6,899 1,432

11,944 2,193

6,899 RC1,432 5F/-・
22.1m

3,188 RC983 4F/-・
19.2m

7,779 RC2,331 5F/1F・
25.1m

4,640 SRC2,701 2F/-・
21.1m

7,003 RC1,474 4F/1F・
25.1m

7,583 RC1,603 5F/1F・
23m

3,151 RC904 4F/1F・
15.1m

4,993 RC1,626 5F/1F・
16.9m

7,669 RC1,633 4F/1F・
18.1m

6,141 SRC1,326 4F/1F・
14.8m

4,364 RC1,020 4F/1F・
14.8m

9,957 SRC2,440 4F/1F・
16.5m

2,569 SRC821 3F/1F・
9.0m

9,250 SRC1,408 6F/1F・
20m

2,141 RC467 4F/1F・
19m

4,202 RC743 5F/1F・
18.4m

5,223 SRC1,226 4F/1F ・
18.3m

1,258 S435 2F/1F・
10.0m

5,018 RC1447 4F/-・
15m

3,445 S1142 3F/1F・
13.8m

504 S178 2F/1F・
9.3m

9,409 SRC2,321 1F/3F・
15m

6,492 RC2,024 4F/1F・
16m

1,370 RC493 2F/1F・
8.2m

6,444 S2,144 2F/1F・
10.0m

育友館

京都衣笠体育館

究論館

アカデメイア
立命21

歴史都市防災
研究所

敬学館

尚学館

尽心館

明学館

アートリサー
チセンター

創思館

充光館

清心館

至徳館

研心館

存心館

末川記念会館

洋洋館

図書館

第一体育館

学而館

学生会館

志学館

諒友館

有心館

興学館

以学館

恒心館

修学館

啓明館

西園寺記念館

中川会館

衣
笠

氷
室

朱
雀

※上表は2015年度時点の情報を示す。
※平井嘉一郎記念図書館は建設中。

3,717 RC1,298 3F/-・
12m

5,380 RC/
SRC

1,568 3F/1F・
13.2m

27,130 SRC3,955 7F/1F・
30.8m

RC 5F/1F・
17.3m
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耐震補強▶

耐震補強▶

耐震補強▶

耐震補強▶

耐震補強▶

耐震補強▶

耐震補強▶

耐震補強▶

耐震補強▶

耐震補強▶

耐震補強▶

耐震補強▶

耐震補強▶

※未耐震

※2016年度中
　解体予定

竣工年

旧耐震基準建物
新耐震基準および耐震補強済み建物

or
or
or

00～30 年
30～50 年
50～70 年

新
耐
震

基
準
(19
81
)

築50年

築50年

築49年

築12年

築49年

築48年

築45年

築42年

築41年

築39年

築38年

築36年

築36年

築34年

築32年

築27年

築27年

築26年

築25年

築23年

築16年

築14年

築11年

築9年

築8年

築7年

築3年

築1年

築27年

築9年

築54年

築52年

※ランゲージセンターは修学館の増築

3.1  京都キャンパスの現状

表 3-8　京都キャンパス内主要建築物の施設概要表と築年数・耐震性能に関するグラフ

◎ 1970 年　京都市風致地区条例施行

◎ 1972 年　京都市市街地景観条例施行

◎ 1973 年　都市計画法に基づく高度地区施行

◎ 1996 年　新しい用途地域制の適用

◎ 2006 年　改正建築基準法

◎ 2007 年　新景観政策、京都市眺望景観創生条例施行
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　立命館大学では、これまでも

新たな教学展開、過ごしやすい

キャンパス創造に向けたキャン

パス整備を進めている。

3.2.1

これまでのキャンパス整備

3.2 　これまでのキャンパス整備の取り組み

　大規模・固定座席の教室だけ

でなく、中規模、小規模教室や

PBL 型授業に対応可能な教室の

需要に合わせ、教学展開ととも

に、整備を進めている。

②教学改革、授業スタイルの多

様化に対応する教室整備

　ぴあら、学部ラウンジ、コモ

ンズなど、学生の自主的な学び

や研究、活動を行える環境の整

備を進めている。

⑤多様な学びの場や居場所

　づくり

　女子学生、女性教職員の増加

により、安全・安心に加えてア

メニティの充実に配慮した整備

を進めている。近年新棟建設時

には快適性を求めた整備に取り

組み、よりキャンパス全体の

QOL 向上につながるよう配慮し

ている。

⑥ QOL の向上

④教員数増への対応

　新学部の設置に合わせ、教室

や食堂など学生数の増加に対応

した整備を進めている。

③学生数増への対応

　学部新設、教学展開などに伴

う、教員数の増加に対応した整

備を進めている。

①立命館大学の学びのシステム

を支える整備

　学習者が中心となる教育を

－学びのコミュニティの創造

－、学生同士で学びあうシス

テム、学習者の視点から教育

力 強 化 を 推 進（FD：Faculty 

Development）などの教学シス

テムを支える施設整備を進めて

いる。

⑨近隣への配慮

　衣笠キャンパスでは、近隣の

良好な住環境を維持できるよ

う、通学経路の指定等に取り組

んでいる。

　衣笠キャンパスでは、安心・

安全のため、耐震改修を優先的

に実施し、おおむね整備を終了

している。未耐震建物は２棟で

あり、現図書館は平井嘉一朗記

念図書館（新棟 B）建設後解体

が決定しており、学生会館が未

耐震建物として残っている。

⑧耐震対策

　防犯対策として、警備員の配

置、見通しの確保、キャンパス

内へ防犯カメラの設置やトイレ

の改善を進めている。また、キャ

ンパス全面禁煙にも取り組んで

いる。バリアフリー対策として、

スロープや昇降機の設置、多目

的トイレの設置を進めている。

⑦安全・安心への対策



RITSUMEIKAN KYOTO Campus Master Plan 2015 Ver.1 041

3.2　これまでのキャンパス整備の取り組み

　これまで、キャンパス全体の整備計画の検討を行ってきている。現在、アカデミックプランや経営戦

略、建築の専門的検討などに基づき、2011 年度に提示した「キャンパス計画」をベースに整備内容の

優先順位を設定し、R2020 の既存キャンパス整備を進めており、キャンパスマスタープランの検討作業

も継続して進めている。

⑩ R2020 前半期のキャンパス計画

[ 跡地利用の検討状況 ]

　学生会館：新棟を建設（用途は未定・要検討）

　現図書館：広場化（地下活用は検討が必要）

　学而館　：広場化（解体時期、地下活用は未検討）

【２０１１年度時点の検討状況】

・未耐震建物は今後解体する

　→対象建物：学生会館、現図書館

・その他将来解体が計画されている建物

　→学而館

2

衣笠キャンパスの将来の方向性

□ 将来への持続性
床面積確保のため北側へのボリウムシフト
斜面地の活用

（容積減を最小化、平均地盤面への配慮）
建替えスペースの確保
車動線をキャンパス外周へ
駐輪場を敷地外で、別途確保
正門再整備、東門周りの改善

□ 衣笠らしさ
わかりやすいオープンスペース （中庭、軸）
京都らしい街並み （大小路地、辻、小規模建物）
塀のないキャンパス、 周辺地域と行き来

□ 顔づくり
きぬかけの道に開く、観光客を導く
交流の場づくり （枠超え、学びのコミュニティへ）

□ 衣笠山の借景
緑への敬意 （地域と共有）
勾配屋根の建物群と緑 （伝統とエコ）

キャンパス～周辺地域へと連続

□ 安心･安全
学内はもとより地域の防災拠点としての役割を果す

衣笠キャンパスの将来の方向性

□ 将来への持続性
床面積確保のため北側へのボリウムシフト
斜面地の活用

（容積減を最小化、平均地盤面への配慮）
建替えスペースの確保
車動線をキャンパス外周へ
駐輪場を敷地外で、別途確保
正門再整備、東門周りの改善

□ 衣笠らしさ
わかりやすいオープンスペース （中庭、軸）
京都らしい街並み （大小路地、辻、小規模建物）
塀のないキャンパス、 周辺地域と行き来

□ 顔づくり
きぬかけの道に開く、観光客を導く
交流の場づくり （枠超え、学びのコミュニティへ）

□ 衣笠山の借景
緑への敬意 （地域と共有）
勾配屋根の建物群と緑 （伝統とエコ）

キャンパス～周辺地域へと連続

□ 安心･安全
学内はもとより地域の防災拠点としての役割を果す

キャンパス内の現状課題

＜骨格構成・動線＞

・西側に偏る人のバランス

・キャンパス内の見通し

・人車動線、駐輪場の改善

・周辺に配慮した出入口改善

・キャンパス周辺からの見え

・景観との調和（衣笠山）

＜骨格構成・動線＞

・西側に偏る人のバランス

・キャンパス内の見通し

・人車動線、駐輪場の改善

・周辺に配慮した出入口改善

・キャンパス周辺からの見え

・景観との調和（衣笠山）

＜学生生活・アメニティ＞

・飲食・健康・レクリエーション環境

・駐輪場配置、歩車分離、正門再

整備と東門周り等のアクセス改善

・学部を超えた居場所作り

（自習、憩い、集いの場）

・全体アメニティ向上

＜学生生活・アメニティ＞

・飲食・健康・レクリエーション環境

・駐輪場配置、歩車分離、正門再

整備と東門周り等のアクセス改善

・学部を超えた居場所作り

（自習、憩い、集いの場）

・全体アメニティ向上

＜施設機能＞

・教室の拡充

（稼働率、規模・配置適正化）

・教員研究室の増室

・学習図書館構想の早期実現

・教学改革対応

・課外自主活動設備の充実

＜施設機能＞

・教室の拡充

（稼働率、規模・配置適正化）

・教員研究室の増室

・学習図書館構想の早期実現

・教学改革対応

・課外自主活動設備の充実

１． 衣笠キャンパス（ＫＩＣ）の課題と整備方向

半地下空間の工夫 （明るい昇り庭）現キャンパスから見通す衣笠山（現状）

等持院

衣笠山

きぬかけの道
に開く

北側への
ボリウムシフト

南側は 将来低層化

外周 車動線

人の主動線（東西軸）

人
の

主
動
線

（
南

北
軸

）

東
側
は
将
来
低
層
化

周辺地域との調和、
アクセスが課題

周辺地域との調和、
アクセスが課題

東門の
アクセス改善

正門の再整備

山並みと調和する勾配屋根の建物群の例

キャンパス周辺環境からの課題

・北側に「きぬかけの道」が走るが、その存在を感じにくい

・衣笠山の麓に位置し、敷地が南に傾斜する（北斜面）

・周辺地区との間で、学生のアクセスに課題あり

5

アライバル

ポイント

アライバル

ポイント

アライバル

ポイント

等持院からの衣笠山の借景に配慮

■ 既存樹を継承したキャンパスモール(大路）

京都・衣笠Ｃ

「継承」
豊かな既存樹を緑の骨格として継承しつつ、歴史ある衣笠山との関係を顕在化させることにより、
これまで培われてきた歴史風土を継承するキャンパスを目指します。

◆衣笠山との緑の連続性
◆衣笠Cの歴史とともに生育してきた既存樹木のシンボライズ、人とのかかわりづくり

：緑のにじみだし

：オープンスペース

■豊かな緑を印象づける

グリーンプロムナード（大路）

：環境軸 ＝緑のネットワーク
＝眺望の確保
＝人の流れ

：コモン

ダイアグラム凡例

（小路）

（小路）

（小路）

（小路）

コモン配置はイメージです（今後要詳細検討）

（小路）

：レストラン

図 3-13　2011 年度のキャンパス計画検討資料
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　R2020 のアカデミックプラン

とあわせ既存キャンパスの整備

方針が学内外に対して明確に提

示された。右記の内容は R2020

前半期の主な整備計画を示す。

今後はキャンパス整備の方針を

学内外へ広く打ち出すことによ

り、学生、教職員の満足度につ

なげ、国内外からの優秀な学生

や研究者の獲得、学園の発展に

貢献することがますます重要と

なる。

3.2.2　

R2020 前 半 期（2011-2015）

の既存キャンパス整備計画

学生会館

創思館

歴史都市
防災研究所

東第二駐輪場

興
学
館

存心館

恒心館

教職
員会館

敬学館

以学館

学而館 図書館

尚学館
有心館

第一バイク置場

諒友館

アート・リサーチ
センター

ランゲージセンター

至徳館

啓明館

尽心館

研心館

オーディオ
ビジュアルラボ

洋洋館

清心館
修学館

育友館

充光館

明学館 志学館

平井嘉一郎
記念図書館
[建設中] 末川記念会館

末川記念会館

アカデメイア

立命21

宮敷駐車場

北側駐輪場

究論館

上柳会議室

アトリエ棟

京都衣笠
体育館

西園寺記念館

東第三駐輪場

東門

駐輪場

旧聖ヨゼフ修道院

京都市交通局
衣笠操車場

旧堂本別邸

憩いの
広場

図 3-14　R2020 前半期の既存キャンパス整備対象建物配置図

衣笠キャンパスは、歴史と文化の都市・京都から世界へ発信する伝統と創生の

人文社系キャンパスを、びわこ・くさつキャンパスは、世界水準の教育・研究、

知見、技術を創出し、世界・地域へ発信するイノベイティブ・キャンパスをめ

ざします。 それぞれのキャンパスで教室スペースの拡充、学部・研究科の教

学改革への対応、教員研究室の増室、課外活動設備の充実、飲食やアクセス条

件など、キャンパスの質的アメニティ向上をすすめます。

①衣笠キャンパスの主要な再整備計画

1、新しい学習図書館を建設。 

2、学部基本施設の整備。 

3、学生会館の整備。 

4、近隣地に国際教育寮を建設。 

②びわこ・くさつキャンパスの主要な再整備計画

1、理工学分野施設の拡充。 

2、体育施設の拡充。 

3、近隣地に国際教育寮を建設。 

4、キャンパス緑地の再生を計画的に継続。

R2020 基本目標の達成に向けた立命館大学の前半期 (2011-2015)

の主な整備目標

既存キャンパスの整備

新キャンパスの開設に向けて

大阪いばらきキャンパスの 2015 年開設をめざします。社会・地域・人間の現

在と未来の課題にこたえる諸科学の教育研究キャンパスをめざします。

①経営学部、経営学研究科、政策科学部・政策科学研究科の新キャンパスにお

ける新展開。

②研究所・研究センターと大学院の一体的拠点の形成。

③大阪・梅田の大阪キャンパスも活用した社会人・大学院教育の新たしい取り

くみの展開。

④国・地方自治体・地域・産業との連携による施設・スペースを活用、立命館

の研究と社会連携のフロントライン機能の実現。

⑤立命館大学と世界をつなぐ海外大学オフィスなどの誘致。

⑥地域と連携・調和したキャンパスづくり。

■原谷グラウンド第３尚友館

竣工年月：2012 年 11 月

■修学館耐震補強工事

2013 年 1 月終了

■小松原駐輪場整備

竣工開始年月：2014 年 3 月

供用開始年月：2014 年 4 月

■交通アクセス関連

市バス臨時便・新路線整備

写真 3-13　第３尚友館

「未来をつくる R2020 - 立命館学園の基本計画 -前半期 (2011 年度から 2015 年度 )の計画要綱　補正版」より
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■京都衣笠体育館

主用途：体育館

（憩いの広場、駐輪場併設）

延べ面積：9,409.49 ㎡

階数：地上 2階 /地下 2階

竣工年月：第 1期 2012 年 11 月、第 2期 2013 年 9 月

供用開始年月：第 1期 2013 年 2 月 ､ 第 2 期 2013 年 9 月

■平井嘉一郎記念図書館

主用途：図書館（1F にカフェ設置検討中）

延べ面積：14,585.27 ㎡

階数：地上 3階 /地下 2階

着工年月：2014 年 1 月

　　　　　（2013 年 9 月より旧体育館解体開始）

竣工年月：2015 年 12 月

供用開始年月：2016 年 4 月

■究論館

主用途：大学院共同研究室、リサーチコモンズ

延べ面積：3716.93 ㎡

階数：地上 3階

着工年月：2014 年 4 月

竣工年月：2015 年 2 月

供用開始年月：2015 年 4 月

■インターナショナルハウス大将軍

主用途：国際寮

       （一部セミナー、研究者滞在用スペースあり）

延べ面積：5,417.82 ㎡

階数：地上 4階　　　　　　

寮室数：190 室

ドミトリールーム（短期宿泊室、4人部屋）数：12 室

ゲストルーム（研究者用居室）数：5室

竣工年月：2015 年 8 月

供用開始年月：2015 年 9 月

3.2　これまでのキャンパス整備の取り組み

※平井嘉一郎記念図書館の上記内容は 2015 年 4 月時点のものである。建設計画、

竣工時期などは打合せにより変更されることがある。

図 3-16　平井嘉一郎記念図書館外観イメージパース

写真 3-15　憩いの広場

写真 3-16　究論館北西面外観

図 3-15　インターナショナルハウス大将軍外観イメージパース

写真 3-17　究論館内観

写真 3-14　京都衣笠体育館東側外観

chapter 3



chapter 3
京都キャンパスの現状と課題

RITSUMEIKAN KYOTO Campus Master Plan 2015 Ver.1044

3.3   京都キャンパスの現状と課題

　1981 年の衣笠キャンパス一

拠点化から四半世紀が経過し、

施設の老朽化や耐震補強等の施

設整備の必要性、さらには女子

学生の増加や国際化への対応、

身障者等のアクセシビリティ向

上などの課題も抱えている。

　衣笠キャンパス再整備計画に

おいては、京都衣笠体育館、究

論館が竣工し、平井嘉一郎記念

図書館の整備が進んでいる。今

後は現図書館の解体跡地におけ

る再整備計画の検討をはじめ、

教育・研究環境を維持・向上さ

せながらキャンパスの再整備を

進めることが重要となる。建ぺ

い率が上限を向かえ、建物高さ

などの法的規制が厳しい衣笠

キャンパスの再整備において

は、計画的に整備を進めること

が極めて重要であり、教学条件

の改善に向け現在順次整備を進

めている。右図は施設整備関連

において、全学的かつ優先的に

検討すべき課題について記載し

ている。年次的な維持修繕等課

題については記載していない。

これらの多くの課題を個別に検

討するのではなく、共有・調整

しながら衣笠キャンパス全体最

適を目指した再整備計画の検討

を進めることが必要である。

3.3.1

衣笠キャンパスの現状と課題
施設整備の検討状況

（西園寺記念館、究論館、アカデメイ

ア立命 21、歴史都市防災センターな

どその他キャンパス周辺施設を含む）

学生会館

創思館

歴史都市
防災研究所

東第二駐輪場

興
学
館

存心館

恒心館

教職員
会館

敬学館

以学館

学而館 図書館

尚学館
有心館

第一バイク置場

諒友館

アート・リサーチ
センター

ランゲージ
センター

至徳館

啓明館

尽心館

研心館

オーディオ
ビジュアルラボ

洋洋館

清心館
修学館

育友館

充光館

明学館 志学館

平井嘉一郎
記念図書館
(建設中）

末川記念会館

末川記念会館

アカデメイア

立命21

宮敷駐車場

北側駐輪場

究論館

上柳会議室

アトリエ棟

京都衣笠
体育館

西園寺記念館

東第三駐輪場

東門

駐輪場
旧聖ヨゼフ修道院

京都市交通局
衣笠操車場

旧堂本別邸

西側広場

憩いの広場

中央広場

(ア)

(ア)

(ア)

(イ)

(ウ)

(ウ)

(ウ)

(エ)

(エ)

【駐輪場】
・正門周辺の再整備計画と連動
・究論館への動線確保

【現図書館】
・2016年1月より使用中止（予定）
・平井嘉一郎記念図書館建設により建ぺい率が
　上限を超えている為、機能移転後解体予定
・跡地を広場化・緑化の検討
・地下の活用の検討
・建蔽率上限に達しているため現図書館
　解体後でないと他整備に着手できない

【学生会館】
・未耐震建物のため、耐震もしくは解体必要
・将来的な新棟建設用地として活用検討
（2011年度キャンパス計画）

【末川記念会館】
・究論館への動線確保とバリアフリー対応

【洋洋館】
・OICへ政策科学部移転後の活用方法の検討
・2015年度は教室を暫定継続利用

【興学館】
・2013年度学生への備品貸出等の受付
　を旧第一体育館より移設

【充光館】
・2015年度映像学部教学改革
　に伴う施設使用状況の変化

【以学館】
・2016年度(予定)産業社会学部
　教学改革に伴う施設使用状況の変化

【恒心館】
・2017年度(予定)国際関係学部教学改革
　に伴う施設の使用状況の変化

・検討中の整備方針や進行中の整備内容
・衣笠キャンパス周辺の本学所有用地の活用
・現在構想されている今後の教学展開を考慮
・教学改革に伴う教室・教員研究室等の条件変化
（開講授業数・教室充足率・学部別利用教室など）
・法規、条令関係
・キャンパスにおいて目指すＱＯＬ
・既存不適格建物建替時の建物別床面積減少分確認

【今後の確認事項】

【アカデメイア立命21】
・教員研究室の見直し

【旧堂本別邸】（木造平屋建）
・既存施設を活かした教育・研究・地域交流
　施設としての活用方法の検討
・2023年までは周辺地域の環境と調和した文
　化・学術の研究、振興に供する用途としなけ
　ればならない（府有財産売買契約書第9条）

2015年度に政策科学部、政策科学研究科が
大阪いばらきキャンパス（ＯＩＣ）へ移転

【2016～2020年の学部構成（予定）】

[学部]

・法学部
・産業社会学部
・国際関係学部
・文学部
・映像学部

[研究科]

・法学研究科
・社会学研究科
・国際関係研究科
・文学研究科
・応用人間科学研究科
・言語教育情報研究科
・先端総合学術研究科
・映像研究科

【旧聖ヨゼフ修道院用地】
・活用方針の検討

【旧民家用地】
・正門周辺用地を活用し新棟建設等、活用方針
　の検討

【学而館】
・長期的な視点では西側広場と一体的に
　キャンパスモール化を構想
・学而館が解体されるまでのキャンパス
　モールの中心としての低層階の活用・
　動線の検討
・究論館建設に伴う共同研究室移転後の教学
　条件改善に向けた当面の活用について検討

【バスプール】
・京都市交通局へ用地貸与

【正門～中央広場】
・衣笠キャンパスの顔として
　の再整備計画検討

【清心館】
・2016年度(予定)文学部教学改革、2016年4月心理学専攻
　をベースにOICへ総合心理学部設置（予定）に伴い施設
　使用状況の変化
・内装改修予定（学部基本施設のうち近年未改修の為）

【啓明館】
・2019年度以降心理学関連施設移転後の活用
　方針の検討

【京都衣笠体育館、憩いの広場】
（地下トレーニングルーム含む）
・2013年度竣工

【究論館】
・大学院施設として2015年3月竣工
・学而館機能（院生施設）の移転
・アカデメイアへの動線確保

【西側広場】
・将来的に学而館、現図書館跡地と
　一体的な広場として再整備

【明学館】
・京都国連寄託図書館の平井嘉一郎記念図書館
　へ機能移転後の活用方法の検討

【修学館】
・教員研究室不足
　課題への対応

【平井嘉一郎記念図書館】
・現図書館機能の移転
・旧第一体育館解体（2013年9月より）
　完了
・2015年12月末竣工予定
・2016年4月開館予定

【西園寺記念館】
・衣笠セミナーハウスとして活用

【存心館】
・2016年(予定)法学部教学改革に伴う
　施設使用状況の変化
・内装改修予定
（学部基本施設のうち近年未改修の為）

R2020前半期既存キャンパス整備にて
整備が完了又は進行している建物

解体予定建物
跡地整備方針の検討を行う

(ア)

内装改修予定建物
計画的な改修計画の検討が必要

(イ)

建物の解体又は改修の方針や時期
の検討が必要な建物

(ウ)

【R2020既存キャンパス整備検討対象建物 凡例】

(エ)
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3.3   京都キャンパスの現状と課題

図 3-17　京都キャンパスの施設整備の検討状況
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【駐輪場】
・正門周辺の再整備計画と連動
・究論館への動線確保

【現図書館】
・2016年1月より使用中止（予定）
・平井嘉一郎記念図書館建設により建ぺい率が
　上限を超えている為、機能移転後解体予定
・跡地を広場化・緑化の検討
・地下の活用の検討
・建蔽率上限に達しているため現図書館
　解体後でないと他整備に着手できない

【学生会館】
・未耐震建物のため、耐震もしくは解体必要
・将来的な新棟建設用地として活用検討
（2011年度キャンパス計画）

【末川記念会館】
・究論館への動線確保とバリアフリー対応

【洋洋館】
・OICへ政策科学部移転後の活用方法の検討
・2015年度は教室を暫定継続利用

【興学館】
・2013年度学生への備品貸出等の受付
　を旧第一体育館より移設

【充光館】
・2015年度映像学部教学改革
　に伴う施設使用状況の変化

【以学館】
・2016年度(予定)産業社会学部
　教学改革に伴う施設使用状況の変化

【恒心館】
・2017年度(予定)国際関係学部教学改革
　に伴う施設の使用状況の変化

・検討中の整備方針や進行中の整備内容
・衣笠キャンパス周辺の本学所有用地の活用
・現在構想されている今後の教学展開を考慮
・教学改革に伴う教室・教員研究室等の条件変化
（開講授業数・教室充足率・学部別利用教室など）
・法規、条令関係
・キャンパスにおいて目指すＱＯＬ
・既存不適格建物建替時の建物別床面積減少分確認

【今後の確認事項】

【アカデメイア立命21】
・教員研究室の見直し

【旧堂本別邸】（木造平屋建）
・既存施設を活かした教育・研究・地域交流
　施設としての活用方法の検討
・2023年までは周辺地域の環境と調和した文
　化・学術の研究、振興に供する用途としなけ
　ればならない（府有財産売買契約書第9条）

2015年度に政策科学部、政策科学研究科が
大阪いばらきキャンパス（ＯＩＣ）へ移転

【2016～2020年の学部構成（予定）】

[学部]

・法学部
・産業社会学部
・国際関係学部
・文学部
・映像学部

[研究科]

・法学研究科
・社会学研究科
・国際関係研究科
・文学研究科
・応用人間科学研究科
・言語教育情報研究科
・先端総合学術研究科
・映像研究科

【旧聖ヨゼフ修道院用地】
・活用方針の検討

【旧民家用地】
・正門周辺用地を活用し新棟建設等、活用方針
　の検討

【学而館】
・長期的な視点では西側広場と一体的に
　キャンパスモール化を構想
・学而館が解体されるまでのキャンパス
　モールの中心としての低層階の活用・
　動線の検討
・究論館建設に伴う共同研究室移転後の教学
　条件改善に向けた当面の活用について検討

【バスプール】
・京都市交通局へ用地貸与

【正門～中央広場】
・衣笠キャンパスの顔として
　の再整備計画検討

【清心館】
・2016年度(予定)文学部教学改革、2016年4月心理学専攻
　をベースにOICへ総合心理学部設置（予定）に伴い施設
　使用状況の変化
・内装改修予定（学部基本施設のうち近年未改修の為）

【啓明館】
・2019年度以降心理学関連施設移転後の活用
　方針の検討

【京都衣笠体育館、憩いの広場】
（地下トレーニングルーム含む）
・2013年度竣工

【究論館】
・大学院施設として2015年3月竣工
・学而館機能（院生施設）の移転
・アカデメイアへの動線確保

【西側広場】
・将来的に学而館、現図書館跡地と
　一体的な広場として再整備

【明学館】
・京都国連寄託図書館の平井嘉一郎記念図書館
　へ機能移転後の活用方法の検討

【修学館】
・教員研究室不足
　課題への対応

【平井嘉一郎記念図書館】
・現図書館機能の移転
・旧第一体育館解体（2013年9月より）
　完了
・2015年12月末竣工予定
・2016年4月開館予定

【西園寺記念館】
・衣笠セミナーハウスとして活用

【存心館】
・2016年(予定)法学部教学改革に伴う
　施設使用状況の変化
・内装改修予定
（学部基本施設のうち近年未改修の為）

R2020前半期既存キャンパス整備にて
整備が完了又は進行している建物

解体予定建物
跡地整備方針の検討を行う

(ア)

内装改修予定建物
計画的な改修計画の検討が必要

(イ)

建物の解体又は改修の方針や時期
の検討が必要な建物

(ウ)

【R2020既存キャンパス整備検討対象建物 凡例】

(エ)
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3.3.2 　

朱雀キャンパスの現状と課題

図3-18　京都市都市計画図

　京都・朱雀キャンパスは京都市内、二条駅の最

寄りという立地特性を活かし、周辺地域との連携

向上を図る。また、平安京時代からの京都の中心

部である朱雀大路上に位置しており、衣笠キャン

パス同様、歴史的・文化的コンテクストを踏まえ

たキャンパス計画を行うことが望ましい。

　朱雀キャンパスの建物としては中川会館と防災

倉庫のみであり、法科大学院や公共政策大学院な

どの教育・研究施設機能と法人本部機能などが主

要な用途となっている。2015 年 4 月には経営管

理研究科が大阪いばらきキャンパスに展開した。

これらを踏まえ、既存機能や立地特性を活かした

施設の有効活用と他キャンパスとの連携について

検討することが重要である。

■京都朱雀キャンパス

・商業地域 ・遠景および近景デザイン保全区域　・沿道型美観形成地区

写真 3-18　竣工当初の朱雀キャンパスの航空写真
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3.3   京都キャンパスの現状と課題

図 3-19　朱雀キャンパスの機能分布各階平面図

chapter 3



chapter 4
京都キャンパスの空間コンセプト

RITSUMEIKAN KYOTO Campus Master Plan 2015 Ver.1048

chapter 4

4.1 　衣笠キャンパスの空間コンセプト

4.2 　空間コンセプトに基づく基本的な考え方

4.3 　衣笠キャンパス空間構成の概要

　chapter 4 では、京都キャン

パスの特色を踏まえ、目指す

キャンパス像やキャンパス整備

の空間コンセプトを設定する。

本マスタープランでは、衣笠

キャンパスについて記述する。

京都キャンパスの空間コンセプト
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4.1　 衣笠キャンパスの空間コンセプト

4.1　 衣笠キャンパスの空間コンセプト

　キャンパス周辺の町並みとの調和や衣笠山への景観の連続性など、歴史文化都市・京都に立地する

大学としての役割を意識した整備を行う。

１、京都・衣笠キャンパス周辺の歴史・文化的コンテクストを踏まえたキャンパス計画

　京都・衣笠キャンパスは世界遺産・京都という立地特性を活かし、歴史的・文化的コンテクストを踏

まえたキャンパス計画を行う。2013年には京都キャンパスのコンセプトの提案を行った。今後は、フレー

ムワークプランの検討を進め、整備方針の方向性を検討しながら、コンセプトを定めていく。

＋ ＝

主要動線（都市構造・大路） 細い生活動線（京都碁盤の目・小路） 衣笠キャンパス

＋

アプローチ・まちとの接点（広場）

２、キャンパスモールとグリーンプロムナードの主軸ときぬかけの道を活かした基本骨格

歴史と文化の都市・京都から世界へ発信する伝統と創生の人文社系キャンパス

３、個の集合体としての力を発揮し、地域にも開かれたキャンパスづくり

　衣笠キャンパスは、敷地が住宅街に点在しており、複数の敷地の集合体として成り立っている。また、

学部基本棟を核とした多核心型建物配置となっている。この様子は、古来知の集積地であった寺院群、

例えば大徳寺や妙心寺などの本山において、塔頭が建ち並び、個の集合体としての存在感を作り出し

ながら、街にも開かれた空間を提供している様子にもなぞらえることが出来る。複数の敷地・建物が

それぞれの個性を保持しつつ、かつ連携し、個の集合体として総合的な力を発揮するようなキャンパ

ス整備を図り、地域にとっても開かれた知の集積地を継続的に形成して行くことを目指す。

　東西軸のキャンパスモールと南北軸のグリーンプロムナードを主軸とし、これにきぬかけの道を活

かした三角形の軸を骨格とし、これにグリッド状の動線を重合した空間構成を基本とする。３軸の交

点となる正門・西門は、それぞれ鹿苑寺（金閣寺）・龍安寺へと連なる道の結節点であることを意識

して整備する。

（R2020 既存キャンパスの整備よりコンセプト引用）

図 4-1　コンセプトダイアグラム
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キャンパスの軸線の創出

・ 東西と南北の軸線をつくり、 わかりやすいキャンパス空間をつくる

・ 歩行者の主要動線は十分な幅員を確保する

・東側の小規模キャンパスとの構内動線をつくる

良好な景観形成 ・周辺と連続した緑の整備

・ 衣笠山や等持院と連続した樹木の保全と創出をはかる

・キャンパス内にボリュームある緑をつくる

・ 周辺の住宅地や寺院の環境や景観を守る観点から、 キャンパス南側の建物ボリュームを

将来的に一部低層とする必要がある （3.1.6 参照）。 同時にキャンパス建物について緑化

や屋根形状、 衣笠山への眺望などに配慮する

・軸線の結節点でありキャンパスの玄関口である正門を充実整備する

施設の機能向上と改善

・ 既存施設の有効活用を図る

・時代に応じたアカデミックプランやニーズに対応しやすい教学 ・研究施設をつくる

・ キャンパス内人口の過度の偏在を避ける点と南側の将来的な床面積減を視野に入れ、

建物床面積を将来的に北側へボリュームシフトすることを検討する。

屋外空間の整備、 各種コモンズ施設などの改善拡充を通じた

キャンパスのアメニティの向上

・ キャンパスの魅力や活力の向上のため、 学生や教職員、 地域の人々の心地よい居場所

（広場やコモンズなど） をキャンパスの軸線上につくる

衣笠キャンパスの空間コンセプトに基づく基本的な考え方

4.2　 空間コンセプトに基づく基本的な考え方
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4.2　 空間コンセプトに基づく基本的考え方

緑地イメージ

学部を超え、課外活動・地域に
開かれたパブリックスペース ( 案 )

＜凡例＞

学部・研究科を軸とした
学内向けのパブリックスペース ( 案 )

きぬ
かけ
の路

キャンパスモール

グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

4.3　 衣笠キャンパス空間構成の概要

図 4-2　衣笠キャンパスの空間構成イメージ

　かつての衣笠キャンパスは広場を中心とした空間構成であったが、教学展開のために広場に学舎棟が

建設され、空間構造が変化した。そこで、新たなマスタープランにおいては、狭隘化の解消を目指しな

がら、広場型から軸線型への再編を試みようとしている。京都のグリッド型・大路／小路・みち空間といっ

たアーバンファブリックを引用し、東西軸には新たにキャンパスモールを、また南北軸にはグリーンプ

ロムナードを配し、それらと緑の小路を直交させ、周辺のまちへ連続するような景観づくりを意図して

いる。さらに、これらの 2 軸に加えて、仁和寺・龍安寺から鹿苑寺（金閣寺）方面に至る「きぬかけの路」

を従来のように背面道路のような扱いではなく、歴史回廊として捉え、キャンパスを開くように計画し

ている。

4.3　 衣笠キャンパス空間構成の概要
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chapter 5

5.1 　ゾーニング・建物配置

5.2 　交通

　　　5.2.1 　交通計画の考え方

　　　5.2.2 　2014 年度の検討状況

　　　5.2.3 　交通主要課題の抽出と検討の方向性

　　　5.2.4 　主要課題の改善に向けた具体的な選択肢 (案 )

5.3　 パブリックスペース

　　　5.3.1 　パブリックスペースとは

　　　5.3.2 　立命館大学におけるパブリックスペース

　　　　　　　の必要性

　　　5.3.3 　パブリックスペースにおける課題の抽出

　　　　　　　と検討の方向性

　　　5.3.4 　衣笠キャンパスとして大切にしたい

　　　　　　　パブリックスペースの考え方

　　　5.3.5 　衣笠キャンパスの特性から見た

　　　　　　　パブリックスペース配置の考え方

5.4 　キャンパスデザイン

　　　① 空間の質、　② 建物外観デザイン

　　　③ 屋根 ･庇デザイン、

　　　④ 建物高さ ･壁面線 ･建物ボリューム

　　　⑤ サイン計画、　⑥ ランドスケープデザイン

　　　⑦ 眺望・景観・借景

5.5 　緑地

　　　5.5.1 　衣笠キャンパスにおける緑地の現状

　　　5.5.2 　緑地整備の取り組み方針 　

5.6 　安全・安心

　　　5.6.1 　安全・安心の考え方

　　　5.6.2 　ユニバーサルデザイン・バリアフリーへの配慮

　　　5.6.3 　交通への配慮

　　　5.6.4 　施設の維持管理、老朽化への対応

　　　5.6.5 　防災・防犯への配慮

5.7 　環境配慮

　chapter 5 では、目指すキャ

ンパスの実現に向けて、検討・

配慮すべき内容を部門別にフ

レームワークプランとして示

す。フレームワークプランは、

概ね 15 ～ 30 年程度の中長期的

なキャンパス全体の整備方針に

基づく計画である。どのような

アカデミックプランにおいても

配慮すべき考え方や対応可能な

考え方について述べている。

部門別課題の把握と
フレームワークプランの検討

（西園寺記念館、究論館、アカデメイア立命 21、

歴史都市防災研究所などその他キャンパス周辺施設を含む）

衣笠キャンパス
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コモンズ ・ 居場所

人の流れ ・ 車の流れ（動線）

ゾーニング

オープンスペース

インフラストラクチャ

…
安全 ・ 防災
地域共生
環境負荷軽減
デザイン方針
アメニティー　など

自然 ・ 緑地

フレームワークプランの概要

1. ゾーニング・建物配置

①キャンパスの特性を活かしたゾーニング計画

②屋外のパブリックスペースによるキャンパス全体の緩やかな連繋

③建物ボリュームの再配置を考慮した土地の有効活用

2. 交通

①キャンパスゲートはゲート毎の位置づけに応じた空間づくりを検討

②キャンパスモール周辺は歩行者が安全・安心に移動、活動できる

　主要動線を整備する

③キャンパス外周部や建物間の細かな通路は補助動線として

　位置づけ整備する

④車両の主要なアクセス動線はキャンパス北側「きぬかけの路」

　からとする

⑤歩行者、自転車・バイク利用者の主要なアクセス動線は

　キャンパス東側、南側からとし、利便性に配慮する。

3. パブリックスペース

①キャンパスの骨格を活かす

②空間的な序列化を図る

③学びや活動・交流、衣笠らしさが見える空間づくり

4. キャンパスデザイン

　①空間の質

　②建物外観デザイン

　③屋根・庇デザイン

　④建物高さ・壁面線・建物ボリューム

　⑤サイン計画

　⑥ランドスケープデザイン

　⑦眺望・景観・借景　　　　　　　　

5. 緑地計画

①衣笠山への緑の連続性の確保

②京都の気候・環境に適した植栽計画

③賑わいと潤いある緑地空間の提供

④適切な維持管理

6. 安全・安心

　①ユニバーサルデザイン・バリアフリーへの配慮

　②交通への配慮

　③施設の維持管理、老朽化への対応

　④防災・防犯への配慮

7. 環境配慮

　立命館大学のフレームワークプランは、次の 7つの分野について示す。ゾーニング・建物配置、交通、

パブリックスペース（屋外のオープンスペースなど）は土地の有効活用の観点から方針を共有すること

が有効である。また、大学キャンパスが社会へ果たす役割として配慮が必要な分野として、安全・安心、

環境配慮の考え方を取り入れたキャンパスの検討を行う。さらには、大学のアイデンティティを創出す

るキャンパスデザインや緑地についても検討を行うことが大切である。

図 5-0　部門別方針が多層レイヤ状に構成されるイメージ

フレームワークプランの概要
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ゾーニング・建物配置の考え方

①キャンパスの特性を活かしたゾーニング計画

　その場所の持つ特性やキャンパスの普遍的な要素、主要な機能との関係を考慮し、学園の教学方針に

適合したゾーニング計画を行うことが望ましい。

5.1　ゾーニング・建物配置

　良好なキャンパス環境を長期的に維持するためには、法規的な条件や建築条件を踏まえ、持続可能な

ゾーニング・建物配置を検討する必要がある。そこで、次の 3つの整備方針に沿って検討を行う。

　衣笠キャンパスの骨格を決め

る「キャンパスモール（東西

軸）」、「グリーンプロムナード

（南北軸）」、「きぬかけの路」の

３つの主要軸を活かす。

　既存の細い動線を活かし、京

都のまちの「碁盤の目」のよう

な、わかりやすい建物配置や生

活動線を計画することが望まし

い。

　キャンパス全体が緩やかに連続するように、円滑なキャンパス内

移動が可能な動線計画を行うとともに、建物周りには、多様な交流

拠点となる広場・ポケットパークなどのパブリックスペースの整備

をはかることが望ましい。また、キャンパス全体の統一性を維持で

きるランドスケープ計画が肝要である。

②屋外のパブリックスペースによるキャンパス全体の緩やかな連繋

写真 5-1-1

活かしたい屋外のパブリックスペース

（中央ひろば）キャンパスを緩やかに

つなげるイメージ

　効率的な施設の利用を検討しながら、既存不適格建物の建て替え

時には、建物高さなどの規制を遵守し、低層化に伴うキャンパス全

体の建物ボリュームの再配置が必要である。また、 建物配置につい

ては、将来の歩道確保・拡幅を考慮するとともに、既存建物の高さ

や壁面線に配慮したデザイン計画が望ましい。

③建物ボリュームの再配置を考慮した土地の有効活用

　主要軸と細い動線で構成され

るキャンパスの特性を活かして

ゾーニングを検討をする。

キャンパス内移動（交通）については 5.2 にて述べる。

パブリックスペースの整備方針については、5.3 にて述べる。

図 5-1-1　活かすべきキャンパスの空間構造イメージ
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5.1 　ゾーニング・建物配置

N

アカデメイア立命21

歴史都市
防災研究所

究論館

堂本別邸

平井嘉一郎記念図書館

末川記念会館

アート
リサーチセンター

創思館

学生会館

充光館

存心館

図書館学而館

研心館

有心館

以学館

志学館
修学館

清心館

尽心館

敬学館

京都衣笠体育館

洋洋館

諒友館

恒心館

明学館 啓明館

尚学館

アトリエ棟 興学館

至徳館

育友館ランゲージ
センター

駐輪場

駐輪場

第一バイク置場

駐輪場

駐輪場駐輪場

大学の顔となる
「正門周辺ゾーン」

大学と地域を繋ぐ
「きぬかけの路沿線ゾーン」

新たな魅力を創出する
「西側ゾーン」

周辺の町並みと調和する
「キャンパス外周部」 学生・研究者の専門的な学びの拠点となる

「キャンパス中心ゾーン」

ミュージアム・ライブラリ・
アーカイブなどが集まる
「北側ゾーン」

大学の顔となる

「正門周辺ゾーン」

　立命館が景観保全や社会貢献に資す

る大学としての役割を果たす場とし

て、国内外から多くの観光客が訪れる

「きぬかけの路」の魅力アップに繋が

るよう整備をはかる。

　教室や研究室などが集まるキャンパ

スの中心ゾーンは、学部毎の充実を図

る。専門的な学びをサポートするため、

多様な学びの場や生活の質を向上させ

るパブリックスペース整備を合わせて

検討することが望ましい。

　大学の顔として相応しい雰囲気を感

じられるよう整備が必要である。多く

の人を受け入れるゾーンであるため、

広場や歩道を確保し、安全・安心に配

慮することが望ましい。単一の用途に

留まらず、大学や学部を超えた多様な

学び・交流・活動の場となるように十

分に検討を行う。

大学と地域を繋ぐ

「きぬかけの路沿線ゾーン」

ミュージアム・ライブラリ・アーカイ

ブ機能が集まる「北側ゾーン」

新たな魅力を創出する

　「西側ゾーン」　

専門的な学びの拠点となる

「キャンパス中心ゾーン」

　図書館やアートリサーチセンター

などのキャンパス内施設と国際平和

ミュージアムなどのキャンパス周辺施

設が連携しやすいよう検討する。施設

やスペースの連携利用を前提とした管

理・運営についても合わせて検討して

いくことが大切である。

　龍安寺方面から訪れる人に対しての

大学の西の顔として位置づけて整備・

活用方法を検討することが望ましい。

新たに整備された新衣笠体育館と交流

広場の特徴を活かし、スポーツ・健康

をサポートする分野との連携を検討す

る。

周辺の町並みと調和する

　「キャンパス外周部」　

　キャンパス外周部はキャンパス内か

ら見た裏としての整備ではなく、周辺

地域から見た表として、閑静な住宅街

と調和するように計画する。

　キャンパス全体を次の６つのゾーンに分けて土地利用など、目指すキャンパス像の実現に向けたゾー

ン毎の整備コンセプトの検討を進める。

図 5-1-2　キャンパスゾーニングイメージ
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5.2.1

交通計画の考え方

5.2 　交通

　衣笠キャンパスの交通計画を

考える上で、大切な視点を右記

に示す。これらの考え方を踏ま

え、交通計画では、「キャンパ

ス内における移動」と「キャン

パスへのアクセス」に分けて検

討を行う。また、具体的な整備

方針を検討する際は、キャンパ

ス全体の管理・運営面と合わせ

て検討を行うことが望ましい。

　キャンパス内における移動に

ついては、京都・衣笠キャンパ

スらしい快適な移動空間づくり

を目指し、「街路の利用形態」、

「キャンパス内における機能的

配置」、「キャンパス内滞留人口

分布」、「各門の入退出状況」な

どに配慮しながら検討を進め

る。キャンパスへのアクセスに

ついては、周辺地域の状況に配

慮しながら「学生の居住域」や

「通学ルート」、「公共交通網」

などを勘案して検討を進める。

　図 5-2-1 の交通の方針①～⑤

に示す内容は様々な条件をもと

に、交通計画の検討において、

キャンパス計画上大切にすべき

考え方を整理したものである。

これらをもとに、既存の敷地や

施設の条件を踏まえて、交通計

画の検討を行う必要がある。

0
5
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50 100(m)

　

　

等持院墓地

空間の連続性

安全な
歩行空間

京都市道183号衣笠宇多野線
「きぬかけの路」

既設駐輪場

＜凡例＞

既設バイク置場

既設駐車場

既設メインゲート

既設サブゲート

公共バス路線

補助動線（案）

キャンパスゲートは
ゲート毎の位置づけに応じた空間づくりを検討する

①  

・ゲート毎の位置づけや利用者の規模に応じた空間づくりを行う。
・ゲートまわりの見通しを確保し、安全・安心に配慮する。
・キャンパス内へわかりやすく誘導する空間づくりを行う。
・利用率・安全性に配慮し、ゲートの効果的な位置や数について見直す。

外来用

キャンパス外周部や建物間の細い通路は
補助動線として位置づけ整備する

③

・キャンパス外周部の駐輪場等の移設により、補助動線
　を確保する。
・キャンパス内を移動するサービス車両等の通行を想定
・緑地、歩道の整備
・緊急時の避難経路を確保

歩行者、自転車・バイク利用者の主要なアクセス動線は
キャンパス東側、南側からとし、利便性に配慮する

⑤

・駐輪場は地域の安全と利用者の利便性に配慮し、キャンパス内外に
　分散配置とする。
・キャンパス内の既存駐輪場、バイク置場の移転を検討する場合、
　キャンパス外に用地確保を検討する。
・キャンパス外では南東エリアに主要な駐輪場の整備を検討する。
・新たな歩行者動線として東西軸を整備。
・安全な歩行空間の確保。
・出入口付近は見通しを確保し、広場等を設ける。

等持院

新たな歩行者動線を整備

参

道

見通し／広い歩道／広場等の確保主要動線を整備

車両の主要なアクセス動線は
キャンパス北側「きぬかけの路」からとする

④

・車両は京都市道183号衣笠宇多野線（きぬかけの路）からの
　入構を基本とする。（近隣住宅街への配慮）
・バスのアクセス性、安全性を向上させる。
　⇒ 向上策：きぬかけの路からアクセスしやすい位置に
　　ロータリー・バスプールの集約化。（地下化の可能性含む）
　（バスプールのキャンパス外移転の可能性は継続的に検討）
・自転車駐輪場、バイク置場の移転により安全確保。

身障者用

身障者用

キャンパスモール周辺は
歩行者が安全・安心に移動、活動できる主要動線を整備する

②

・キャンパス中央部に東西の主要動線を整備する。
・サービス車両の通行を想定した補助動線や駐停車スペースを確保する。
・主要動線は見通しを確保し、わかりやすい動線計画を行う。
・広い歩道を確保し、日常の混雑時や緊急時の通行に配慮する。
・適度な滞留空間や広場を随所に設ける。
・空間の連続性を考慮した計画を行う。

【衣笠キャンパスの交通計画を考える上で大切な視点】

　●京都・衣笠キャンパスらしい、快適な移動空間づくり

　●安全・安心とともに、利便性に配慮

　●既存のキャンパス構造や公共交通を活かした取り組み

　●人や地域、環境にやさしい交通への誘導
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図 5-2-1　交通の方針

5.2 　交通
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既設駐輪場

＜凡例＞

既設バイク置場

既設駐車場

既設メインゲート

既設サブゲート

公共バス路線

補助動線（案）

キャンパスゲートは
ゲート毎の位置づけに応じた空間づくりを検討する

①  

・ゲート毎の位置づけや利用者の規模に応じた空間づくりを行う。
・ゲートまわりの見通しを確保し、安全・安心に配慮する。
・キャンパス内へわかりやすく誘導する空間づくりを行う。
・利用率・安全性に配慮し、ゲートの効果的な位置や数について見直す。

外来用

キャンパス外周部や建物間の細い通路は
補助動線として位置づけ整備する

③

・キャンパス外周部の駐輪場等の移設により、補助動線
　を確保する。
・キャンパス内を移動するサービス車両等の通行を想定
・緑地、歩道の整備
・緊急時の避難経路を確保

歩行者、自転車・バイク利用者の主要なアクセス動線は
キャンパス東側、南側からとし、利便性に配慮する

⑤

・駐輪場は地域の安全と利用者の利便性に配慮し、キャンパス内外に
　分散配置とする。
・キャンパス内の既存駐輪場、バイク置場の移転を検討する場合、
　キャンパス外に用地確保を検討する。
・キャンパス外では南東エリアに主要な駐輪場の整備を検討する。
・新たな歩行者動線として東西軸を整備。
・安全な歩行空間の確保。
・出入口付近は見通しを確保し、広場等を設ける。

等持院

新たな歩行者動線を整備

参

道

見通し／広い歩道／広場等の確保主要動線を整備

車両の主要なアクセス動線は
キャンパス北側「きぬかけの路」からとする

④

・車両は京都市道183号衣笠宇多野線（きぬかけの路）からの
　入構を基本とする。（近隣住宅街への配慮）
・バスのアクセス性、安全性を向上させる。
　⇒ 向上策：きぬかけの路からアクセスしやすい位置に
　　ロータリー・バスプールの集約化。（地下化の可能性含む）
　（バスプールのキャンパス外移転の可能性は継続的に検討）
・自転車駐輪場、バイク置場の移転により安全確保。

身障者用

身障者用

キャンパスモール周辺は
歩行者が安全・安心に移動、活動できる主要動線を整備する

②

・キャンパス中央部に東西の主要動線を整備する。
・サービス車両の通行を想定した補助動線や駐停車スペースを確保する。
・主要動線は見通しを確保し、わかりやすい動線計画を行う。
・広い歩道を確保し、日常の混雑時や緊急時の通行に配慮する。
・適度な滞留空間や広場を随所に設ける。
・空間の連続性を考慮した計画を行う。
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（ア）正門周辺の安全確保
正門周辺は交通拠点が集中し、歩行者や各種車両の通行量が多く、それら動線の交
差が集中し事故の危険性が高い。動線の機能性および安全性を確保しながら、正門
周辺としての空間の構築・整理が必要。

構内の学生が主に移動・滞在するエリアでは、限られた道路幅員にもかかわらず
サービス車両等の移動および駐停車の用途にも使用され、スムーズなキャンパス内
移動や余裕ある居場所空間の確保が難しい。円滑なキャンパス内移動と、屋外での
場所の快適性を向上をさせる空間整備の検討が必要。

（イ）キャンパスモール周辺の安全で心地よい
　　「歩行空間」と「屋外の居場所」の確保

主要な登校手段の一つである自転車等の駐輪場はキャンパス内外に点在し、状況に
より不便かつ非効率的な利用状態を示している。また周辺住宅街を自転車が多く通
行し、地域の交通安全確保が必然となる。安全かつ効率的なキャンパスアプローチ
を確保し、地域の安全に貢献する周辺対策が必要。

（ウ）地域（キャンパス周辺エリア）の安全確保

関連検討

関連検討

関連検討

⇒ キャンパスイメージについて／キャンパスゲートのあり方について

⇒ 屋外のパブリックスペースのあり方について

⇒行政や 地域、公共交通機関と、共に考える体制づくりについて

5.2.2　2014 年度の検討状況

　衣笠キャンパスにおいて、将来にわたり安全・安心で快適なキャンパスライフを送るための交通に関

する主要課題を抽出し、課題解決に向けた方策について検討を進めることが大切である。2014 年度に

は「2020 年までの京都キャンパスプラン策定部会」のもとに「パブリックスペース及び交通計画検討

作業グループ」を設置し、各部局の将来構想や課題認識を共有しながら、課題やその改善に向けた方策、

大切にすべき視点の抽出を行い、次のようにまとめた。

5.2.3

交通主要課題の抽出と検討

の方向

　衣笠キャンパスにおける交通

計画を考える上で大切な視点に

もとづき、当面優先的かつ重点

的に検討を行う必要のある課題

は、次の（ア）～（ウ）の３つ

である。現状の整備・運用状況

について再確認を行い、より安

全で安心かつ快適なキャンパス

のあり方について検討を行う。

0
5
10
20

50
100(m)

（イ）

（ア）
既設駐輪場

＜凡例＞

既設バイク置場

既設駐車場

既設メインゲート

既設サブゲート

公共バス路線

補助動線（案）

図 5-2-2　優先的・重点的検討対象エリア
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5.2.4

主要課題の改善に向けた具

体的な選択肢

　ここでは、（ア）～（ウ）の

課題解決に向けた方策を複数示

す。特に、（ア）の正門周辺の

安全確保については、歩行者と

車両の交差が少なくなるよう検

討する。（イ）のキャンパスモー

ル周辺の安全で心地よい「歩行

空間」と「屋外の居場所」の確

保については、動線整理と屋外

空間の利用形態に配慮して検討

する。（ウ）の地域（キャンパ

ス周辺エリア）の安全確保につ

いては、学生等の利便性を担保

しつつ地域の生活と安全・安心

に配慮する。

　具体的かつ優先的に取り組む

べき整備内容については、表

5-2-1 に示した具体的な選択肢

（案）をもとに、さらなる専門

的な視点からの条件整理を行

い、キャンパス全体のフレーム

ワークプランを踏まえ、具体的

なアクションプランに繋げてい

くものとする。

（ア） 正門周辺の安全確保

ポイント

ポイント

ポイント

（イ） キャンパスモール周辺の安全で心地よい「歩行空間」と「屋外の居場所」の確保

学生等の利便性とともに地域の生活と安全・安心について配慮する

動線整理と街路の利用形態に配慮した空間計画について検討する

歩行者と車両の交差が少なくなるよう検討する

A

A

B

B

C

B

A

E 門扉位置
・公共交通の利便性やキャンパス内外の
　安全性に配慮し、再整備の際には門扉
　設置位置の見直しを行う　★

C

D

自転車／バイク

バス

歩行者

サービス車両
／タクシー
／緊急車両
／観光バス

( ウ ) 地域（キャンパス周辺エリア）の安全確保

・歩行者を優先した歩行空間の設定　◆
・見通しがよく広い歩道を確保する　◆
・歩行空間の妨げにならないよう屋外の居場所を
　設ける　◆

・キャンパス運営・管理用のサービス車両等の通行
　を想定した補助動線を設定する　 ★

・建物間の移動がしやすいよう出入口や動線に配慮
　する　◆

・主要動線から外れた補助動線上に設ける　★
・運用規制の徹底・強化・見直し　◆
・身体障害者用駐車スペースは適切な場所に設ける◆

・細い住宅街の道の通行を少なくするよう
　駐輪場やバイク置場の位置を検討する　★

通学路

※ただし、緊急車両や身体障害者等が利用する車両は必要な場所まで入構できることを考慮する。

D ・見通しの確保　★
・安全な歩行空間の確保　★

きぬかけの路

・安全な歩行空間の確保　◆
・東西軸の創出　★　 

・キャンパス内一時駐停車スペースは
　主要動線から外れた人通りの少ない
　場所に設ける　◆

・運用規制の徹底・強化・見直し　◆

主要動線

補助動線

サービス車両等の
駐停車スペース
搬入口

D
・安全に避難できるよう広い歩道と一時避難スペース
　となる広場を設ける　◆

・緊急車両等が入構できるよう配慮する　◆

災害／緊急時の
動線

a. バスプールをキャンパス外へ移設　★
b. バスプール及びロータリーのキャン
　 パス内 集約化と運用の見直し　★

a. キャンパス外　★　
b. キャンパス内　◆

・駐輪場、バイク置場の移設・集約

《凡例》　★：キャンパス内及び対外的な調整・検討が必要　　◆：キャンパス内調整のみ

C

・まとまった駐輪場を複数確保する　★
　a. キャンパス外、b. キャンパス内

・移転の必要がある駐輪場・バイク置場はキャンパス外
　への移設を検討する　★

・通学路やキャンパスゲートとの関係に配慮する　★
・収容台数と前面道路の規模との関係に配慮する　★

駐輪場・
バイク置場

・人と車両の交差を少なくするよう配慮する　★
・人口集中を分散できるように駐輪場の位置等を
　検討する　★

・広い歩道と見通しの確保　◆

キャンパス
ゲート

（正門や東門
などの各ゲート）

検討の
方向性

具
体
的
な
選
択
肢

（案）

検討の
方向性

具
体
的
な
選
択
肢

（案）

検討の
方向性

具
体
的
な
選
択
肢

（案）

5.2 　交通

表 5-2-1　検討の方向性と具体的な選択肢（案）
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5.3 パブリックスペース

5.3.1

パブリックスペースとは

（１）パブリックスペースの

　　計画上の役割

　パブリックスペースが持つ計

画上の役割について、一般的に

右記の７つのようになものがあ

る。

（２）パブリックスペースの

　　空間デザイン

　パブリックスペースの整備効

果を最大限に活かすには用途や

利用対象に合わせた、扉・窓の

位置や仕様、仕上げ材の色や素

材、照明や家具のデザインなど、

細部の空間デザインが重要とな

る。

　新築時だけではなく、改修や

家具などの備品更新の際におい

ても、キャンパスイメージの向

上へ繋がる重要な要素となる。

その効果は右記のようなものが

考えられる。

　一般的な大学キャンパスにおけるパブリックスペースを検討する際の視点について整理を行う。

・キャンパスの伝統の表象となる空間の保全と形成

・空間的秩序の構築

・シンボル的な空間・景観で構成される骨格づくり

・建造物と外部空間との連関

・良好な景観とレクリエーション環境の維持、向上

・空間の魅力やアイデンティティを高める要素

・サステイナビリティ

・キャンパスイメージを印象づける重要な要素

・大学に訪れた人がまず最初に感じるキャンパス

　のイメージ

・キャンパスの特性を活かす

・多くの人に利用してもらう　　　　　

（「いまからのキャンパスづくり -大学の将来戦略のためのキャンパス計画とマネジメン

ト -」より引用）

パブリックスペースの空間デザイン

パブリックスペースの計画上の役割
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・立命館らしさを創出する空間づくり

・キャンパスの特色を活かした空間づくり

・アカデミックプランを実現する空間

・学生の学部を超えた交流空間としての整備

・教職員と学生の交流の場の確保

・居心地の良さ・質の保証

・安心・安全な生活空間の確保

・キャンパス外との接点づくり

・立命館大学の生活の質の向上

⇒

立命館大学のパブリックスペース整備で目指すもの

5.3 　パブリックスペース

（１）アカデミックプランと

連動するキャンパス整備の実

現

　総合的人間力の育成やグロー

バル研究大学を目指す大学とし

て、教育、研究、学生生活を支

えるキャンパスづくりを行う

方針が打ち出され、立命館大

学の学園ビジョン実現に向け

て、キャンパス整備の中でもパ

ブリックスペースの充実が不可

欠である。今後は、学びの立命

館モデルなどの現在検討中のア

カデミックプランとのすり合わ

せを行い、立命館大学が目指す

パブリックスペースの整備方針

について検討を深める必要があ

る。

5.3.2

立命館大学における

パブリックスペースの必要性

（２）立命館大学のパブリッ

クスペース整備で目指すも

の

　立命館大学のパブリックス

ペース整備で目指すものは右記

のようなものが考えられる。

現在の衣笠キャンパスの主要なパブリックスペース

　衣笠キャンパスの主要なパブリックスペースとは、学生、教職員、

外来者など誰もが利用できるスペースである中央広場や西側広場な

どの屋外のオープンスペース、交流・生活の場となる食堂やラウン

ジ、生活にかかせないトイレや廊下などがあげられる。さらに、学

部内の交流や情報発信の場となる学部ラウンジ、学びや研究、課外

自主活動などの成果を発表・発信するための多様な空間など、不特

定多数の人が利用できる専門的な用途のスペースなども含まれる。

また、ぴあらやリサーチコモンズなど、学びのためのコモンスペー

スを整備してきており、さらなる発展に向け、キャンパス内に小さ

なラーニング・コモンズを作るネットワーク型のマルチプル・ラー

ニング・コモンズという考え方の検討が行われている。

衣笠キャンパスらしい

心地よい空間づくり

chapter 5
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　衣笠キャンパスでは、現状でも面積的には比較的多くのパブリックスペースが確保されており、特定

の学部・研究科や学生が対象となるスペースとして配置されていることも特徴である。以上のことを踏

まえ次のような基本的な考え方に基づくパブリックスペースの整備が望ましいことがこれまでに確認さ

れている。

5.3.3

パブリックスペースにおける

課題の抽出と検討の方向性

　衣笠キャンパスにおける教学、研究などの活動や交流をより活発に、より快適に行うための機能や環

境整備と合わせて、パブリックスペースの整備に関する考え方の整理を行うことが大切である。2014

年度には「2020 年までの京都キャンパスプラン策定部会」のもとに「パブリックスペース及び交通計

画検討作業グループ」を設置し、各部局の将来構想や課題認識を共有しながら、キャンパス全体におい

て、パブリックスペースの空間づくりを考える上で大切な視点について、右記のようにまとめた。これ

らをもとに、さらに専門的な視点からの条件整理を行い、フレームワークプランを踏まえ、具体的なア

クションプランに繋げていくものとする。

5.3.4

衣笠キャンパスとして大切にしたい

パブリックスペースの考え方

学生の「学び」や「成長」をサポートするために、集中する静かな学びの空間や

専門的な用途の空間と合わせて、多様なコミュニティが共存し、多くの人と出会い、

交流し、刺激し合える空間が求められている。

求められる機能に合わせ、既存スペースを利便性が高く、より効果的に活用して

いくための検討を行う必要がある。

より多くの人に気持ちよく利用してもらうための、居心地のよい空間づくりにつ

いて検討する。

●

●

●
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5.3 　パブリックスペース

様々な「学び」と「成長」をサポートするきっかけづくり
衣笠キャンパスのパブリックスペース整備により、キャンパスにおける様々な「学び」と「成長」をサポートする
きっかけとなる場づくり・環境づくりを行います。

キャンパス全体のキャンパスイメージや生活の質を向上させる空間づくりを行います。

眺望のイメージ

リニューアルのイメージ

居心地の良い屋外空間のイメージ

集う 回遊できるふれあう 憩う 出会う 交流できる 気軽に寄れる

見える

感じる

衣笠キャンパスらしい居心地のよい空間づくり

大学と地域・社会をつなぐ場づくり

大学を超えた、出会いのイメージ
（大学との接点に出会いの機会を与える）

衣笠

地域

歴史・観光 発信

交流連携
観光客

受験生
地域

校友

大学の発信

社会

正課

交流
小中

高

観光

地域

法人

課外

研究

貢献 情報提供環境向上

社会連携

学部を超えた、出会いのイメージ
（町内会館と街の中の公民館的なもの）

居合わせる
空間づくりイメージ

見える化イメージ

空間・機能の連続性イメージ つながりと選択のイメージ

屋外 半屋外
半屋内 屋内

教学、研究、活動、交流が
より活発に、よりスムーズに行なえる環境づくり

交流

質問

休憩

収集

発信
研究

手続

自主
活動

食事

講義

連携

大学
正課

研究 課外

学部

学部

学部

学部学部

地域

学生の成長につながる「出会い」の場づくり

【衣笠キャンパスにおけるパブリックスペースの役割】

【パブリックスペースの空間づくりの考え方】

（１）学生や教職員の生活圏や移動動線を考慮した効果的な空間づくりや配置を行う。

（２）施設間や部屋、屋内外の様々な空間のつながりをつくる。

（３）食事、交流、生活、リラックスのための空間についても検討する。

（４）安全・安心な環境づくりを行う。

【大切にすべき視点】

（１）学部や正課・課外、大学の枠を超えた様々な出会いを促す 場づくりを行う。

　　　（学生+院生、●学部生＋▲学部生、学生+教員 [ 専任、非常勤 ]、

　　　学生 +職員、国内学生＋国際学生、大学+地域等）

（２）多様なコミュニティが居合わせられる空間づくりを行う。

（３）様々な学びや活動が見えるように計画する。

（４）目的や気分によって居場所を選択できるよう、

　　　多様な居場 所づくりを行う。

【大切にすべき視点】

（１）地域・社会とともに成長し、地域に開かれた大学としての役割。

（２）立命館大学を発信する場づくり。

（３）地域・社会と広く交流・連携できる環境づくり。

（４）立命館大学の歴史や理念、学びや研究、活動などを活かす。

（５）世界遺産・京都、観光地であることを活かす。

（６）衣笠山やきぬかけの路、寺院、住宅街などキャンパス周辺の特徴に配慮する。

【大切にすべき視点】

（１）既存施設を気持ちよく長く活用できるようを検討する。

（２）心地よく利用できる空間デザインを検討する。

（３）利便性に配慮し、利用目的に応じた空間づくりを検討 する。

（４）居心地の良い屋外空間づくり。

（５）衣笠山や京都の町並みを眺める空間づくり。

【大切にすべき視点】

発信・交流・連携イメージ

学部や正課・課外、大学の枠を
超えた出会いのイメージ

衣笠キャンパスとして大切にしたいパブリックスペースの考え方

　衣笠キャンパス全体におけるパブリックスペースの役割と空間づくりについて、大切にすべき考え方

の整理を行った。具体的かつ優先的に取り組むべき内容については、さらなる条件整理や検討が必要と

なる。
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　衣笠キャンパスには現在も学

部や研究科の特徴に応じた様々

なパブリックスペースが整備さ

れている。衣笠キャンパスのパ

ブリックスペース整備では、こ

れらの既存施設や衣笠キャンパ

スの環境を最大限に活かし、学

びや研究の活動・交流、衣笠ら

しさが見える空間づくりを目指

す。衣笠キャンパスの「パブリッ

クスペースの役割」や「空間づ

くりの考え方」を踏まえ、具体

的な整備は図 5-3-1 の①〜③の

方針に沿って検討を進める。

　また、今後さらに学生・教職

員の過ごしやすい空間づくりを

行うため、場所や目的に応じて

求められる効果的な場づくり・

空間づくりについても検討を進

める。そこで、キャンパスの特

徴を活かし、多くの人が利用す

ることを前提とした様々な「出

会い」や「つながり」を創出す

るため、目的に応じて、1 ～ 4

のゾーン毎に配慮すべき空間づ

くりの考え方を設定する。

5.3.5

衣笠キャンパスの特性から見

たパブリックスペース配置の

考え方

0
5
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20

50 100(m)

緑や京都の街並との
連続性

キャンパスモール

京都の街並

京都の街並

グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

きぬ
かけ
の路

様々な「出会い」や「つながり」をつくる
パブリックスペースのより多くの人が利用する
目的別ゾーン設定（例）

《凡例》

パブリック

セミパブリック

衣笠キャンパスの主要な軸・空間

様々な「出会い」や「つながり」をつくる
パブリックスペース（例）

専門性・目的が明確なパブリックスペース（例）
[ 学部を超え、課外自主活動・地域にも開かれる ]
（既存をもとに想定）

専門性・目的が明確なパブリックスペース（例）
[ 学部・研究科を軸とした学内向け ]
（既存をもとに想定）

・大学を発信する空間
・外来者を迎え入れる空間
・社会と連携・交流する環境

様々な「出会い」や「つながり」をつくるゾーン 1
－正門、公共交通、MLA機能が集まるゾーン－

・学部を超えた出会い、すべての学びや生活を
　サポートする環境の提供

様々な「出会い」や「つながり」をつくるゾーン 2
－多くの学生が行き交うゾーン－

・周辺とつながる空間づくり
  （学生の活動を社会に発信する場や
    学生と地域が交流する空間など）

・学内の活発な自主活動を支援する空間

様々な「出会い」や「つながり」をつくるゾーン 3
－周辺と緩やかな空間のつながりをもつゾーン－

※『様々な「出会い」や「つながり」をつくるゾーン 1～ 4』は各場所を活かすため、配慮すべき考え方を
　示しているものである。そのため、各方針は主要な機能や目的となるが、その場所に機能や目的を限定
　させたり、すべての機能を集中整備するための方針ではない。
※上記内容は、現状を表すのではなく、今後の方向性を表す案を示す。

これまでの検討過程において、「きぬかけの路」
に面するエリアでは、学外に向けて顔を出して
いくべきであるという意見が強く出されている。
具体的な活用の可能性は学外道路との関係もあり、
今後の検討課題である。

様々な「出会い」や「つながり」をつくるゾーン 4
－きぬかけの路沿線－

学生・教職員が
過ごしやすい空間づくり

自然・衣笠山の風景

キャンパスの骨格を活かす
●キャンパスの骨格となる三つの主要な軸「キャンパスモール軸
（東西軸）」「グリーンプロムナード（南北軸）」「きぬかけの路」と
その接点を活かし、それぞれに特徴をもたせた空間づくりを行う。

①

３つの軸を骨格とする衣笠キャンパスイメージ

キャンパスモール グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

きぬ
かけ
の路

空間的な序列化を図る

●空間の平面的、ならびに断面的な序列化を行い、より
　機能的なキャンパス空間の形成を行う。

●より多くの人が利用する（して欲しい）スペース
　　　・多くの人が行き交うエリアへ配置
　　　・誰もが使いやすい場所へ配置（動線上）
　　　・効果的な場所へ配置（各ゾーンとの接点や動線上）

●特定の人のみで利用する専門的な用途のスペース
　　　・機能や関連施設との連携に配慮した適切な場所へ配置

【断面的な優先整備ゾーンの考え方】

②

プライベート

パブリック

少人数利用

多人数利用

長時間滞在

短時間滞在 ・・・など

【平面的な優先整備ゾーンの考え方】

学びや活動・交流、衣笠らしさが見える空間づくり

●学生生活の透明化、見える化を図り、そこへ誘導する仕組み
　を検討し、さらなる交流や対話・刺激を引き出す空間づくり
●人と人、地域社会との出会い・つながりが見える場所・
　空間づくり
●衣笠キャンパスの地理、歴史、特徴を活かした空間づくり

③

見える化のイメージ

（視覚的・空間的なつながりイメージ）

出会いのイメージ 眺望のイメージ
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5.3 　パブリックスペース
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京都の街並

京都の街並

グ
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ン
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

きぬ
かけ
の路

様々な「出会い」や「つながり」をつくる
パブリックスペースのより多くの人が利用する
目的別ゾーン設定（例）

《凡例》

パブリック

セミパブリック

衣笠キャンパスの主要な軸・空間

様々な「出会い」や「つながり」をつくる
パブリックスペース（例）

専門性・目的が明確なパブリックスペース（例）
[ 学部を超え、課外自主活動・地域にも開かれる ]
（既存をもとに想定）

専門性・目的が明確なパブリックスペース（例）
[ 学部・研究科を軸とした学内向け ]
（既存をもとに想定）

・大学を発信する空間
・外来者を迎え入れる空間
・社会と連携・交流する環境

様々な「出会い」や「つながり」をつくるゾーン 1
－正門、公共交通、MLA機能が集まるゾーン－

・学部を超えた出会い、すべての学びや生活を
　サポートする環境の提供

様々な「出会い」や「つながり」をつくるゾーン 2
－多くの学生が行き交うゾーン－

・周辺とつながる空間づくり
  （学生の活動を社会に発信する場や
    学生と地域が交流する空間など）

・学内の活発な自主活動を支援する空間

様々な「出会い」や「つながり」をつくるゾーン 3
－周辺と緩やかな空間のつながりをもつゾーン－

※『様々な「出会い」や「つながり」をつくるゾーン 1～ 4』は各場所を活かすため、配慮すべき考え方を
　示しているものである。そのため、各方針は主要な機能や目的となるが、その場所に機能や目的を限定
　させたり、すべての機能を集中整備するための方針ではない。
※上記内容は、現状を表すのではなく、今後の方向性を表す案を示す。

これまでの検討過程において、「きぬかけの路」
に面するエリアでは、学外に向けて顔を出して
いくべきであるという意見が強く出されている。
具体的な活用の可能性は学外道路との関係もあり、
今後の検討課題である。

様々な「出会い」や「つながり」をつくるゾーン 4
－きぬかけの路沿線－

学生・教職員が
過ごしやすい空間づくり

自然・衣笠山の風景

キャンパスの骨格を活かす
●キャンパスの骨格となる三つの主要な軸「キャンパスモール軸
（東西軸）」「グリーンプロムナード（南北軸）」「きぬかけの路」と
その接点を活かし、それぞれに特徴をもたせた空間づくりを行う。

①

３つの軸を骨格とする衣笠キャンパスイメージ

キャンパスモール グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

きぬ
かけ
の路

空間的な序列化を図る

●空間の平面的、ならびに断面的な序列化を行い、より
　機能的なキャンパス空間の形成を行う。

●より多くの人が利用する（して欲しい）スペース
　　　・多くの人が行き交うエリアへ配置
　　　・誰もが使いやすい場所へ配置（動線上）
　　　・効果的な場所へ配置（各ゾーンとの接点や動線上）

●特定の人のみで利用する専門的な用途のスペース
　　　・機能や関連施設との連携に配慮した適切な場所へ配置

【断面的な優先整備ゾーンの考え方】

②

プライベート

パブリック

少人数利用

多人数利用

長時間滞在

短時間滞在 ・・・など

【平面的な優先整備ゾーンの考え方】

学びや活動・交流、衣笠らしさが見える空間づくり

●学生生活の透明化、見える化を図り、そこへ誘導する仕組み
　を検討し、さらなる交流や対話・刺激を引き出す空間づくり
●人と人、地域社会との出会い・つながりが見える場所・
　空間づくり
●衣笠キャンパスの地理、歴史、特徴を活かした空間づくり

③

見える化のイメージ

（視覚的・空間的なつながりイメージ）

出会いのイメージ 眺望のイメージ

図 5-3-1　パブリックスペースの方針
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（1）大学の多様化するアク

ティビティへの対応

　キャンパスでは多様なコミュ

ニティにおける、主体的な学び

や専門的な研究、活動、交流が

行われている。

　表 5-3-1 のように、大学にお

ける様々なアクティビティを整

理し、より効果的で効率的なパ

ブリックスペースの空間整備や

ゾーニングを行う必要がある。

また、これまでパブリックス

ペースとして整備されてこな

かったスペースもパブリックス

ペースとして位置づけることに

より、より効果的で効率的なス

ペース利用が可能になる。

　さらに、パブリックスペース

の整備においては管理・運営面

と合わせた検討を行う必要があ

り、利用者のニーズや管理・運

営主体の意見を含めながら検討

を進めることが重要である。

パブリックスペースが受け止めるべきアクティビティ

実験・実習

地域と合同のイベント

会議

ミーティング

発表

学習支援機能

静かに自習

グループ学習

セミナー

リラックス

ラーニングコモンズ

書物の閲覧

一般講義（学部専門科目）

学生対応事務受付

地域対応事務受付

教員研究

学生共同研究

カンファレンス

案内

目
的
軸

メディテーション（瞑想）

託児・保育機能

その他多様な活動

多文化・多宗教・多言語への対応

特別なニーズへの対応
（身体障害、メンタル、
 ジェンダーなど）

展示

外来者対応（応接）

授業の復習

ディベート

調べ学習

情報発信

外来者対応（一時対応）

リフレッシュ
学部内交流

学生同士の交流

教員・研究者同士の交流

学生・教員間交流

国際交流

情報交換

おしゃべり

学部間交流

誰もが行う
よりパブリック

特定の人が行う
プライベート

施設の利用主体軸

運動
（正課・部活動・サークルなどの
 特定の団体利用）

運動
（一般・地域利用）

Ｏ
Ｎ

（
特
定
の
人
の
み
で
行
う
）

Ｏ
Ｆ
Ｆ

（
誰
も
が
行
う
）

中
間

生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の

（
利
用
主
体
が
交
じ
り
合
う
）

利用主体が交じり合う

文化的活動
（正課・部活動・サークルなどの
 特定の団体利用）

就職支援

一般講義（教養科目）

レセプション

懇親会

文化的活動
（一般・地域利用）

トイレ

食事

更衣

移動

宿泊・居住機能

備品等の管理

買い物（食材・日用品）

ゼミ活動

④　多様なコミュニティ形成

②　正課と課外をつなぐ学び

③　学生・教職員の日常生活

①　専門的な学びや活動

学外向けの講座・講習

学びが広がる

動かす

動きに合わせる

多様な学びや研究、活動を
より効果的・効率的に行えるよう
スペースの連携利用やゾーニング
の検討を行う

パブリックな活動の
動きをいかに広がり
をもってキャンパス
に整備できるか、
パブリックスペース
整備の課題となる

　大学におけるアクティビティを、①学生の専門的な学びや活動、教職員の業務、

②正課と課外をつなぐ学び、③学生・教職員の日常生活、④多様なコミュニティ形

成の４つに分類した。

　特に②、③、④は利用主体や目的が多様なため、パブリックスペースとして位置

づけられた場所で行われることが望ましい。また、①のアクティビティにおいても、

パブリックスペースとして位置づけられた場所で行うことでその効果をより発揮す

ることが期待される。

※上図にはアクティビティの内容は立命館大学に既にある機能と、他大学や他の公

共施設などにある機能を合わせて示している。

表 5-3-1　学生・教職員からみた大学における一般的なアクティビティの分類表

【参考】

びわこ・くさつキャンパスのパブリックスペースの検討において考慮すべき視点

　一方、びわこ・くさつキャンパスでは学部の特徴から専門的な占有空間が多いため、キャンパス全体

としてパブリックスペースが不足しているという課題があった。そのため、パブリックスペースの検討

においては大学で行われる多様なアクティビティの分類から行った。そこから、必要なパブリックスペー

スの種類と役割について検討を進めた。衣笠キャンパスにおいても、参考となる考え方のため、ここに

掲載しておく。

びわこ・くさつキャンパスマスタープラン 2015 Ver.1 より引用
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5.3 　パブリックスペース

【学びを促進するパブリックスペースの整備内容】（２）必要なパブリックスペー

スの種類と役割

　学びを促進する活気ある学び

のコミュニティのために必要な

パブリックスペースの役割と種

類について、右記の通り、Ａ～

Ｄの４つに分類した。左図で整

理した２軸のアクティビティの

ための空間を整備する際は、右

図に示すように、主に４つのパ

ブリックスペースの役割に応じ

て、複数のアクティビティを関

連付けながら、より効果的な整

備方針を検討することが大切で

ある。いずれのパブリックス

ペースも「専門的な学びや研究、

活動の場」との連携や相乗りを

含めて構想する。

Ｏ
Ｎ

Ｏ
Ｆ
Ｆ

中
間

施設の利用主体軸

目
的
軸

誰もが特定の人

Ｏ
Ｎ

Ｏ
Ｆ
Ｆ

中
間

混在

施設の利用主体軸

目
的
軸

Ｏ
Ｎ

Ｏ
Ｆ
Ｆ

中
間

施設の利用主体軸

目
的
軸

Ｏ
Ｎ

Ｏ
Ｆ
Ｆ

中
間

施設の利用主体軸

目
的
軸

多様なコミュニティ形成

正課と課外をつなぐ学び

学生・教職員の日常生活

専門的な
学びや活動

専門的な
学びや活動

正課と課外をつなぐ学び専門的な
学びや活動

正課と課外をつなぐ学び専門的な
学びや活動

多様なコミュニティ形成

正課と課外をつなぐ学び

学生・教職員の日常生活

多様なコミュニティ形成

学生・教職員の日常生活

多様なコミュニティ形成

学生・教職員の日常生活

誰もが特定の人 混在

誰もが特定の人 混在誰もが特定の人 混在

Ｃ　キャンパス全体に配置するアメニ

ティを高める空間

Ａ　学生の動きにあわせて配置する専

門的な学びや研究、活動をサポートす

る空間

Ｂ　学生が動くように配置する交流空

間と学部横断的な学びの空間

Ｄ　地域との交流を促すスペース

【専門的な学びや研究、活動の場】

教室、実験・実習室、研究室、サー

クルＢＯＸ、体育館、グラウン

ド等

専門的な学びや研究、活動をより深め、

発展させるための空間を学生の動きに

合わせて整備する。授業前後や空き時

間、研究の合間に気軽に立ち寄ること

ができ、先輩から後輩へ知識の継承や

教員と学生の交流が生まれることを期

待する。

教室、自習室、グループ学習室、ミーティングスペー

ス、作業スペース、情報発信スペース、事務窓口等

ＯＮ、ＯＦＦの活動に対して、学生を

動かし、多くの人や情報に出会える環

境づくりを行う。ＯＮ空間には、学部

横断的な学びへと発展させるための交

流空間や情報発信の場を整備し、ＯＦ

Ｆ空間には新たな交流を促す空間を整

備する。

教室、ラーニングセンター、（リサーチコモンズ、ラー

ニングコモンズ）、学習支援機能、グループ学習室、

ミーティングスペース、作業スペース、発表スペー

ス、情報発信スペース、多目的ホール、ラウンジ等

専門的な学びや研究、活動を行うため

にキャンパスに長時間滞在するため

の、リフレッシュ空間やアメニティ機

能の充実を図る。また、ゾーン毎のニー

ズに合わせた整備方針を検討する。

ラウンジ、食堂、カフェ、購買（コンビニ、自動販

売機等）、広場、緑地、ベンチスペース、トイレ、

パウダールーム、更衣室、メディテーションルーム、

託児・保育室、授乳室等

学びや研究、活動の実践の場として、

地域に貢献する役割を果たすキャンパ

スとして、地域の人が訪れやすい空間

や機能を整備する。また、学生・教職

員と地域・一般の方と交流するきっか

けを生み出す空間について検討する。

教室、発表スペース、情報発信スペース、多目的ホー

ル、ラウンジ、食堂、カフェ、購買（コンビニ、自

動販売機等）、広場、緑地、ベンチスペース、屋内

外の運動スペース、託児・保育室、授乳室等
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5.4 　キャンパスデザイン

　大学のイメージを印象づけるキャンパスデザインについての検討は重要な視点である。立地特性上、

歴史的景観の保全や調和を図ることが歴史都市型キャンパスとして魅力的な環境を維持・向上する上で

大切な課題である。また、日常的に利用頻度の高いパブリックスペースは、量的・面的整備や利便性・

機能性に配慮するだけでなく、誰もが共通して心地よく利用でき、何度も利用したいと思える工夫が必

要である。この様なキャンパスデザイン上の取り組みは、整備効果が利用者に伝わりやすく、学生の満

足度に直接的につながるものとなる。そのため、以下の視点について総合的に検討を行い、デザインガ

イドラインを設定することが有効である。

①空間の質　　②建物外観デザイン　　③屋根・庇デザイン　　④建物高さ・壁面線・建物ボリューム

⑤サイン計画　　⑥ランドスケープデザイン　　⑦眺望・景観・借景

　なお、衣笠キャンパスは、その大半が京都市の風致地区や建造物修景地区、眺望景観保全地域（3 章

にて詳細を前述）に指定されており、法的にも周辺環境との調和、景観への配慮が求められている。

①　空間の質

　学生にとって通いたい、学び

たいキャンパスであり、教職員

にとって働きたいキャンパスで

あり続けるためには、キャンパ

ス空間全体の質の維持・向上に

ついての検討が重要となる。立

命館大学のアイデンティティを

伝える空間として、また、「使

いたい」「居心地がよい」「自慢

したい」などと感じる空間につ

いての丁寧な検討が求められ

る。

②　建物外観デザイン

　大学のイメージやキャンパス

の統一性に配慮したデザインと

ともに、施設機能や整備エリア

に応じた外観デザインが求めら

れる。特に、既存建物の素材や

色彩などの継承性と新現性のバ

ランスを図ることが重要であ

る。また、将来の建替えやキャ

ンパス内歩行者通路の設置・拡

幅などを想定した壁面線や周辺

建物との調和についても考慮が

必要である。

写真 5-4-2　リラックスした雰囲気の

カフェゆんげ

写真 5-4-3　職人の手作業で生み出さ

れる趣のあるドンゴロスタイルの外壁

茶褐色（小豆色～レンガ色）の外観タ

イル（存心館他）

写真 5-4-5　素焼きのレンガ調タイル

の外壁（アートリサーチセンター）

写真 5-4-4　水平線と垂直線から構成

される外観（研心館・諒友館を西側広

場から眺める）

写真 5-4-6　建物頂部の深い軒庇

（志学館）

写真 5-4-1　新たな学ぶの空間として

整備された究論館のリサーチコモンズ

既存建物外観デザイン

既存キャンパスの状況
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　京都・衣笠に立地するキャン

パスとしてキャンパス内外から

の眺望、借景、周辺環境との調

和など、風致や景観形成に配慮

した屋根、庇のデザインが重要

であり、求められてる。

　また、屋上に太陽光発電パネ

ルや設備機器を設置する場合

は、キャンパス内外からの見え

方にも十分配慮が必要である。

図 5-4-1　屋根と庇の断面イメージ

10
3

写真 5-4-7　景観に配慮した近年整備

事例：京都衣笠体育館（2012 年竣工）

2010 年度美観風致審議会

景観専門小委員会答申案件

③屋根・庇デザイン

④建物高さ・壁面線・

　建物ボリューム

　建物高さや壁面線はキャンパ

ス内の統一性と衣笠山や周辺地

域との空間的連続性に配慮が必

要である。建物の高さは、立地

上、低く抑えることが望まし

く、高度地区および風致地区に

おいても上限が設定されている

（3.1.5 敷地概要にて詳細を前

述）。

　景観維持を目的とした法的規

制により、キャンパス内には将

来の建替えの際に現在の建物高

さを確保できない既存不適格の

建物が存在している。そのため、

キャンパス全体として容積バラ

ンスを考慮した長期的な建て替

え計画を検討しておく必要があ

る。

等持院
きぬかけの路

キャンパス

◯ 周辺環境と調和するスカイライン・壁面線の設定
◯ 近隣や周辺道路への圧迫感の軽減　
　…など

○色彩 ・ 素材の統一
○デザイン言語整理
○連続的な景観形成 
　…など

図 5-4-2　建物高さについての考え方

●キャンパス内外からの衣笠山への眺望確保

●キャンパスと周辺環境との関係

●キャンパス内の建築・空間

5.4 　キャンパスデザイン
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既存キャンパスのサイン表示⑤　サイン計画

　初めてキャンパスを訪れる人

にもわかりやすい案内図や標識

を設置する。特に、キャンパス

ゲート付近や主要な分岐点、建

物出入口付近は配慮が必要であ

る。看板はキャンパス内に散在

せず、効率的に情報発信できる

よう可能な限り集約化を図る。

サインはキャンパスのグローバ

ル化に対応したユニバーサルデ

ザインや多言語表記などの配慮

が求められるとともに、立命館

大学のイメージに合わせた色調

やデザインなどを採用すること

が重要である。

写真 5-4-10　認識しやすい整備が必

要なキャンパス案内図

写真 5-4-13　掲示板写真 5-4-12　ユニバーサルデザイン

に配慮したわかりやすいサイン表示

写真 5-4-8　衣笠キャンパスの特徴で

ある漢籍を含め漢字を用いた建物名称

⑥　ランドスケープデザイン

　屋外のオープンスペースにお

いて行われている、学生の様々

な活動や交流がキャンパスの風

景となる。イベント時だけでな

く、日常の風景も季節とともに

デザインする。

　衣笠キャンパスは、歴史的景

観とよりよく馴染み、観光客や

地域住民にも快適な歩行者空間

をつくりだすようなみどりと

オープンスペースを抱き合わせ

た衣笠山のみどりが浸潤する歴

史地区のランドスケープデザ

インを行う。後述する「5.5 緑

地」や前述の「5.3 パブリック

スペース」の方針を踏まえるこ

とが重要である。

写真 5-4-11　日本語と英語の２ヶ国

語に対応されたサイン表示

写真 5-4-9　有効な広報物として設置

されている立て看板

写真 5-4-14　様々な活動と風景をデザインする

キャンパスの様々な風景
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写真 5-4-3　キャンパスとその周辺から衣笠山がよく見える範囲

写真 5-4-16　中央広場から衣笠山と

存心館の時計台を望む

5.4 　キャンパスデザイン

⑦　眺望・景観・借景

　衣笠山を背景に望む、存心館

の時計台と芝生が広がる中央広

場は衣笠キャンパスを象徴する

景観である。キャンパス内外か

らの衣笠山への眺望の確保や衣

笠山と連続する植栽計画、建物

外観デザインなど、自然や歴史

的景観の保全への配慮が求めら

れている。また、立地特性を活

かし、建物内から衣笠山や京都

の町並み、キャンパス内の緑地

への眺望を考慮した計画などに

も配慮が求められる。

衣笠山がよくみえる範囲
（山頂から稜線まで）
（2013年度時点の情報）

第一バイク置場

所

写真 A

写真 B

写真 C

写真 D

写真 E

写真 F

写真 G

衣笠山山頂

A

B

C

D

E

F

G

衣笠山 比叡山 大文字山 京都駅方面

写真 5-4-17　洋洋館の屋外階段からの眺望

キャンパスからの眺望

写真 5-4-15　グラウンドから衣笠山と

建設中の存心館を望む（1980 年頃）
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写真 5-5-1　キャンパスの航空写真（2009 年 5 月時点）

5.5.1

衣笠キャンパスにおける

緑地の現状

5.5 緑地

　衣笠山を背景に望む衣笠キャンパスの特徴を活かし、周辺の緑との調和や空間的な連続性を確保し、

四季を感じられる潤いあるキャンパスづくりを目指す。また、憩い・集い・賑わうキャンパスに相応し

い緑地計画を行う。

　そこで、緑地計画について次の４つの考え方に沿って、検討を行う。また、前述の 5.4 キャンパスデ

ザインの考え方に配慮する。

①衣笠山への緑の連続性の確保

　衣笠山への緑の連続性に配慮

した植栽計画を行う。また、キャ

ンパス内外からの衣笠山への眺

望確保のため、建物配置や建物

高さなどについても配慮が必要

である。

写真 5-5-3　緑を増やす西側広場写真 5-5-2　緑をまもり育てる中央広場
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②京都の植生や気候・環境に適した植栽計画

　京都の気候・環境に適した樹種の選定を行う。

さらに、涼しい「日陰」づくり（広葉樹の植栽）

により夏の暑さに配慮し、暖かい「ひなた」づく

り（落葉樹の植栽）により冬の寒さに配慮する。

④適切な維持管理

　既存樹木は可能な限り保全する。ただし、病気

や寿命、樹木の状態に応じて伐採することもある。

また、キャンパスの再整備において保全が難しい

場合は、移植の可能性を検討する。

　良好な緑地の空間を維持していくには、場所や

樹種に応じた、維持管理方法の検討が必要である。

　風致地区や眺望空間保全区域の基準を含む京都

府や京都市の緑地計画の方針を遵守し、さらによ

りよい環境づくりを目指す。

5.5 　緑地

③賑わいと潤いある緑地空間の提供

　植栽計画は場所毎に特徴を持たせ、歩いて楽し

い歩行空間やリラックスできる憩いの空間など、

目的や用途に応じた植栽計画を行い、建物内から

の緑地への眺望にも配慮する。

　前述の「5.3 パブリックスペース」や「5.4 キャ

ンパスデザイン」の方針を踏まえ、特にランドス

ケープデザイン、眺望・景観・借景の考え方に配

慮し、賑わいと潤いを創出する屋外空間の検討を

行う。 写真 5-5-5　中央広場

写真 5-5-6　充光館南側通路

写真 5-5-4　図書館・至徳館間の通路
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《保全する緑》

・既存の樹木は可能な限り保全する。

・周辺環境との調和や空間的連続性を考慮し、きぬかけの路沿いの法面の緑や等持院などに接する緑な

ど、特にキャンパス外縁部の豊かな緑は保全する。

・「区民の誇りの木」のイチョウなど、特長ある樹木を保全する。

《増やす緑・つくる緑》

・オープンスペースを整備し緑豊かな広場を増やすことで、衣笠山から等持院までの緑の連続化を図る。

・正門から中央広場に至るグリーンプロムナードは、豊かな緑を拡充する。

・建物周辺部や現状で緑が少ない箇所については、積極的に緑化する。

【緑をまもりそだてる】

【キャンパスを活性化する広場】

・豊かな緑は大学の誇りであるとともに地域の誇りでもあり、大学と地域とが協力して緑を育成推進す

る場をつくる。

・周辺地域の住民や観光客にも開かれた空間としての意識を持った整備計画を行い、これに伴う適切な

管理・運営方法を中長期的に検討し、構築する。

【地域とともに育てるキャンパス】

・キャンパスの骨格である南北軸と東西軸の中核を担う広場の整備により、わかりやすいキャンパス空

間をつくる。

・中央広場は将来ともその広がりを保持し、また災害時における広域避難場所としての機能も継続する。

・西側広場は、東西軸の中核をなす広場で、将来的にキャンパスモールとして四季を感じる植栽がある

空間とする。

・東門前の広がりを保持する。

5.5.2

緑地整備の取り組み方針

緑地計画の考え方に基づき、衣笠キャンパスにおいて、具体的に取り組む３つの方針を示す。
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キャンパス外縁部での
周辺との緩衝となる緑の整備と保全
等持院の緑との連続性の確保

●地域とともに緑を育てる

キャンパスプロムナードとともに
南北軸を形成
広場の広がりを保持
広域避難広場の機能の継続

東門前の広がりを保持
豊かな既存樹木の保全

キャンパス内のイチョウが
「区民の誇りの木」 として愛されている住民と学生とで世話をしている花壇

東西軸の中核をなす広場
四季を感じる植栽がある空間

正門～中央広場に至る
緑のキャンパスプロムナード

正門

東門

中央広場

衣笠山

等持院

西側広場

きぬ
か
け
の
路

法面の緑の保全
衣笠山の樹木との連続性の確保

凡　例

保全する緑

増やす緑・つくる緑

小路沿いの緑

広場

建物ゾーン

図 5-5-1　緑の方針

5.5 　緑地
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5.6 　安全・安心

5.6.1

安全・安心の考え方

5.6.2

ユニバーサルデザイン・バ

リアフリーへの配慮

1F

1F

1F

1〜4F

1F

1F

2〜5F

1F

1F

2F

1F1F

1F

各階

1F

各階

1･2F

1F

2F

1F

各階 洋洋館

地下
1F

恒心館

研心館

有心館 尚学館

存心館

修学館

清心館
啓明館明学館

尽心館

図書館学而館

志学館

以学館

工事中

学生会館 末川記念会館
究論館

アカデメイア
立命21

歴史都市
防災研究所

敬
学
館

諒
友
館

創
思
館

興
学
館

充光館

きぬか
けの路

1F

1F

至
徳
館

憩いの
広場

アート・リサーチ
センター

京都衣笠
体育館

（多目的シャワーあり）

B1F

凡例

エレベーター

多目的トイレ

多目的トイレ
（オストメイト対応）

車イス対応出入口

坂道

自動ドア

リフト

点字ブロック

身障者専用駐車場

衣笠キャンパス （2015年4月時点）

バリアフリーマップ

1F障害学生支援室

正門

東門
南門

清心門

1F

地下2F
2F

地
下
1
F

地
下
1
F

1F

1F 2･3F

　キャンパス内において、身体

の不自由な人だけでなく、高齢

者や子ども、海外からの留学生

なども含めた全ての人が支障な

く過ごすことができるよう、バ

リアフリーとともにユニバーサ

ルデザインに配慮することが重

要である。

　良好なキャンパス環境を維持

できるよう、安心・安全なキャ

ンパスづくりが求められる。大

学は不特定多数の人が訪れる場

所であり、誰もが使いやすく、

快適なキャンパスとして整備す

ることが求められる。そのため、

現在のキャンパスでの取り組み

状況や課題、その検討状況につ

いて把握する必要がある。

図 5-6-1　「立命館大学障害学生支援室」作成のバリアフリーマップは大学ホームページで公開されている。

http://www.ritsumei.ac.jp/drc/barrierfree/map.html/

写真 5-6-1　高低差のあるキャンパス

写真 5-6-2　バリアフリーに配慮され

た出入口
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5.6 　安全・安心

5.6.3

交通への配慮

　キャンパス内は歩行者の通行

を最優先とした整備・運営を行

う必要があり、歩きやすい路面

の整備や雨の日のキャンパス内

移動への配慮についても検討が

求められる。また、敷地特性上

キャンパス内には高低差があ

り、坂道や階段が多いのが特徴

で配慮が必要である。

　自転車・自動車のキャンパス

内通行は原則禁止されている。

ただし、キャンパス運営上必要

なサービス車両の通行について

は許可されており、入構時間帯、

入構許可車両、キャンパス内移

動経路、キャンパス内一時駐停

　安心・安全の観点からも施設

や設備機器等は耐久年数に応じ

た計画的な更新、改修が必要で

ある。特に衣笠キャンパスにお

いては、将来の建替え計画を視

野に入れ、計画的に整備を進め

る必要がある。また、整備を行

う際には、正確な情報を教職員・

学生、地域に対してわかりやす

く公開することが重要である。

　施設の維持管理、老朽化への

対応については、７章で後述さ

れる「キャンパス整備における

5.6.4

施設の維持管理、老朽化へ

の対応

写真 5-6-3　多くの交通が集まる正門

まわり

ファシリティマネジメント」の

考え方が重要である。現在、日

常の施設・設備の保守点検及び

修繕については「衣笠キャンパ

ス事務課」、全学の安全管理活

動の企画立案及び状況把握は

「安全管理課」、ＬＣＣを含む大

規模な改修や整備については、

「管財課」が担っている。上記

各部課が綿密に連携し、迅速か

つ計画的に対応を行っている。

写真 5-6-5　見直しが必要な駐停車ス

ペース（至徳館出入口前広場）

写真 5-6-4　安全配慮が必要なロータリー

写真 5-6-7　耐震改修後の啓明館

写真 5-6-6　改善された学生会館のト

イレ

車スペースについての規則の周

知と運用の徹底が必要となる。

また、更なるキャンパス内の快

適性、安全確保のためには、サー

ビス車両の運営面について見直

し・検討を行う必要がある。

　また、正門前にはバス停や京

都市交通局の駐機場があり、多

くのバスが発着するため、正門

周辺の安全確保を徹底するとと

もに、キャンパス周辺の交通や

公共交通機関との関係に配慮す

る必要がある。交通計画の詳細

な考え方については 5.2 にて前

述している。

chapter 5
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2015年2月発行

非常持ち出し品の準備

生命をつなぐために欠かせないもの、自分にとって最低限必要なものをできるだけコンパクトにまとめ、年に一度は点検するように
しましょう。いざという時にすぐ持ち出せる場所に置いておくことが大切です。

第一次持ちだし品
さしあたっての必需品。重さの目安は男性で15kg、女性で10kg程度

懐中電燈（予備電池も用意）

米（レトルト・アルファ米）

おかず（缶詰・レトルト）

調味料

菓子など

貴 重 品

非 常 食 品

衣 　 類

照 明 器 具

食  料

水

卓 上 コ ン ロ

そ の 他

携 帯 ラ ジ オ

応 急 医 薬 品

笛など

ガスボンベ式

飲料水として１人1日3Lが目安

第二次持ちだし品
長期の避難などに備えた生活物資品

印鑑

預金通帳

健康保険証

現金（10円玉）など

カンパン

チョコレート

ミネラルウォーター

常備薬

絆創膏

包帯

傷薬

目薬

生理用品

下着

上着

靴、衣類を包むビニール袋など

予備電池も用意

ローソク

マッチ

ライター

付
録

　施設整備においては、建物の

耐震改修や非構造部材の耐震化

を行い、地震に強いキャンパス

づくりを行っている。また、不

特定多数の人が利用するキャン

パスとしての防犯対策として、

見通しのよい環境整備やセキュ

リティー対策について十分な配

慮が必要である。

　万一、災害等が起こった際の

対策として、防災訓練を実施す

るなど、いつ災害が起こっても

迅速な対応ができるよう日頃か

ら十分な対策を行う必要があ

る。特に衣笠キャンパスの中央

広場は京都市の広域避難場所

に、京都衣笠体育館は避難所に

指定されており、十分な対策が

必要である。また、安全管理室

より、「緊急災害対応ハンドブッ

ク」と「防災カード」が発行さ

れ、大学ホームページで公開す

るとともに、全学の学生、教職

員に配布され、防災意識の向上

に努めている。

5.6.5

防災・防犯への配慮

防災カード

立命館大学

図 5-6-2　緊急災害対応ハンドブック、防災カード（立命館大学安全管理室作成）

図 5-6-3　避難経路図

学生用、教職員用学作成され、全学生、教職員へ配布され、大学ホームページでも

公開されている。

http://www.ritsumei.ac.jp/safetymanagement/safety/safety_handbook.html/
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5.6 　安全・安心

災
害
後

止血をする時には、飛び散る
血液が手当する人の皮膚に直
接ふれないように注意するこ
とが必要です。手近にあれば
ゴム手袋、なければビニール
袋など身近なものを活用し、
直接血液にふれない工夫をし
ましょう。手当の後は必ず流
水で手洗いをおこなってくだ
さい。

血液感染
予防

止血法の対象者
外傷により大出血を起こしている傷病者には、ただちに止血の
手当が必要です。止血の前に、出血の種類、性状および程度の
ほか、傷病者の顔色、四肢の変形、ショック症状（冷や汗、顔面
蒼白、四肢冷感など）はないか、冷静に全身の症状を見ましょう。
特に緊急な止血を必要とするのは、瞬間的に多量の血液を
失って失血死の恐れがある「動脈性出血」。真っ赤な血液が脈
打つように噴き出す状態です。赤黒い血液が湧くように出血す
る「静脈性出血」も、持続すれば多量出血となるので止血の処
置が必要です。

直接圧迫止血法
出血部位に清潔なガーゼ
やタオルを置いてその上
から手で強く圧迫して出血
を止める方法です。片手で
止血できなければ、両手
で圧迫したり体重をかけ
て圧迫して止血します。ほ
とんどの出血は、この方法
で止血することができます。

●骨折
骨折が疑わしい場合は、
添え木を当てて患部を固
定します。この際、1.骨折部
とその上下の関節を動か
さないように気をつける2.
出血していれば止血する3.
骨が飛び出していたり骨
折部が変形していても無
理に直さない4.添え木を
当てて、骨折部を中心に前
後の関節を固定するなど
の点に留意します。全身状
態にも気を配り、慎重に対
処しましょう。

●止血

負傷者への対応

大
丈
夫
ま
わ
り
は？

沈静後の行動1

ひとまず天災や火事がおさまり、
自分自身が無事なら、落ち着いて
周囲の状況をしっかりと把握し、
優先順位を考えて行動しましょう。
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警察署・交番 消防署 コン
ビニ コンビニ広域避難場所 GS ガソリンスタンド 学校 病院

負傷者がいればいち早く救出し、できる範囲で応急処置をほ
どこします。

ライフラインのチェック
災害につきものなのがライフラインの遮断。復旧まで、落ち
着いて対処しましょう。

必ず元栓を締めておく。復旧してもガス会社の点検があるまで
はそのままで。ガス漏れに気づいた場合は、窓を開けて換気す
る。換気扇のスイッチを入れると爆発の危険。

●電気
ブレーカーを切っておくこと。復旧が最も早いライフライン。復
旧後は、漏電や感電の恐れがあるので電気器具はよく点検して
から使用する。

●水道
日頃から風呂の水を溜め置きする習慣を。マンションの給水塔
の水や井戸水は生活用水に利用できる。

●電話
電話線が寸断されると電話、ファックス、インターネットが使用
不可に。携帯電話もつながりにくくなる。日頃から万が一の時
の緊急連絡先を決めておき、簡潔に無事を伝えたり、情報を一
本化する工夫を。（15ページ参照）

●ガス

13•RITSUMEIKAN Urgent handbook for disaster•14

できるだけ早く、患部を水で15
分以上冷やすこと。ただし、強
い水圧は当てないように注意。
衣類を着ている場合は衣類の
上から水をかけます。薬品によ
るやけどの場合は患部を流水
で洗いながら冷やします。脱水
症状を防ぐため、本人が求める場合は水を飲ませましょう。医
師の診断を受けるまで、患部には何も塗らないように。

●やけど

※AED（自動体外式除細動器）は講習を受けていなく
ても使用することは許されますが、一次救命救急
の講習は機会があれば受けるようにしてください。
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図 5-6-4　京都キャンパス近郊の広域避難場所
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5.7 　環境配慮

持続可能な環境配慮型キャンパスの考え方

写真 5-7-1　立命館地球環境委員会により作成された立命館学

園環境報告書 2014 vo.04 は下記 URL にて公開している。

http://www.ritsumei.ac.jp/rs/eco/action/page11.html/

サステイナブルキャンパス構築のために必要な項目

●運営体制の確立と計画立案

　・推進体制の整備

　・アクションプランの作成

　・予算の確保

　・広報活動の活発化　　　　等

●環境に配慮した建物・設備と維持管理

　・建物・設備の省エネ対策

　・エネルギー消費量・CO2 排出量の削減

　・再生可能エネルギーの導入　　　　　　等

●環境負荷低減に資する大学運営

　・３Ｒ対策（廃棄物）

　・水

　・食料

　・環境配慮物品購入

　・交通対策

　・生態環境の保全　　等

●学生の参画

　・環境教育の推進

　・カリキュラムの開発

　・学生の自主活動の促進　等

●地域連携とネットワーク構築

　・地域社会・行政・民間企業との協働

　・国内外の大学間ネットワーク構築

　・評価・研究手法の開発　　　　　　　等

学校法人立命館 総務部広報課
〒 604-8520 京都市中京区西ノ京朱雀町 1 番地  TEL  075-813-8146

立命館の環境に関わる取り組みを

web サイトで紹介しています。

立命館地球環境委員会では、環境負荷低減活動の一環として、

2011年6月に環境HP「eco+R（エコール）」を開設しました。立命

館のエネルギー使用量、温室効果ガス排出量、水使用量に関する

データや東日本大震災をうけた節電の取り組み、キャンパス毎の

最大電力グラフ、環境に関わる研究、学生・生徒・児童の環境に

関わる取り組みなどを紹介しています。ぜひご覧ください。

ANSWER

答え

545,235㎥

本学園の2013 年度の温室効果ガスの排出量です。
これを吸収するためには、琵琶湖の約 2.4 倍の面積
の森林（天然生林）が必要です。

-25％
本学園の 2020 年時点でのエネルギー原単位の削減
中期目標です。

本学園の2013 年度の水使用量です。
500 ｍℓ入りペットボトルでは約11億本に相当します。

40,073 t

http://www.ritsumei.ac.jp/rs/eco/

これらの数字は

何を示して

いるでしょう？

［答えは裏表紙］

Q

立命館地球環境委員会 ※サステイナブルキャンパス推進協議会 (CAS-Net JAPAN) で

検討が進められているテーマを引用

　持続・循環可能な地球環境の未来のため、人類・

地球・自然に配慮した、環境配慮型のキャンパス

整備を行うことが望ましい。学園全体としての環

境問題への取り組みとしては、「立命館地球環境

委員会」主導のもと、省エネルギー、CO2 削減、

節水、廃棄物対策、環境教育などの活動に取り組

んでいる。これらのソフト面の取り組みとハード

面の整備と連動した取り組みを更に促進させ、立

命館大学の持続可能な環境配慮型キャンパス（サ

ステイナブルキャンパス）として、取り組むべき

課題の整理や目指すべき方針について検討を進め

る。

　また、立命館大学は「サステイナブルキャンパ

ス推進協議会」に加盟しており、加盟大学と情報

共有、連携を図りながらサステイナブルキャンパ

スの構築を目指している。本推進協議会では、次

のようにサステイナブルキャンパス構築のために

必要な検討項目が示されている。本学においては、

今後これらのどの項目について検討を深めていく

か議論が必要である。
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環境影響項目の使用・排出実績

立命館学園において消費する電気やガスなどのエネルギーを原油に換算すると使用量は約 2 万㎘／年になります。
省エネ対策工事等の効果があらわれ、1㎡あたりのエネルギー使用量が減少傾向を示しています。

総使用量（2013年度） 1m²あたりの使用量
単位［ℓ/㎡］

2009 2010 2011 2012 2013

8,985

3,911

2,432

773
496

439 544
394
213 1,059

10

15

20

25

30

35

40

45

50

単位［㎘］

総使用量

18,000

18,500

19,000

19,500

20,000

20,500

21,000

21,500

2009 2010 2011 2012 2013

単位［㎘］

2009 2010 2011 2012 2013

単位［ℓ/㎡］ 1m²あたりの使用量

19,954

21,220

19,605

19,225

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

19,246

31.9

33.0

30.5

29.6
28.7

学園全体 キャンパス別

■ 立命館大学衣笠キャンパス
■ 立命館大学びわこ・くさつキャンパス

■ 立命館朱雀キャンパス
■ 立命館アジア太平洋大学

■ 立命館中学校・高等学校
■ 立命館宇治中学校・高等学校

■ 立命館慶祥中学校・高等学校
■ 立命館守山中学校・高等学校

■ 立命館小学校
■ その他

キャンパス別グラフの色分け

20 1 3 年度 エネルギー使用量［原油換算］

総排出量（2013年度） 1m²あたりの排出量
単位［㎏-CO₂/㎡］

単位［t-CO₂］
2009 2010 2011 2012 2013

18,145

7,851

5,699

1,550

992
880
1,561

792
427

2,176
90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

総排出量

2009 2010 2011 2012 2013

単位［t-CO₂］

2009 2010 2011 2012 2013

単位［㎏-CO₂/㎡］ 1m²あたりの排出量

31,270
29,922

28,417

36,003

40,073 61

59

57

55

53

51

49

47

45

43

41,000

39,000

37,000

35,000

33,000

31,000

29,000

27,000

25,000

49.9

46.5
44.3

55.4

59.9

東日本大震災に端を発するエネルギー情勢の変化により、原子力発電の代替として火力発電による電力供給が増加したため、排出係数が悪化しています。
このことが要因となり、エネルギー使用量は減少していますが、温室効果ガスの排出量は 2012 年度分より増加傾向となっています。

学園全体 キャンパス別

■ 立命館大学衣笠キャンパス
■ 立命館大学びわこ・くさつキャンパス

■ 立命館朱雀キャンパス
■ 立命館アジア太平洋大学

■ 立命館中学校・高等学校
■ 立命館宇治中学校・高等学校

■ 立命館慶祥中学校・高等学校
■ 立命館守山中学校・高等学校

■ 立命館小学校
■ その他

キャンパス別グラフの色分け

20 1 3 年度 温室効果ガス排出量

総使用量（2013年度） 1人あたりの使用量
単位［㎥/人］

単位［㎥］
2009 2010 2011 2012 2013

224,660

129,305

100,757

16,103
31,314

17,917
7,795

10,617
6,767

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

総使用量

2009 2010 2011 2012 2013

単位［㎥］

2009 2010 2011 2012 2013

単位［㎥/人］ 1人あたりの使用量

569,812

584,806

545,361

506,100

10.0

10.5

11.0

11.5

12.0

12.5

13.0

460,000

480,000

500,000

520,000

540,000

560,000

580,000

600,000

545,235

11.6

11.8

11.1

10.5

11.44

水使用量は 2012 年度と比較して大幅に増加しました。節水型衛生機器導入効果により、トイレにおける使用量が減少しているものの、BKCの実験棟
における使用量の増減が、学園全体の使用量に大きく影響しています。

学園全体 キャンパス別

■ 立命館大学衣笠キャンパス
■ 立命館大学びわこ・くさつキャンパス

■ 立命館朱雀キャンパス
■ 立命館アジア太平洋大学

■ 立命館中学校・高等学校
■ 立命館宇治中学校・高等学校

■ 立命館慶祥中学校・高等学校
■ 立命館守山中学校・高等学校

■ 立命館小学校
■ その他

キャンパス別グラフの色分け

20 1 3 年度 水使用量

環境影響項目の内訳と前年度対比変動量のめやす

20 1 3 年度 エネルギー使用量［原油換算］

電気使用の割合（概数）
立命館学園のエネルギー使用量は 2012 年度比で 21㎘減少しました。これは、

平均的な 1 世帯あたりの年間エネルギー使用量を 1.01㎘（※ 1）とすると、約 21

世帯分に相当します。

※ 1：エネルギー白書H20 年版および（財）省エネルギーセンターWEB掲載資料（2010）をもとに試算

21㎘

1世帯あたりの年間消費量

21世帯分

＝

（原油換算）

エネルギー使用量

照明 OA機器 その他

35%

実験用 厨房関係 基幹サーバー
関係

12% 3% 2%

34%

季節空調用

14%

20 1 3 年度 温室効果ガス排出量

温室効果ガス
排出量

森林の温室効果ガス吸収量

約16,612ha分の損失

＝

4,070ｔ-CO₂ の増加

立命館学園の温室効果ガス排出量は 2012 年度比で 4,070t-CO₂ 増加しました。

この排出量は、森林（天然生林）の平均的な温室効果ガス吸収量（0.245t-CO₂/ha）

（※ 2）でみると、約 16,612ha分に相当します。

これは、立命館学園が所有する総土地面積（約 237ha）（※ 3）の約 70 倍に相当

します。 ※ 2：環境省HP掲載資料（2002 年）等から試算　※ 3：立命館Crossroads2014-2015 より

温室効果ガス排出量の起源別割合

電気

75%

都市ガス

23% 2%

0.2%

A重油

LPガス

20 1 3 年度 水使用量

39,135㎥

水使用量 学校のプール

＝

109杯分

立命館学園の水使用量は 2012 年度比で 39,135㎥増加しました。これは平均的

な学校のプール（25 ｍ× 12 ｍ× 1.2 ｍ＝ 360㎥）に換算すると約 109 杯分に相当

し、500 ｍℓ入りペットボトルでは約 7,827 万本に相当します。

水使用量の割合（概数）

トイレ洗浄用 実験用

47%

空調冷却塔 その他（洗面、散水、プール等）

5% 17%

18%

厨房

13%

12 13

5.7 　環境配慮

[ 立命館学園環境報告書 2014 vo.04 より抜粋 ]
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chapter 6

6.1   衣笠キャンパスの検討状況

6.2   朱雀キャンパスの検討状況　

6.3   アクションプランの今後の進め方と配慮事項

　　　6.3.1 　アクションプラン検討の進め方　　　

　　　6.3.1 　アクションプラン検討の際の配慮事項

6.4 　リーディングプロジェクト（重点検討課題）

　　　6.4.1 　リーディングプロジェクトの設定

　　　6.4.2 　リーディングプロジェクトに設定した背景

　

　chapter 6 では、具体的なキャ

ンパス整備方針決定に向け、ア

カデミックプランを踏まえた上

で具体的なアクションプランの

検討状況を示す。

　アクションプランの検討過程

では、「キャンパスの利用状況

の把握」と「キャンパス整備の

フレームワークプラン」の条件

に沿った整理・検討が不可欠で

ある。

　アカデミックプランに基づく

施設整備課題のうち、優先して

検討・決定すべき課題について

は、キャンパスマスタープラン

における俯瞰的な位置づけを明

確にし、アクションプランの具

体的な検討にあたってフレーム

ワークプランとの整合性を保つ

ために考慮が必要な条件の整理

や必要に応じてガイドラインを

設定する。

計画の実現に向けた検討と方策
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6.1 　衣笠キャンパスの検討状況

6.1　衣笠キャンパスの検討状況

・キャンパスイメージの向上、快適なキャンパス空間の創造

・衣笠キャンパスの狭隘化

－周辺用地の拡充　

－未活用施設の活用方針の検討

－利用状況の見直しによる既存施設の有効活用

・老朽化に伴う、既存施設の改修計画

・既存学部の改革にあわせた施設整備

　教学・研究の質の向上にむけ、現在全学的な検討が進められているアカデミックプランや各学部・研

究科の教学展開、さらには学生の様々な自主活動を支え、衣笠キャンパスの教育・研究・学生生活条件

の改善の取り組みを進める。衣笠キャンパスは、法的条件（高さ制限、建蔽率、景観規制など）の制約

が多く、キャンパス内の多くの既存施設建替え時には、既存施設より低い施設しか建設することができ

ない（詳細は 3 章にて前述）。そのため、衣笠キャンパスの教学条件整備を進めるためにも、将来の建

替えを見越して、地上の容積を確保できる敷地北側へのボリュームシフトや地下の有効活用などを考慮

した技術的な検討かつ長期的な建替え計画の検討が重要となる。つまり、キャンパス全体の床面積分布

の検討が必要である。また、キャンパス敷地北側を除き、キャンパス周囲が住宅街となっており、近隣

住宅地への配慮が必要である。

【検討課題】

chapter 6



chapter 6
計画の実現に向けた検討と方策

RITSUMEIKAN KYOTO Campus Master Plan 2015 Ver.1084

関連対象建物・スペース（想定）

・教室や研究関連施設など

検討すべき京都キャンパス整備課題

キャンパスの国際化への
対応

・飲食環境
・パブリックスペース
・きぬかけの路沿線
・キャンパスモール

・旧堂本別邸用地
→管理主体、活用計画、保全・リ
ノベーション計画の早期対応必要
・旧聖ヨゼフ修道院用地
→史資料整理暫定利用

・学生会館
→改築・改修を見極め、方針の検
討・判断が必要

・現図書館
→新図書館2016年4月開設予定
→現図書館2016年度中に解体予定

・正門周辺
→複数案検討必要
・バスプール、バスロータリー
→複数案検討必要
・駐輪場整備

・学而館の大学院共同研究室ス
ペースを活用した教学条件の拡充
→キャンパス全体における教学施
設の改善に向けた長期的な検討必
要

現図書館
学而館

衣笠キャンパスの狭隘化解消へ
の対策

・正門近くの旧民家用地

建替え用地の確保（地上の容積
の確保）

教学条件の改善

啓明館

周辺用地の利活用計画の検討

大阪いばらきキャンパス
移転学部利用スペースの
活用計画

・洋洋館
（政策科学部、政策科学研究科ス
ペース）
→活用計画の検討必要
・中川会館(朱雀キャンパス)
（経営管理研究科スペース）
→活用計画の検討必要

体育館移転建替え（2013
年度）により新図書館建
設用地確保

国際寮の建設
→2015年9月竣工予定
→残敷地の活用検討

施設改修（存心館、清心館）のための一時的な移転施設の確
保

機能の再配置、集約化などの既
存施設の利用状況の見直しによ
る既存施設の有効活用

啓明館心理関連諸室跡地
活用計画

究論館（大学院施設）建
設に伴う、学而館大学院
共同研究室の活用計画

究論館（大学院施設）建設

キャンパスイメージの向上
快適なキャンパス空間の創造
QOL（quality of life）の向上

大阪いばらきキャンパスへ政策
科学部・政策科学研究科の移転

図書館の建替え

未耐震建物への対応

将来構想に関わる各学部の教学展開に伴う施設計画

交通課題

安全・安心への対応

学部基本施設の老朽化に伴う改
修計画

建物解体により容積の確
保

・明学館
（京都国連委託図書館スペース）

・現図書館
（解体後の跡地）

平井嘉一郎記念図書館建
設に伴う、関連施設移転
後の活用計画

平井嘉一郎記念図書館建設
→2015年末竣工予定
→2016年4月開設予定

候補施設[洋洋館、学生会館]
→学部基本施設の改修を行うため
のローリングシュミレーションが
必要

表 6-1　キャンパス整備の検討課題
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6.2　朱雀キャンパスの検討状況

　朱雀キャンパスの施設規模や立地特性に応じた将来の活用計画を検討することが必要である。

・経営管理研究科の大阪いばらきキャンパス移転後スペースの活用計画の検討

・教職研究科（教職大学院）設置委員会の検討を踏まえ、必要な施設整備についての検討が必要

【検討課題】

6.1 　衣笠キャンパスの検討状況
6.2 　朱雀キャンパスの検討状況
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6.3　 アクションプランの今後の進め方と配慮事項

　アクションプランの検討では、フレームワークプランで掲げたキャンパス整備の方向性を実現するた

めに、アカデミックプランだけでなく、経営戦略や財務条件、既存施設の利用状況など必要な条件との

すりあわせを行いながら実現可能性を踏まえた検討を進めるものである。アクションプランの具体的な

検討にあたっては、マスタープランにおける俯瞰的な位置づけを明確にし、フレームワークプランとの

整合性を保つために考慮が必要な条件の整理や必要に応じてガイドラインを設定する。また、複数の検

討課題から具体的なアクションプランを導くため、6.4 で述べるリーディングプロジェクトを活用し、

面的な広がりを持った計画の検討を同時に行うものとする。アクションプランの検討対象は、具体的な

整備を決めるための検討や整備対象が決まっている場合など、検討レベルにより様々なケースが存在す

るものである。そのため、アクションプランの検討の進め方は次のような目的に応じてに異なるため、

目的に応じた進め方を検討する必要がある。

【アクションプランの検討目的（例）】

①アカデミックプランの実現に向けたキャンパス整備

②建物の安全性確保のため施設条件の改善

③狭隘化解消のための施設再編・拡充

④老朽化解消・キャンパスイメージ向上のための改善

6.3.1

アクションプラン検討の進め方
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6.3.2

アクションプラン検討の際の配慮事項

6.3　 アクションプランの今後の進め方と配慮事項

検討において、次のことに配慮する必要がある。

・整備目的や検討することの意義を明確にする

・既存キャンパス、既存施設の条件把握（キャンパスの現状把握やニーズの把握等）

・想定される全ての案から、実現可能性の高い複数案について詳細な検討を行う

・フレームワークプランとの整合性を保つために必要な条件整理を行う

・フレームワークプランにおけるアクションプラン検討の位置づけを明確にする

・複数の評価軸を設定し、想定されるアカデミックプランの実現のためにどのシナリオを選択するか

判断できるようする

・関連する学部・研究科や部局と連携しながら整備課題の具体化を進める

下記の内容等について、条件整理を行う必要がある。

・必要機能、目的の整理

・既存施設の利用状況、既存施設の整備状況の把握

・時間軸を考慮した改修・改築シミュレーション

・築年数、耐久年数、法的条件の整理

・利用者のニーズの把握（学生、教員、職員、地域など）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

上記は、フレームワークプランの検討・見直しの際においても配慮すべき事項である。
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　目指すべきキャンパスの実現に向けキャンパス整備計画全体の調和を図るため、リーディングプロ

ジェクトを活用する。継続して検討されるフレームワークプランと優先的に検討すべき複数の個別整備

課題について整合性を保ちながら複合的に検討を進めるため、リーディングプロジェクトを設定し、マ

スタープランにおける検討の位置づけを明確にし、上位計画との整合性を保ちながら個別の整備課題を

迅速かつ円滑に進めることとする。本マスタープランにおいては、2013 年度の検討によって設定され

た以下の２つのリーディングプロジェクトを継承し、検討を行う。

6.4.1

リーディングプロジェクトの設定

6.4 　リーディングプロジェクト　（重点検討課題）

（正門周辺の再整備計画）
ｸﾞﾘｰﾝﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ/MLA軸(仮称)の形成

（学而館・現図書館跡地利用計画）

キャンパスモール(仮称)の創造

正門周辺に
有るべき機能は？

エントランスとしての
空間づくりとは？

飛び地の施設と
連携しやすい
整備方針とは？

新図書館周辺に
あるべき施設は？

キャンパス中心に
あるべき施設は？

世界遺産に囲まれた
京都らしさとは？

衣笠キャンパスの
イメージは？

学生が学習・生活・交流
しやすい整備とは？

図 6-1　リーディンクプロジェクトエリア

①キャンパスモール（仮称）の創造（学而館・現図書館跡地利用計画）

②グリーンプロムナード /MLA 軸（仮称）の形成（正門周辺の再整備計画）

※上記①②の名称は、目指すキャンパス像を検討して行く中で決定する。

※ MLA とは、一般に「MLA 連携」としてﾐｭｰｼﾞｱﾑ ･ ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ･ ｱｰｶｲﾌﾞの文化的情報資源などの連携を示す用語として広く普及・使用されている。リーディングプロジェクト設

定においては、大学としてのﾐｭｰｼﾞｱﾑ ･ ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ･ ｱｰｶｲﾌﾞ機能の円滑な連携について検討する目的で引用したものであり、設定エリアに MLA 機能を全て集約することを検討し

たり、その他の機能を排除するものではない。
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創思館

充光館

存心館

（現図書館）学而館

研心館

有心館

志学館
修学館

清心館

尽心館

洋洋館

諒友館

恒心館

明学館 啓明館

尚学館

アトリエ棟 興学館

至徳館

育友館ランゲージ
センター

駐輪場駐輪場

現図書館解体後、
キャンパス東側から西側への
歩行者動線は現状と変わらない

高低差があるため
使いやすい広場の
整備方針を検討

学而館の低層階の動線
の変更が可能か検討

きぬかけの路に対しての
開き方の検討

半屋外通路
屋外通路

旧堂本別邸

第一バイク置場

アカデメイア立命21

歴史都市
防災研究所

究論館

平井嘉一郎記念図書館

末川記念会館

アート
リサーチセンター

学生会館

創思館

駐輪場
（旧体育館）

存心館

歩行者の増加が想定され
歩道の再整備が必要

高低差があるため
安全で移動しやすい
歩道の整備が必要

バスプール

ロータリー

きぬかけの路に対して
の開き方の検討

キャンパスと
連携しやすい
整備を検討

【正門周辺の物理的変化】

①究論館建設（2015 年 4 月供用開始）

②平井嘉一郎記念図書館建設（2016 年 4 月開館予定）　

③旧堂本別邸、正門近くの民家 2013 年度本学所有

④未耐震建物（学生会館）の整備方針の検討

【キャンパス中心の物理的変化】

①現図書館の機能移転（2016 年 1 月使用中止見込み）　　②現図書館の解体予定

③学而館内の一部機能移転（2015 年 3 月）　　　　　　　④その他

１、グリーンプロムナード /MLA 軸（仮称）の形成

２、キャンパスモール（仮称）の創造

6.4 　リーディングプロジェクト

6.4.2　リーディングプロジェクトに設定した背景

エリアの特徴

・正門周辺エリアへ平井嘉一郎

記念図書館建設による新たな機

能参入に伴い、新たなニーズの

把握や安全・安心への対応など、

正門周辺の再整備方針を総合的

に検討する。

・正門という大学の顔となる場

所の整備方針を検討する。

・正門前にバス停があり、観光

客が多く行き来する立地を活か

した、地域連携や社会とのつな

がりという観点を発展させた環

境の創造、場の整備について検

討する。

・きぬかけの路の活性化につな

がる周辺用地の活用方針を検討

する。

エリアの特徴

・キャンパス中心エリアからの

図書館機能移転による、移動や

活動の行いやすいオープンス

ペースの形成を目指す。

・現図書館解体後、跡地の広場

としてのの整備方針について検

討する。

・大阪いばらきキャンパスに移

転した政策科学部、政策科学研

究科の利用スペースの活用計画

を検討する。

・キャンパスの中心として学生、

研究者の専門的な学びの拠点と

なる環境整備方針を検討する。

・学生、教職員の積極的な交流

を促す環境づくりを検討する。

図 6-2　正門周辺の現状課題整理

図 6-3　キャンパスモールの現状課題整理
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chapter 7

7.1　 ファシリティマネジメントの必要性

　　　7.1.1 　ファシリティマネジメントとは

　　　7.1.2 　運用の効率化を図る推進体制

7.2 　既存施設の考え方

　　　7.2.1 　既存施設改修・改築増加への対策　　　　

　　　7.2.2 　施設データの管理・更新

　　　7.2.3 　目指す空間の質の実現に向けた

　　　　　　　ライフサイクルコストの検討

7.3 　キャンパス整備の推進体制

　　　7.3.1 　施設整備の推進体制

　　　7.3.2 　最大限に施設や環境を活かすための

　　　　　　　施設管理・運営体制　

　良好なキャンパス環境の創造

に向け、継続的にキャンパス整

備を進めていくには、経営戦略

や管理・運営面とのすり合わせ

が不可欠であり、学園全体の

トータルファシリティマネジメ

ントの検討が不可欠となる。関

連各部局との協力のもと、フ

レームワークプランを踏まえな

がら検討を進めることが重要で

あり、具体的なアクションプラ

ンに繋げていくための必要予算

の算出や評価基準の設定とのす

りあわせなども必要となってく

る。

キャンパス整備における
ファシリティマネジメント
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7.1　 ファシリティマネジメントの必要性

　ファシリティマネジメントとして整理すべき一

般的な項目を右記する。これらの各項目について、

既存の考え方を整理し、各方針を関連づけた計画

が必要となる。ファシリティマネジメントを運用

するためには企画・管理・運営の主管が異なる既

存部局の横断的な連携強化により、運用の効率化

を図り、さらなる質の向上を目指すことが重要で

ある。

7.1　 ファシリティマネジメントの必要性

■財務管理

（資金調達、運用）

・各段階における施設整備関係経費の確保（企

画検討、施設整備、屋外環境整備、運営（光

熱水費）、保守点検、維持管理（清掃・備品

管理）、修繕・改修、人件費など）

・財政構造の把握と目的に応じた財源の活用

（補助金、自己収入、外部資金）

・限られた財源の適切な分配と優先度

・執行状況の把握

■品質管理

（企画、維持・管理・修繕計画）

・企画から運営、維持管理までの検討組織体

制の確立

・修繕依頼の流れと維持管理主体の明確化

・修繕計画作成（短期・中期・長期）

・保守点検、維持管理

・進捗の共有

・品質管理の均一化のための規定設定

■供給管理

（施設整備計画、面積の分配）

・施設概要の管理（構造、用途、築年数、面積等）

・利用状況の把握（利用目的、管理者、利用者）

・施設整備の優先度の明確化

・必要な面積を適切に分配し、施設の有効活

用につなげる

　キャンパス整備・施設保全、キャンパス管理、

キャンパス計画いずれも専門家を交えたフィジビ

リティスタディが必要となる。そのため、次のこ

とを行っていくための推進体制が必要となる。

・ファシリティマネジメントの計画立案

・各部局担当からの情報収集と現状評価

・施設管理の FM 推進体制

・情報の共有化

・適切な運営管理

　本学においては、キャンパス整備は財務部管財

課、キャンパス管理・施設保全は総務部総務課・

キャンパス事務課・地域連携課が担っている。ま

た、キャンパス整備事業を計画的に推進（キャン

パス計画）するための専門的検討機関として、キャ

ンパス計画室が設置され、事務局は総合企画部と

財務部が担っている。（2015 年 4 月現在）

7.1.1

ファシリティマネジメントとは

　立命館大学が目指す良質なキャンパス環境の創造に向け、持続的なキャンパス整備を進めていくため

には、そのための財源確保や実行のための経営戦略、施設マネジメントが必要であり、学園全体のファ

シリティマネジメント（FM）の考え方を活用することが有効である。財務・品質・供給の目標を設定し、

PDCA サイクルをまわすことで全学的な体制のもと、目標の達成と更なる改善を目指すことが可能とな

る。

7.1.2

運用の効率化を図る推進体制

ファシリティマネジメントの

一般的な配慮項目
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7.2　 既存施設の考え方

130624_年次的キャンパス整備課題の部局間調整のための図案

教育・研究における重要度レベル

老
朽
化・
安
全
性・
狭
隘
化
の
支
障
レ
ベ
ル

義務準義務サービス

深
刻

重
要

軽
微

１23

456

789

　施設や空間は造って終わりではなく、完成して

からの維持・保全が重要となる。建設費よりも多

額のライフサイクルコスト（ＬＣＣ）が必要とな

ることから適切なファシリティマネジメントが重

要となる。

7.2.1

既存施設改修・改築増加への対策

　この間、大阪いばらきキャンパス開設をはじめ、

衣笠キャンパスやびわこ・くさつキャンパスでの

再整備が続き、新棟の建設など相当数の建設事業

が継続してきている。今後は、新棟の建設に変わ

り既存施設のリノベーション（改修・改築など）

が主要な整備課題となることが想定される。将来

にわたり良好なキャンパスを維持するために、施

設の維持・管理・運営の強化が不可欠となる。

　改修・改築計画を進める際には、教学・研究に

おける重要度や老朽化・安全性などの緊急性など

を総合的に判断し、整備の優先順位を明確にする

ことが必要となる。特に、衣笠キャンパスにおい

ては建ぺい率が上限を迎えているため、計画的か

つ長期的な建替計画を検討することが極めて重要

となる。

7.2.2

施設データの管理・更新

　施設の維持・管理・運営においては、既存デー

タの管理や活用策の強化が求められる。衣笠キャ

ンパスには、古い建物が多く、ＣＡＤ化されてい

ない図面や的確なデータが残されていない場合が

ある。今後、建て替え計画や改修などを検討する

ために、既存資料の再整理や共有しやすい情報の

整理が求められる。

7.2.3

目指す空間の質の実現に向けた

ライフサイクルコストの検討

図7-1　施設整備における優先順位の設定イメージ

図 7-2　氷山に例えたライフサイクルコストのイメージ

イニシャルコスト

維持管理（ランニング）コスト

企画・設計・建設

運用
（光熱費）

保全

修繕・更新

その他
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　フレームワークプランで示し

た整備方針をプロジェクト毎に

あてはめ実現していく為には、

関連する複数の部局を横断した

推進体制が必要である。

・管理運営面との調整

・既存施設との調整

・全学課題との調整

7.3.1

施設整備の推進体制

　継続・更新・発展する大学経

営を支え、整備されたキャンパ

スを最大限に活用するための

ファシリティマネジメントが必

要である。長期的なキャンパス

コンセプト実現に向けたキャン

パス整備の手順や管理・運営体

制、計画・管理・運営の一体的

な評価体制の確立が必要であ

る。

7.3.2

最大限に施設や環境を活かす

ための管理・運営体制

7.3　 キャンパス整備の推進体制

学生

職員 教員

優れた教育・
研究環境インフラ
（キャンパスの骨格）

教学改革

図 7-3　みんなでつくっている推進体制イメージ

7.2　 既存施設の考え方
7.3　 キャンパス整備の推進体制
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chapter 8

8.1 　2011 年度までの検討内容

8.2 　2013 年度までの検討内容

8.3 　2014 年度の検討内容

　chapter 8 では、キャンパス

マスタープラン策定におけるこ

れまでの検討の流れと今後の検

討の進め方について確認する。

京都キャンパスマスタープラン

2014（4 月暫定版）では、2014

年度中に検討すべき課題を共有

し、関係部局による主体的な検

討と部課を超えた協力体制によ

り、目指すキャンパス像を確立

していくための手引きとして活

用された。

これまでの検討の流れと取り組み
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8.1 　2011 年度までの検討内容

8.1 　2011 年度までの検討内容

　「立命館大学キャンパス創造の基本構想」（2011.10.12 常任理事会）のなかで、当時は正式なキャン

パスマスタープランとしての位置づけが明確にはなされなかったものの、R2020 の前半期におけるキャ

ンパス整備計画として常任理事会に報告され、それを踏まえて具体的に正門横の体育館をキャンパス西

側の第２体育館および憩いの広場周辺へ移設し、その跡地に新棟 B（新構想図書館）を建設することが

確認され、現在「平井嘉一郎記念図書館」として建設工事が行われている。また、キャンパス東側には、

新たな土地の取得と合わせ新棟 A（大学院施設）の計画が承認され、「究論館」として 2015 年 3 月に竣

工した。加えて、大将軍用地を国際寮として活用する方針が示され、2015 年 4 月供用開始を目指すこ

とが確認され建設工事が進められている。(その後の検討において、2015年 9月供用開始と変更された)

[ 跡地利用の検討状況 ]

　学生会館：新棟を建設（用途は未定・要検討）

　現図書館：広場化（地下活用は検討が必要）

　学而館　：広場化（解体時期、地下活用は未検討）

【２０１１年度時点の検討状況】

・未耐震建物は今後解体する

　→対象建物：学生会館、現図書館

・その他将来解体が計画されている建物

　→学而館

2

衣笠キャンパスの将来の方向性

□ 将来への持続性
床面積確保のため北側へのボリウムシフト
斜面地の活用

（容積減を最小化、平均地盤面への配慮）
建替えスペースの確保
車動線をキャンパス外周へ
駐輪場を敷地外で、別途確保
正門再整備、東門周りの改善

□ 衣笠らしさ
わかりやすいオープンスペース （中庭、軸）
京都らしい街並み （大小路地、辻、小規模建物）
塀のないキャンパス、 周辺地域と行き来

□ 顔づくり
きぬかけの道に開く、観光客を導く
交流の場づくり （枠超え、学びのコミュニティへ）

□ 衣笠山の借景
緑への敬意 （地域と共有）
勾配屋根の建物群と緑 （伝統とエコ）

キャンパス～周辺地域へと連続

□ 安心･安全
学内はもとより地域の防災拠点としての役割を果す

衣笠キャンパスの将来の方向性

□ 将来への持続性
床面積確保のため北側へのボリウムシフト
斜面地の活用

（容積減を最小化、平均地盤面への配慮）
建替えスペースの確保
車動線をキャンパス外周へ
駐輪場を敷地外で、別途確保
正門再整備、東門周りの改善

□ 衣笠らしさ
わかりやすいオープンスペース （中庭、軸）
京都らしい街並み （大小路地、辻、小規模建物）
塀のないキャンパス、 周辺地域と行き来

□ 顔づくり
きぬかけの道に開く、観光客を導く
交流の場づくり （枠超え、学びのコミュニティへ）

□ 衣笠山の借景
緑への敬意 （地域と共有）
勾配屋根の建物群と緑 （伝統とエコ）

キャンパス～周辺地域へと連続

□ 安心･安全
学内はもとより地域の防災拠点としての役割を果す

キャンパス内の現状課題

＜骨格構成・動線＞

・西側に偏る人のバランス

・キャンパス内の見通し

・人車動線、駐輪場の改善

・周辺に配慮した出入口改善

・キャンパス周辺からの見え

・景観との調和（衣笠山）

＜骨格構成・動線＞

・西側に偏る人のバランス

・キャンパス内の見通し

・人車動線、駐輪場の改善

・周辺に配慮した出入口改善

・キャンパス周辺からの見え

・景観との調和（衣笠山）

＜学生生活・アメニティ＞

・飲食・健康・レクリエーション環境

・駐輪場配置、歩車分離、正門再

整備と東門周り等のアクセス改善

・学部を超えた居場所作り

（自習、憩い、集いの場）

・全体アメニティ向上

＜学生生活・アメニティ＞

・飲食・健康・レクリエーション環境

・駐輪場配置、歩車分離、正門再

整備と東門周り等のアクセス改善

・学部を超えた居場所作り

（自習、憩い、集いの場）

・全体アメニティ向上

＜施設機能＞

・教室の拡充

（稼働率、規模・配置適正化）

・教員研究室の増室

・学習図書館構想の早期実現

・教学改革対応

・課外自主活動設備の充実

＜施設機能＞

・教室の拡充

（稼働率、規模・配置適正化）

・教員研究室の増室

・学習図書館構想の早期実現

・教学改革対応

・課外自主活動設備の充実

１． 衣笠キャンパス（ＫＩＣ）の課題と整備方向

半地下空間の工夫 （明るい昇り庭）現キャンパスから見通す衣笠山（現状）

等持院

衣笠山

きぬかけの道
に開く

北側への
ボリウムシフト

南側は 将来低層化

外周 車動線

人の主動線（東西軸）

人
の

主
動
線

（
南

北
軸

）

東
側
は
将
来
低
層
化

周辺地域との調和、
アクセスが課題

周辺地域との調和、
アクセスが課題

東門の
アクセス改善

正門の再整備

山並みと調和する勾配屋根の建物群の例

キャンパス周辺環境からの課題

・北側に「きぬかけの道」が走るが、その存在を感じにくい

・衣笠山の麓に位置し、敷地が南に傾斜する（北斜面）

・周辺地区との間で、学生のアクセスに課題あり

5

アライバル

ポイント

アライバル

ポイント

アライバル

ポイント

等持院からの衣笠山の借景に配慮

■ 既存樹を継承したキャンパスモール(大路）

京都・衣笠Ｃ

「継承」
豊かな既存樹を緑の骨格として継承しつつ、歴史ある衣笠山との関係を顕在化させることにより、
これまで培われてきた歴史風土を継承するキャンパスを目指します。

◆衣笠山との緑の連続性
◆衣笠Cの歴史とともに生育してきた既存樹木のシンボライズ、人とのかかわりづくり

：緑のにじみだし

：オープンスペース

■豊かな緑を印象づける

グリーンプロムナード（大路）

：環境軸 ＝緑のネットワーク
＝眺望の確保
＝人の流れ

：コモン

ダイアグラム凡例

（小路）

（小路）

（小路）

（小路）

コモン配置はイメージです（今後要詳細検討）

（小路）

：レストラン

図 8-1　2011 年度のキャンパス計画検討資料

chapter 8



chapter 8
これまでの検討の流れと取り組み

RITSUMEIKAN KYOTO Campus Master Plan 2015 Ver.1096

図 8-2

キャンパスマスタープラン 2014（4 月暫定版）

　2013 年度には、R2020 の後半期におけるキャンパス整備課題の具体化に向けて、これまでのキャンパ

ス整備計画の検討を踏まえつつ、改めて正式にキャンパスマスタープランを策定したうえで、良好なキャ

ンパス環境整備を実現していけるよう具体的な検討を開始した。個別的・対処的な整備を避け、キャン

パス狭隘化の解消を図るとともに、キャンパスにおける利便性や快適性および質の向上について、中長

期的な視点を常に意識しながら「学生の視点・満足度」を最重視し、教育・研究において最先端の戦略

的な展開や学習者を中心にした継続的な取組み、研究分野も含む国際化の進展等に柔軟に対応していく

ためのものである。

　キャンパスマスタープラン策定に向けては、「京都キャンパス将来構想検討委員会」のもとにおかれ

た「2020 年までの京都キャンパスプラン策定部会」において集中して検討を開始し、今後、全学から

広く意見を聞きながら、キャンパスマスタープランにおけるフレームを形成する整備方針を固めていく

ためのたたき台としてのキャンパスマスタープランを作成してきた。2013 年度においては、立命館大

学キャンパスマスタープランの位置づけや役割、構成、達成方策などについて議論を深め、同時に策定

を進めているびわこ・くさつキャンパスマスタープランと共通のキャンパス整備の基本目標を策定した。

また、キャンパスマスタープラン策定に関する懇談や現地調査を実施するとともに、学内の既存データ

を活用しながら京都キャンパスの利用状況や整備状況、学内ニーズなど把握を進め、衣笠キャンパスに

おける目指すべき空間コンセプトや整備方針などの検討を深めた。

8.1.2

2013 年度までの検討内容

写真 8-1　若手懇談会の様子（2014 年 4 月）

8.2 　2013 年度までの検討内容
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　2013 年度までの検討の到達点を「京都キャンパスマスタープラン 2014（4 月暫定版）」としてまとめ、

京都キャンパス将来構想検討委員会（2014.06.25）において討議し、常任理事会（2014.07.02）へ報告

を行った。この時点でのマスタープランには記載すべき項目が全て掲載できていないことから、暫定版

という扱いとした。

　2014 年度は「京都キャンパスマスタープラン 2014（4 月暫定版）」で未記載であった項目を含め、フ

レームワークプランに反映させるための具体的な検討や学内意見を聞く取り組みを進めた。4 月には、

今後の立命館学園を担う若手職員が日頃感じているキャンパスに対する想いや課題について意見を聞く

ため、キャンパス計画室を中心に総合企画課との懇談の機会を設けたり、キャンパスマスタープラン

2014（4 月暫定版）を学内教職員にポータルを活用して公開し、パブリックコメントとして意見募集を

行った。2014 年度の後半期には、優先的かつ重点的に検討が必要な課題であった「交通」と「パブリッ

クスペース」について、「2020 年までの京都キャンパスプラン策定部会」のもとに、「パブリックスペー

ス及び交通計画検討作業グループ（以下、作業グループ）」を設置し、３回の作業グループと２回のワー

クショップを開催して関係部局によって現状と課題を共有しながら方針の検討が進められ、その内容を

フレームワークプランとしてまとめ、「京都キャンパスマスタープラン 2015Ver.1」へ反映することと

した。今後は、検討の到達点を踏まえながら、中長期的な視点で全体最適を見据えた R2020 後半期計画

の具体化につなげることとする。

8.1.3

2014 年度の検討内容

8.3 　2014 年度の検討内容

写真 8-2　作業グループのワークショップの様子（2015 年 1

月）

写真 8-3　作業グループのワークショップにおけるまとめ

（一例）（2015 年 1 月）

8.2 　2013 年度までの検討内容

8.3 　2014 年度の検討内容
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　立命館学園は、2000 年に創始 130 年、学園創立 100 周年を迎えた、日本の私立総合学園のなかでも、

歴史と伝統をもつ学園のひとつです。立命館学園は、現在、立命館大学、立命館アジア太平洋大学の 2

つの大学と、立命館小学校、立命館守山中学校・高等学校、立命館中学校・高等学校、立命館宇治中学

校・高等学校および立命館慶祥中学校・高等学校の 5つの附属校をもつ総合学園です。

　立命館の歴史は、近代日本の代表的な政治家で、国際人であった西園寺公望が、1869（明治 2）年、

20 歳の若き日に、京都御苑の邸内に私塾「立命館」を開設したことに始まります。その翌年、学生た

ちの高談放論を危険と見なした時の太政官留守官の差留命令により立命館は閉校を命じられますが、西

園寺の秘書を務めたこともある中川小十郎が、その精神を受け継いで、1900 年、勤労者のための夜学

校「京都法政学校」を設立しました。これが学園としての立命館の始まりです。その後、1913 年、京

都法政学校は、西園寺の承諾を得て、「立命館」の名称を継承し、今日に至っています。

　中川小十郎は、西園寺の「自由主義と国際主義」の精神を受け継ぎ、「自由にして清新」な学府、つ

まり自由にして進取の気風に富んだ学園の創造をめざしました。この精神は、立命館学園の建学の精神

として、今日まで受け継がれ、学園に集う者の心に息づいています。

　今日、立命館学園は、わが国でも最も積極的に大学改革、学園創造をすすめる学園として社会の高い

評価を受けています。このような本学園の先進性、創造性は、まさに「自由と清新」という建学の精神

に根ざすものにほかなりません。

建学の精神「自由と清新」
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　戦後、立命館学園は、末川博を総長に迎え、第二次世界大戦と十五年戦争に対する深い反省に立って、

憲法と教育基本法に基づく「平和と民主主義」を教学理念として掲げました。そして、建学の精神と教

学理念を、実際の教育や研究に生かすために様々な取り組みを行ってきました。 

　1960 年代には、それまでの法学部、経済学部、文学部、理工学部に加えて、1962 年には経営学部を、

1965 年には産業社会学部をそれぞれ開設しました。

　1987 年、理工学部に情報工学科を増設し、1988 年には西日本で最初の国際関係学部を設置しました。

さらに 1994 年、滋賀県草津市に「びわこ・くさつキャンパス（BKC）」を開設、理工学部を拡充移転し、

同時に衣笠キャンパスには、政策科学部を設置しました。1998 年には経済、経営両学部が BKC に移転し、

理工学部と共同した「文理融合キャンパス」を目指す、BKC 新展開が進められ、2000 年 4 月には、立命

館慶祥中学校・2003 年 4 月には、立命館宇治中学校が開校し一貫教育のさらなる充実がはかられました。

また、創立 100 周年を迎えた 2000 年に、「自由・平和・ヒューマニズム」、「国際相互理解」、「アジア太

平洋の未来創造」を基本理念とした立命館アジア太平洋大学（APU）が開学、2004 年には BKC に情報理

工学部を設置、2005 年にはテクノロジー ･ マネジメント研究科を設置しました。2006 年に開設した朱

雀キャンパスには経営大学院を、2007 年には公務研究科（公共政策大学院）を設置。さらに衣笠キャ

ンパスに映像学部を、また立命館守山中学校を開校するなど、学園は「自由と清新」の建学精神、「平

和と民主主義」の教学理念の上に立ち、それを具体的に活かしつつ、高等教育機関として今日の新しい

社会の要請に応える努力を、先進的、創造的に積み重ねています。1987 年、理工学部に情報工学科を

増設し、1988 年には西日本で最初の国際関係学部を設置しました。さらに 1994 年、滋賀県草津市に「び

わこ・くさつキャンパス（BKC）」を開設、理工学部を拡充移転し、同時に衣笠キャンパスには、政策科

学部を設置しました。1998 年には経済、経営両学部が BKC に移転し、理工学部と共同した「文理融合

キャンパス」を目指す、BKC 新展開が進められ、2000 年 4 月には、立命館慶祥中学校・2003 年 4 月には、

立命館宇治中学校が開校し一貫教育のさらなる充実がはかられました。また、創立 100 周年を迎えた

2000 年に、「自由・平和・ヒューマニズム」、「国際相互理解」、「アジア太平洋の未来創造」を基本理念

とした立命館アジア太平洋大学（APU）が開学、2004 年には BKC に情報理工学部を設置、2005 年にはテ

クノロジー･マネジメント研究科を設置しました。2006年に開設した朱雀キャンパスには経営大学院を、

2007 年には公務研究科（公共政策大学院）を設置。さらに衣笠キャンパスに映像学部を、また立命館

守山中学校を開校するなど、学園は「自由と清新」の建学精神、「平和と民主主義」の教学理念の上に

立ち、それを具体的に活かしつつ、高等教育機関として今日の新しい社会の要請に応える努力を、先進

的、創造的に積み重ねています。

教学理念「平和と民主主義」

建学の精神・教学理念

付
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 1

 

私たちは、立命館憲章の精神に則り、2020 年における立命館の学園像

として「学園ビジョン R2020」を掲げます。 

 

Creating a Future Beyond Borders 

自分を超える、未来をつくる。 
 

人類と地球の、持続可能で平和な未来をつくるために。 

私たちは、私たち自身の、組織の、地域や国の、制度の、さまざまな 

“ B o r d e r ”を超え、 

その力を発揮し、 

未来に貢献するスピリットあふれる学園になることをめざします。

自分を超える 

「自分」とは、一人ひとりの個であり、個が所属するさまざまな集まりでもあります。 

立命館学園での学びを通して、互いの価値を認め合いながら、 

それらが抱える境界や限界など既存の枠を超えて踏みだすことで 

私たちの可能性をひろげていきます。 

 

未来をつくる 

私たちは、多様なコミュニティをつくり、つながり、新しい価値を創造しながら、 

一人ひとりが自らの未来をつくりだすとともに、 

一人ひとりが未来の確かな力となる学園をつくります。
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学園ビジョンを支える３つの柱 

 

多様なコミュニティにおける主体的な学びの展開 

立命館学園は、知識の伝達という学びのスタイルにとらわれず、学習者がより主体的

に学び・成長することのできる場になるために、年齢、分野、国籍をはじめとする様々

な Border を超えて、ともに高めあうことのできる学習者中心のコミュニティづくりを進

めます。立命館学園は、ここで学ぶ人たちが自らの力で課題を見い出し、その解決方法

を考え、それを社会の様々な人たちとともに語らい・実行する人になることを、新しい

教育の目標とし、その実現をめざします。

人類・自然・社会に貢献する立命館らしい研究大学への挑戦 

 立命館学園は、分野、組織、年齢、時間、国境といった研究を取り巻く Border を超え、

学内外を問わず研究に携わる様々な人たちが学内外から集い、互いを高めあいながら、

研究の実を育むことのできる学園づくりを進めます。このために、一人ひとりの教員が

自らの研究に対し常に前向きに取り組むマインドを持つとともに、若手研究者が研究力

を大きく伸ばすことのできる学園となることをめざします。立命館学園は、ここで得ら

れた成果を国内外を問わず広く発信するとともに積極的に社会に役立てていきます。

学ぶことの喜びを実感できる学園づくり 

立命館学園は、年齢、性別、国籍、分野など様々な Border を超え、多くの人々が集い、

ともに学ぶことの喜びを実感できる学園づくりを進めます。ここに集う人たちは、地域

や世界とのつながりを知り、人類・自然とのかかわりを感じながら自らの成長と社会に

おける役割を認識します。このような立命館学園をここに集う人たちがともにつくり上

げていくことをめざします。

付
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１．国際社会と地域に貢献する開かれた学園へ

　「Creating a Future Beyond Borders 自分を超える、未来をつくる。」をめざし、以下の取り組みを

進めます。

(1) アジア太平洋地域に位置する学園として、グローバル化する社会のなかで、世界とつながり、他者

と共生し、平和な未来の創造に貢献する特色ある教育、研究、学園をめざします。

(2) 大学・学校・学部・研究科の質向上とともに、総合学園として未来の課題に応える新たな教育・研

究領域の創造を進めます。

(3) 国際通用性のある教育課程を通じた学びの中で、未来社会の主人公を育てる次代創造の場に相応し

い学園をめざします。

(4) 学内外を問わず研究に携わる様々な人たちが集い、互いを高めあいながら、教育・研究の実を育む

ことのできる学園をめざします。

(5) 一人ひとりの構成員の真摯な努力が豊かな学園づくりの大河となることをめざします。

(6) 一人ひとりが主人公となる、民主主義と平和の構築に貢献する学園をつくりだします。

(7) 国境を超えて多くの若人から選ばれる学園をめざします。

(8) 学内の諸機関との連携および立命館の海外オフィスを活用して国際産学官連携を進め、途上国およ

びその周辺地域の発展に貢献するとともに国際社会にその成果を発信します。

２．教育 －学びのコミュニティと学習者中心の教育－

　グローバル化する社会の期待に応え、社会を拓く人間の育成をめざして、以下の取り組みを進めます。

(1) グローバル化する社会で、国境・言語など様々な“Border”を超え、他者を理解しつつ、多様な個

をまとめ、自ら行動し、現代社会・国際社会の状況を切り拓くことができる人間を育成します。

(2) 確かな学力をもとに、高い倫理性をもって、個性豊かに世界で活躍できる人間を育成します。

(3) 正課・課外、国内・国外といった“Border”を超え学びあう多様な学びのコミュニティを形成し、

学習者中心の教育を進めます。

(4) 集団的な学びへの支援と、一人ひとりの個の視点からの支援を組み合わせた包括的な学習者支援を

実現します。

(5) 多面的アセスメントなどによる総合的な実態把握に基づいた学びと成長への支援を行います。

(6) 時代の要請と社会的期待に応える大学院を創造します。

(7) 立命館のコア人材を育成する小中高大一貫教育の一層の充実と発展をめざします。

３．研究 －特色あふれる「グローバル研究大学」をめざして－

　特色あふれる「グローバル研究大学」をめざして、以下の取り組みを進めます。

(1) 立命館らしい特色あふれる研究を推進します。

(2) 研究の国際化を重視したグローバルな展開を推進します。

(3) 知識基盤社会を支える学術研究を通じた人間育成、大学院博士課程の強化を含めた、研究者ライフ

コースの視点による若手研究者等の育成に努めます。

(4) 自然科学系、人文・社会科学系および融合した領域の研究を推進し、研究成果を広く社会に発信し

ます。

(5) 研究者が活き活きと研究に取り組める環境を醸成します。

基本計画
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４．総合学園づくり －教育・研究の質向上を支える学園創造－

　教育・研究の質向上を支える学園創造をめざして、以下の取り組みを進めます。

(1) 参加・参画による民主主義的な学園づくりをめざします。

(2) 活き活きと働くことができる学園づくりをめざします。

(3) 社会に貢献し、社会から支持される学園づくりをめざします。

(4) 国内外の社会的連携・ネットワークのさらなる強化をはかります。

(5) 総合学園として立命館大学と立命館アジア太平洋大学、各附属校との連携を一層強化します。

(6) 大学教員・附属校教員・職員の質の向上と体制の充実をめざします。

(7) 全ての大学・学校において学園全体としてのマスター・プランに基づくキャンパス創造に取り組み

ます。

５．教育・研究機関としての立命館の役割 －東日本大震災を受けて－

　3 月 11 日に発生した東日本大震災とその後の福島原子力発電所事故は、教育・研究機関としての大

学・学校の役割に新たな課題を突きつけています。復興へ向けた社会の要請を受けて、立命館は以下の

取り組みを進めます。

(1) 教育・研究機関として人類社会の未来を切りひらく役割と使命を果たすことをあらためて胸に刻み

ます。そして立命館として、被災地の復興、日本社会の再建に貢献する取り組みを長期にわたって全学

をあげて進めます。

(2) 日本社会の復興を担う人間の育成に取り組み、若者が存分に勉学を深める場としての学園づくりを

進めます。

(3) 教育・研究機関として、人と人やこころのつながり、人と社会のつながり、人と自然の共存、省エ

ネルギー・親環境社会、災害に強い社会といった震災後の新しい社会の構築に寄与すべく可能な限りの

努力を行います。

(4) 災害時における学生・生徒や教職員さらには校友・父母をはじめ学園に関る者の安全・安心の向上

に取り組みます。

(5) 地域の一員として、地域社会との連携を強め、災害時の地域社会の安全・安心を向上する役割を担

う学園創造を進めます。

付
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基本目標

(1)学習者が中心となる教育および包括的学習者支援を通じて総合的人間力をもった学生を育成します。

　立命館大学では、「総合的人間力」を持った学生を育成します。具体的には、1) 他者とともに学び、

相互の信頼と共感のなかで、一人ひとりが自己を確立していく、2 ) 社会とのかかわりのなかで活動し、

社会貢献を通じて成長していく、3) 国際社会における多文化共生と社会的な視野をもって判断し行動

していくことのできる学生を育成します。全ての学生がこのような人材養成像を踏まえ、一人ひとりの

自己実現を達成するため、以下の主要な基本目標を設定します。

①正課・課外の枠を超えた多様な「学びのコミュニティ」を形成します。

②一人ひとりの成長と集団の中での成長を重視した教学展開と支援を進めます。

③“Border”を超えて国内・国外の学生がともに学びあう国際教育の仕組みを構築します。

④多面的なアセスメントなどによる総合的な実態把握を基礎にした支援を進めます。

⑤キャリア形成の視点からの自己形成・成長支援を進めます。

⑥正課・課外の枠を超えた学びを実現するための環境・条件づくりと支援を構築します。

(2) 特色あふれる「グローバル研究大学」をめざします。

　大学における研究の社会的責務を果たすため、国際的な視点で研究に取り組み、その成果を社会に発

信するとともに、教育に還元するグローバル研究大学をめざします。このために、以下の基本目標を設

定します。

①立命館大学が、国内トップクラスの研究力量を有する大学としての地位を確立するとともに、国際

的に高い水準の特色ある研究拠点や研究分野を有する大学として認知されることをめざします。

②常に一段高い研究水準をめざし、研究に意欲的に取り組むような風土づくりや研究活動を支える研

究環境の整備を進めます。

③産学官連携活動を通じて、国・地方公共団体や産業界との受託研究・共同研究等を推進し、これら

の研究成果を広く社会に還元し、社会に貢献します。

(3) 教育、研究、学生生活を支えるキャンパスづくりを進めます。

　2020 年に向けて全ての学部・研究科の教学展開を実現させ、その質向上をはかるとともに、学生生活・

アメニティの改善、学生諸活動の施設等の充実、交通アクセス・通学条件の改善につながるものとして、

大阪茨木キャンパスの開設および既存キャンパスの整備を進めます。

①教育・研究の質向上を支えるキャンパスづくりを進めます。

②学生・院生の課外自主活動を支えるキャンパスづくりと各キャンパスの特色ある施設等の整備を進

めます。

③コミュニティスペースの配置を進めます。

④飲食・スポーツ等を含む学生・院生・教職員のアメニティの改善を進めます。

⑤地域との調和・地域への貢献をめざしたキャンパスづくりを進めます。

⑥安全・安心、親環境、地域防災拠点のキャンパスづくりを進めます。

立命館大学の基本計画
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「持続・循環可能な地球環境の未来」を

目指して

message

［環境負荷削減の中長期目標 ※］

年度・段階 2013年（達成状況） 2020 年（中期目標） 2050 年（長期目標）

エネルギー
［1m2 あたりの使用量 ］ 約 8.9%  削減 25%  削減 65%  削減

水
［1人あたりの使用量 ］ 約 2.3%  削減 25%  削減 50%  削減

―般廃棄物
［ 総量 ］ 25%  削減 50%  削減

教育・研究 環境意識の高い、様々な分野での地球環境保全、環境負荷低減活動のリーダー的人材輩出。キャンパスを実験フィールドとした産学連携の技術開
発へ繋げる事で社会に貢献し、併せて自らの環境負荷低減に繋がる好循環のサイクルを生み出す。

地域社会への展開 学生が中心となった地域貢献活動の充実、各キャンパス毎に行政と連携強化。

提携大学との連携 提携大学の環境負荷削減に対して協力することで世界的レベルでの温室効果ガス排出量削減等に貢献する。

情報公開 『見える化』により、学園構成員の一人ひとりが問題点を正しく認識し、その改善に向けて、積極的に取り組んでいくことで環境負荷低減に繋げる。

人間は水や食べ物を摂取することによって生命を維持し、様々な活

動を行なっています。また、衣服や住居をはじめとする生活の利便性

向上に資する製品の製造や、スポーツ・芸術・知的活動などの文化的な

営みにおいて、膨大なエネルギーを必要とします。生きることのみを

目的とした活動だけであれば、消費エネルギーは地球が持つ自然の循

環に包摂され、永続的な活動が可能です。

しかし、今や人類が必要とするエネルギーの総和はその枠組みを大

きく超え、地球環境は長らく保ってきていたこのバランスを失いつつ

あります。人間はその知的活動の成果である英知を結集し、高い倫理

観をもってこの問題を解決する責任を有しています。

立命館は学園の理念を表す立命館憲章において、「人類の未来を切り

拓くため、学問研究の自由に基づき普遍的な価値の創造と人類的諸課

題の解明」に向けて邁進することを宣言しています。人間を取り巻く

環境の維持、新たな循環システムの構築は、まさに私たちが志す「人類

の未来を切り拓く」取り組みに他なりません。自然科学のみならず、

社会制度・システムの再構築や人間の行動原理の理解と解明など、様々

な分野における人材育成と学術研究の追究は、本学園が果たすべき大

きな役割の一つであると考えています。

2011年3月11日、私たちは東日本大震災、大津波、そして福島第一原

子力発電所の事故、という人類史にも記録される大きく、また、新しい

質を伴った災害に見舞われました。

この間、日本はこの災害のもたらした日本社会への、地球規模の人類

への意味を深め、幾度も問い直しつつ、鎮魂と復旧、復興の取り組みを

進めてきました。今回の震災、原子力発電所事故が問いかけているも

のの一つは、科学技術に裏付けられた経済成長を第一とする社会のあ

り方、物質的豊かさを第一とする暮らしのあり方ではないでしょうか。

今、私たちは、科学技術の発展に支えられながらも自然と持続的に

共生し、個々人の個性を活かしながらも人々とつながり手を携えてい

く生き方を模索し始めています。いわば、20世紀型文明の限界が露呈

され、21世紀型文明の萌芽があちらこちらに見え始めているといえる

でしょう。私たち高等教育機関は、教育・研究を通して、今、見え始め

ている21世紀型文明を発見し育てていかなければなりません。日本の

復興、再生への取り組みこそが、これからの新しい時代を切り拓いて

いくことにつながるからです。

これは、未来に向かって進む立命館のビジョンです。私たち自身の

様々な境界や己の限界など既存の枠を超えて、学園全体が一丸となり、

教育・研究を通じて持続・循環可能な地球環境の「未来をつくる」決意

をここに表明いたします。

「立命館学園環境報告書」では、環境保全、環境負荷低減などに関す

る取り組み事例を紹介しています。本報告書を通して、立命館学園の

諸活動へのご理解を深めていただければ幸いです。

2014 年 12 月

学校法人立命館 総長

 川口 清史

Creating a Future Beyond Borders

自 分 を 超 え る 、未 来 を つ く る 。

※中長期目標とは、2010 年に地球環境委員会発足時に設定した環境負荷削減目標です。1㎡当りの年間エネルギー使用量（原単位・原油換算）を、2008 年度比で 2020 年までに▲ 25％、
2050 年までに▲ 65％の水準まで削減することを掲げています。

　立命館学園は、立命館憲章において、「人類の未来を切り拓くため、学問研究の自由に基づき普遍的

な価値の創造と人類的諸課題の解明」に向けて邁進することを宣言している。人間を取り巻く環境の

維持、新たな循環システムの構築は、まさに私たちが志す「人類の未来を切り拓く」取り組みに他な

らない。自然科学のみならず、社会制度・システムの再構築や人間の行動原理の理解と解明など、様々

な分野における人材育成と学術研究は、本学園が果たすべき大きな役割の一つであると認識する。

　立命館は、学園のビジョン「Creating a Future Beyond Borders 自分を超える、未来をつくる。」に

基づき、学園構成員が、既存の枠を超え学園全体が一丸となり、教育・研究を通じて持続・循環可能

な地球環境の「未来をつくる」決意をここに表明する。

　立命館は、「京都議定書」の実行等の社会的責任を果たすとともに、持続可能な社会実現に積極的に

貢献するため、温室効果ガス排出量削減を含む環境負荷低減の実現に向け、自主的な削減目標を設定し、

学園構成員一人ひとりが主体的に行動する。

［１］キャンパスのエネルギー、紙、水の使用量及び廃棄物の排出量を正確に把握し、分析、評価することで、

環境負荷の低減ならびにエネルギーコスト削減につなげる。キャンパス整備計画においてはエコキャン

パス化を追求する。

［２］小学、中学、高校、大学、大学院それぞれの世代に合わせた環境教育を推進するとともに、児童・生徒・

学生・大学院生による取り組みの支援を通じて、様々な分野で地球環境保全、環境負荷低減活動のリー

ダーとなる人材を育成する。

［３］キャンパスを産学連携の技術開発の実験フィールドとして研究活動に活用し、また自らの環境負荷低

減に繋げる。

［４］環境教育分野での、自治体・地域社会・NGO・NPO・他大学等との連携を推進する。

［５］情報公開を通じて、学園の環境への取り組みを『見える化』することにより、学園構成員の一人ひとり

がその到達点と課題を認識し、継続的に改善に取り組むサイクルを創り上げ、持続的な環境負荷低減の

実現を目指す。
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2 in1印刷
資料配付ではなく
データ配信

約284万個分

富士山の
約3倍

両面印刷

●紙使用量を減らす取り組み

●高さ換算（A4換算、500枚＝約4.5cmとして）

●トイレットペーパー換算（A4換算250枚＝1kg、古紙1kgあたり約6個再生として）

約10,650m

A4用紙

古紙1kg 約6個

立命館学園の環境マネジメントシステム

本委員会は学生、生徒・児童、教員、職員が学園全体で環境問題に取り組むために 2010 年 2 月 1 日に発足しました。
学園全体の地球環境貢献への取り組みを検討・立案し、その実施を主導する組織です。

幹事会事務局

地球環境委員会

■ 校地・校舎面積（2014 年 3 月 31 日現在 ※長岡京のみ7月31日現在）

立命館学園概要

キャンパス 土地面積 延床面積

朱雀キャンパス 8,119.02㎡ 27,138.68㎡

衣笠キャンパス 132,339.62㎡ 162,010.49㎡

びわこ・くさつキャンパス 675,111.88㎡ 236,271.30㎡

立命館アジア太平洋大学 423,419.10㎡ 106,813.48㎡

立命館中学校・高等学校（深草） 70,006.64㎡ 21,858.20㎡

キャンパス 土地面積 延床面積

立命館中学校・高等学校（長岡京） 42,480.00㎡ 37,827.63㎡

立命館宇治中学校・高等学校 135,031.02㎡ 27,559.43㎡

立命館慶祥中学校・高等学校（北海道） 239,392.24㎡ 20,866.57㎡

立命館守山中学校・高等学校（守山） 67,456.23㎡ 22,358.84㎡

立命館小学校（北大路） 9,775.00㎡ 18,122.78㎡

名称 創立者 創立年学校法人立命館 中川小十郎 1900 年（明治 33 年）（私立京都法政学校）

■ 教職員数（2014 年 5 月 1 日現在） ■ 学生・生徒数（2014 年 5月 1 日現在）

立命館大学教員 1,269名

立命館アジア太平洋大学教員 174名

小学校・中学校・高等学校教員 515名

学校法人立命館職員 1,425名

立命館大学 小学校・中学校・高等学校

立命館アジア太平洋大学

◉ 立命館中学校・高等学校 ………………… 1,732 名
◉ 立命館宇治中学校・高等学校……………1,608 名
◉ 立命館慶祥中学校・高等学校……………1,429 名
◉ 立命館守山中学校・高等学校 ……………1,362 名
◉ 立命館小学校 …………………………… 720 名

大学 32,449 名 2,779 名大学院

大学 5,480 名 157 名大学院

環境施設部会
エネルギーや水の使用量、廃棄物量などを継続して把握することでそれらを“見える化”します。
その実態を受けて、削減対策を検討し、計画を立てる部会です。学園だけで取り組みを進めるこ
とが難しい場合は関係事業者と連携を行うこともしています。

APU部会
APU（立命館アジア太平洋大学）における環境教育や研究の推進を図り、教職員が一丸となって環境
改善に関する取り組みを推進しています。また、APUには学生寮のAPハウスがありますので、そこ
でも地球環境改善に関する取り組みを行っています。

学生部会 学生中心の環境活動組織の設立と活動支援、各環境活動組織の連携を推進しています。

生徒・児童部会
生徒・児童中心の環境活動組織を設立し、活動を支援している部会です。各環境活動組織の連携を
推進したり、一貫教育における教育プログラムの検討も行っています。

環境教育・研究部会
環境に関する授業や研究数の現状を継続的に把握していき、授業や研究の質がさらに充実するよ
う検討し、計画を立てていく部会です。環境関連のシンポジウムや講演会を開催し、学生が主体と
なった教育プログラムの検討なども行っています。

環境広報部会

環境に関する報告書の作成や公開を積極的に行う部会です。環境関連の公開講座の現状把握と発
信力の向上を目指しています。立命館大学のホームページでもeco+R（エコール）という環境に関
するホームページを開設し、省エネルギーの取り組みを促すページや節電を呼びかけるポスター
など公開しています。

各 キ ャ ンパス で 購 入 し た コピ ー 用 紙 をA4 に 換 算

して使用枚数を算出しました。キャンパス別に紙使

用 枚 数 を 比 較 す る と、2013 年 度 の 使 用 枚 数 は 立 命

館 学 園 全 体 で 118,335,250 枚 で、最 も 多 い の はBKC

（39,536,875 枚）、次いで衣笠キャンパス（38,623,500

枚）でした。学園全体では 2012 年度より 2013 年度は

やや減少傾向にあります。

2013 年度に使用した紙使用枚数をA4 に換算して積

み重ねると、高さは約 10,650 ｍとなります。これは

富士山の高さの約 3 倍にもなります。また、トイレッ

トペーパーは古紙 1kgから約 6 個再生されますが、使

用した紙が全て古紙再生されたと仮定すると、約 284

万個分のトイレットペーパーを再生できます。 トイ

レットペーパーの一人あたり年間使用量を約 50 個と

すると約 56,800 人分に相当します。

両面印刷や 2in1 印刷にする、紙の資料配布をせず

にデータ配信する等の工夫を徹底することにより、紙

使用量を減らす取り組みをさらに進めます。

製紙メーカー
古 紙 を 溶 か し て インク・
異物等を除去し、再生パ
ルプをつくる。再生紙か
ら製品へ。

学校
古紙を種類別に大きく分
ける。（新聞・コピー用紙
等、古雑誌、ダンボール類）

古紙

再生パルプ
▼

再生紙、製品

選別・プレス立命館学園では、

年間約471t（※）の
紙ごみを古紙回収して
頂いています。

※学園全体での紙ゴミの再生
利 用 量 の 2013 年 度 実 績。

（ 紙 ゴミ、新 聞 紙、雑 誌、ダ
ンボ ー ル、OA用 紙、機 密 文
書、シュレッダー紙など）不
明分を除く。

古紙回収業者
古 紙 を 回 収 し、種 類 別
に 選 別 し て プレス 加 工
する。

■ 2011年度      ■ 2012年度      ■ 2013年度

［大 学］ ［附 属 校］

深草 宇治 慶祥 守山 小学校

単位［枚］ 単位［枚］
60,000,000

50,000,000

40,000,000

30,000,000

20,000,000

10,000,000

0

15,000,000

12,000,000

9,000,000

6,000,000

3,000,000

0
衣笠BKC APU 朱雀

［紙リサイクルの仕組み］

［年間紙使用量］

“ごみを出さない”

“物を繰り返し使う”

“再生資源として利用する”

リデュース

リユース

リサイクル

3R
を心がけましょう

＊立命館中学校・高等学校は、2014 年 9 月に深草から長岡京へ移転しました。本紙中の各データは、深草のものです。
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「持続・循環可能な地球環境の未来」を

目指して

message

［環境負荷削減の中長期目標 ※］

年度・段階 2013年（達成状況） 2020 年（中期目標） 2050 年（長期目標）

エネルギー
［1m2 あたりの使用量 ］ 約 8.9%  削減 25%  削減 65%  削減

水
［1人あたりの使用量 ］ 約 2.3%  削減 25%  削減 50%  削減

―般廃棄物
［ 総量 ］ 25%  削減 50%  削減

教育・研究 環境意識の高い、様々な分野での地球環境保全、環境負荷低減活動のリーダー的人材輩出。キャンパスを実験フィールドとした産学連携の技術開
発へ繋げる事で社会に貢献し、併せて自らの環境負荷低減に繋がる好循環のサイクルを生み出す。

地域社会への展開 学生が中心となった地域貢献活動の充実、各キャンパス毎に行政と連携強化。

提携大学との連携 提携大学の環境負荷削減に対して協力することで世界的レベルでの温室効果ガス排出量削減等に貢献する。

情報公開 『見える化』により、学園構成員の一人ひとりが問題点を正しく認識し、その改善に向けて、積極的に取り組んでいくことで環境負荷低減に繋げる。

人間は水や食べ物を摂取することによって生命を維持し、様々な活

動を行なっています。また、衣服や住居をはじめとする生活の利便性

向上に資する製品の製造や、スポーツ・芸術・知的活動などの文化的な

営みにおいて、膨大なエネルギーを必要とします。生きることのみを

目的とした活動だけであれば、消費エネルギーは地球が持つ自然の循

環に包摂され、永続的な活動が可能です。

しかし、今や人類が必要とするエネルギーの総和はその枠組みを大

きく超え、地球環境は長らく保ってきていたこのバランスを失いつつ

あります。人間はその知的活動の成果である英知を結集し、高い倫理

観をもってこの問題を解決する責任を有しています。

立命館は学園の理念を表す立命館憲章において、「人類の未来を切り

拓くため、学問研究の自由に基づき普遍的な価値の創造と人類的諸課

題の解明」に向けて邁進することを宣言しています。人間を取り巻く

環境の維持、新たな循環システムの構築は、まさに私たちが志す「人類

の未来を切り拓く」取り組みに他なりません。自然科学のみならず、

社会制度・システムの再構築や人間の行動原理の理解と解明など、様々

な分野における人材育成と学術研究の追究は、本学園が果たすべき大

きな役割の一つであると考えています。

2011年3月11日、私たちは東日本大震災、大津波、そして福島第一原

子力発電所の事故、という人類史にも記録される大きく、また、新しい

質を伴った災害に見舞われました。

この間、日本はこの災害のもたらした日本社会への、地球規模の人類

への意味を深め、幾度も問い直しつつ、鎮魂と復旧、復興の取り組みを

進めてきました。今回の震災、原子力発電所事故が問いかけているも

のの一つは、科学技術に裏付けられた経済成長を第一とする社会のあ

り方、物質的豊かさを第一とする暮らしのあり方ではないでしょうか。

今、私たちは、科学技術の発展に支えられながらも自然と持続的に

共生し、個々人の個性を活かしながらも人々とつながり手を携えてい

く生き方を模索し始めています。いわば、20世紀型文明の限界が露呈

され、21世紀型文明の萌芽があちらこちらに見え始めているといえる

でしょう。私たち高等教育機関は、教育・研究を通して、今、見え始め

ている21世紀型文明を発見し育てていかなければなりません。日本の

復興、再生への取り組みこそが、これからの新しい時代を切り拓いて

いくことにつながるからです。

これは、未来に向かって進む立命館のビジョンです。私たち自身の

様々な境界や己の限界など既存の枠を超えて、学園全体が一丸となり、

教育・研究を通じて持続・循環可能な地球環境の「未来をつくる」決意

をここに表明いたします。

「立命館学園環境報告書」では、環境保全、環境負荷低減などに関す

る取り組み事例を紹介しています。本報告書を通して、立命館学園の

諸活動へのご理解を深めていただければ幸いです。

2014 年 12 月

学校法人立命館 総長

 川口 清史

Creating a Future Beyond Borders

自 分 を 超 え る 、未 来 を つ く る 。

※中長期目標とは、2010 年に地球環境委員会発足時に設定した環境負荷削減目標です。1㎡当りの年間エネルギー使用量（原単位・原油換算）を、2008 年度比で 2020 年までに▲ 25％、
2050 年までに▲ 65％の水準まで削減することを掲げています。

　立命館学園は、立命館憲章において、「人類の未来を切り拓くため、学問研究の自由に基づき普遍的

な価値の創造と人類的諸課題の解明」に向けて邁進することを宣言している。人間を取り巻く環境の

維持、新たな循環システムの構築は、まさに私たちが志す「人類の未来を切り拓く」取り組みに他な

らない。自然科学のみならず、社会制度・システムの再構築や人間の行動原理の理解と解明など、様々

な分野における人材育成と学術研究は、本学園が果たすべき大きな役割の一つであると認識する。

　立命館は、学園のビジョン「Creating a Future Beyond Borders 自分を超える、未来をつくる。」に

基づき、学園構成員が、既存の枠を超え学園全体が一丸となり、教育・研究を通じて持続・循環可能

な地球環境の「未来をつくる」決意をここに表明する。

　立命館は、「京都議定書」の実行等の社会的責任を果たすとともに、持続可能な社会実現に積極的に

貢献するため、温室効果ガス排出量削減を含む環境負荷低減の実現に向け、自主的な削減目標を設定し、

学園構成員一人ひとりが主体的に行動する。

［１］キャンパスのエネルギー、紙、水の使用量及び廃棄物の排出量を正確に把握し、分析、評価することで、

環境負荷の低減ならびにエネルギーコスト削減につなげる。キャンパス整備計画においてはエコキャン

パス化を追求する。

［２］小学、中学、高校、大学、大学院それぞれの世代に合わせた環境教育を推進するとともに、児童・生徒・

学生・大学院生による取り組みの支援を通じて、様々な分野で地球環境保全、環境負荷低減活動のリー

ダーとなる人材を育成する。

［３］キャンパスを産学連携の技術開発の実験フィールドとして研究活動に活用し、また自らの環境負荷低

減に繋げる。

［４］環境教育分野での、自治体・地域社会・NGO・NPO・他大学等との連携を推進する。

［５］情報公開を通じて、学園の環境への取り組みを『見える化』することにより、学園構成員の一人ひとり

がその到達点と課題を認識し、継続的に改善に取り組むサイクルを創り上げ、持続的な環境負荷低減の

実現を目指す。

行動指針

立 命 館 環 境 行 動 指 針

2014 年 11 月 26 日

学校法人立命館

2 3
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　立命館は、スポーツを人類共通の文化としてその意義と価値を享受することが、個人の幸福と、社会

の平和と繁栄にとって不可欠なものであると考え、「立命館憲章」に基づきスポーツを学園づくりのた

めの重要な要素として位置付ける。

　立命館は、多様な学びの機会の創造という観点から、スポーツを児童・生徒・学生の「学びと成長の

場」と見なし、スポーツの振興と発展に努めてきた。時代の変化に対応し、これまで以上に社会の要請

に応えることができる人材を育成するとともに、スポーツの持つ力と役割を改めて学内外に示すことを

目的とし、ここに立命館スポーツ宣言を定める。

　立命館は、建学の精神と教学理念に基づき、高い水準で、スポーツの振興と発展を担い「未来を信じ、

未来に生きる」の精神をもった人間の育成に努める。

　立命館は、学祖西園寺公望の「自由主義と国際主義」の精神を受け継ぎ、スポーツの持つ力が言葉や

文化、さらには民族、国境を越えた相互理解の手段となると考え、スポーツを通じて、自由にして進取

の気風に富んだ国際平和と国際交流に寄与することのできる地球市民の育成に努める。

　立命館は、私立の総合学園として、その教育課程においてスポーツをとおした全人教育を実践すると

ともに、クラブ・サークルをはじめとした課外自主活動の振興・発展と環境整備に努める。

　立命館は、障がいの有無に関わらず、すべての学園構成員に、スポーツに参加する基本的権利を尊重

すると共に、スポーツを日常生活に根付かせ、心身ともに健康な暮らしのために生涯にわたってスポー

ツに親しむことを奨励する。

　立命館は、スポーツの文化価値とその教育における意義を深く認識し、スポーツに関する諸分野での

教育・研究を高い水準で推進し、わが国のスポーツの振興・発展をリードする存在となるよう努める。

　立命館は、スポーツが学園の理念を具現化する力を持ち、校友・父母を含む学園関係者が一体となる

ことに貢献し、学園の発展を促す重要な原動力となると考え、この振興と発展に努める。

　立命館は、スポーツを通じて、老若男女を越えた地域コミュニティの形成と発展に携わり、地域社会

の健康で豊かなコミュニティづくりに貢献することを社会的役割の一つとする。

2014 年 4 月 9 日

学校法人立命館

立命館スポーツ宣言

立命館スポーツ宣言
立命館環境行動指針

付
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■西園寺記念館

・氷室地区地区計画区域 ・風致地区第３種地域 ・近景デザイン保全区域　

■原谷グラウンド

・準工業地域および調整区域 ・山ろく型建造物修景地区および風致地区第２種地域 ・遠景デザイン保全区域

■柊野グラウンド

・調整区域 ・風致地区第２種地域 ・遠景デザイン保全区域

立命館大学が所有する敷地の京都市都市計画図
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■インターナショナルハウス常盤

■インターナショナルハウス宇多野

■インターナショナルハウス大将軍

・第一種住居専用地域

・第一種住居専用地域

・第一種および二種中高層住居専用地域

・風致地区第１種地域 ・遠景デザイン保全区域

・遠景デザイン保全区域

・遠景デザイン保全区域　・山ろく型建造物修景地区

・山並み背景型建造物修景地区

立命館大学が所有する敷地の京都市都市計画図

付
録



付録

RITSUMEIKAN KYOTO Campus Master Plan 2015 Ver.1112 RITSUMEIKAN KYOTO Campus Master Plan 2015 Ver.1

付録

112

会議記録



RITSUMEIKAN KYOTO Campus Master Plan 2015 Ver.1 113

【京都キャンパス将来構想検討委員会】 【2020年までの京都キャンパスプラン策定部会】
委員長　 中村　正 総長特別補佐 部会長 中村　正 総長特別補佐
委員 國廣　敏文 常務理事（学生担当） 部会長代理 赤井　正二 総合企画室長

竹濵　修 法学部長 副部会長 及川　清昭 キャンパス計画室室長
有賀　郁敏 産業社会学部長 メンバー 米山　裕 教学部長
文　京洙 国際関係学部長 サトウタツヤ 研究部長
桂島　宣弘 文学部長 佐藤　敬二 学生部長
品田　隆 映像学部長 石原　直紀 国際部長
松原　洋子 先端総合学術研究科長 高嶋　正晴 産業社会学部教授
田浦　秀幸 言語教育情報研究科長 小関　素明 総合研究機構長
荒木　穗積 応用人間科学研究科長 石坂　和幸 教学部次長
松宮　孝明 法務研究科長 淺野　昭人 学生部次長
鵜養　幸雄 公務研究科長 川口　潔 財務部次長
宮井　雅明 法学部副学部長 事務局長 武田 史朗 キャンパス計画室副室長
竹内　謙彰 産業社会学部副学部長 事務局 松井　かおり 教務課長
末近　浩太 国際関係学部副学部長 各務　宇春 教務課長補佐
河原　典史 文学部副学部長 辻井　英吾 学生オフィス（衣笠）課長
鈴木　岳海 映像学部副学部長 片岡　達彦 ﾘｻｰﾁｵﾌｨｽ（衣笠）課長
平野　仁彦 図書館長 斎藤　富一 ﾘｻｰﾁｵﾌｨｽ（衣笠）課長補佐
米山　裕 教学部長 植松　幹雄 管財課長
サトウ　タツヤ 研究部長 竹田　佳正 管財課長補佐
小関　素明 衣笠総合研究機構長 河内　一泰 衣笠キャンパス事務課長
石原　直紀 国際部長 五坪　智彰 総合企画課長
佐藤　敬二 学生部長 大藪　康成 総合企画課長補佐
及川　清昭 キャンパス計画室長 長倉　明子 総合企画課
武田　史朗 キャンパス計画室副室長 堀　麻里子 総合企画課
志方　弘樹 財務部長
山本　修司 教学部事務部長
木田　成也 総合企画部長
川口　潔 財務部次長

事務局長 赤井　正二 総合企画室長
事務局 松井　かおり 教務課長

各務　宇春 教務課長補佐
臼井　文子 図書館サービス課長
中島　麻恵 図書館サービス課長補佐
相根　誠 情報システム部長
藤田　直孝 大学院課長
本田　容子 大学院課
植松　幹雄 管財課長
竹田　佳正 管財課長補佐
本田　和馬 管財課
古田　わか奈 管財課
植木　泰江 総合企画部次長
五坪　智彰 総合企画課長
大藪　康成 総合企画課長補佐
長倉　明子 総合企画課
堀　麻里子 総合企画課

2013 年度の検討組織名簿

※上記の構成は 2013 年度の体制を示しており、構成員・役職は全て当時のものである。

会議記録
2013 年度の検討組織名簿

付
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【京都キャンパス将来構想検討委員会】
委員長 中村　　正　 総長特別補佐

（2015.01～委員に変更）
市川　正人 副総長

（2015.01～）
委員 國廣　敏文　 学生担当常務理事

（～2014.12）
建山　和由 常務理事（企画担当）

（2015.01～）
竹濵　修 法学部長
有賀　郁敏　 産業社会学部長
文　　京洙　 国際関係学部長
藤巻　正己　 文学部長
品田　　隆　 映像学部長
松原　洋子  先端総合学術研究科長
田浦　秀幸　 言語教育情報研究科長

　　　　　　　荒木　穂積  応用人間科学研究科長
         　　松宮　孝明　 法務研究科長
　　　　　　　鵜養　幸雄　 公務研究科長
　　　　　　　樋爪　　誠　 法学部副学部長

竹内　謙彰　 産業社会学部副学部長
君島　東彦　 国際関係学部副学部長
中本　　大　 文学部副学部長
中村　彰憲　 映像学部副学部長
平野　仁彦　 図書館長
米山　　裕　 教学部長
サトウタツヤ 研究部長
小関　素明　 衣笠総合研究機構長
石原　直紀　 国際部長
山本　　忠　 学生部長
森田　真樹　 教学部副部長
及川　清昭　 キャンパス計画室長
武田　史朗　 キャンパス計画室副室長
志方　弘樹　 財務部長
山本　修司　 教学部事務部長
木田　成也　 総合企画部長・国際部付部長
川口　　潔　 財務部次長

事務局長 赤井　正二　 総合企画室長
事務局 菊池　ゆかり 教学部次長

松井　かおり 教務課長
各務　宇春 教務課課長補佐
臼井　文子 図書館サービス課長
中島　麻恵 図書館サービス課長補佐
相根　誠 情報システム部長
藤田　直孝 大学院課長
本田　容子 大学院課
田中　伸弥 大学院課
植松　幹雄 管財課長
竹田　佳正 管財課長補佐
本田　和馬 管財課
古田　わか奈 管財課
植木　泰江 総合企画部次長
五坪　智彰 総合企画課長
大藪　康成 総合企画課長補佐
長倉　明子 総合企画課
堀　麻里子 総合企画課

【2020年までの京都キャンパスプラン策定部会】
部会長　　 中村　正 総長特別補佐

（2015.01～メンバーに変更）
部会長代行 赤井　正二　 総合企画室長

（2015.01～部会長）
副部会長 及川　清昭　 キャンパス計画室長
メンバー　 森田　真樹　 教学部副部長
　　　　　 サトウタツヤ 研究部長

山本　忠　　 学生部長
　　　　　 石原　直紀　 国際部長
　　　　　 高嶋　正晴　 産業社会学部教授

小関　素明　 衣笠総合研究機構長
石坂　和幸　 教学部次長
淺野　昭人　 学生部次長
川口　潔　　 財務部次長

事務局長 武田　史朗　 キャンパス計画室副室長
事務局　　　 松井　かおり 教務課長

各務　宇春 教務課長補佐
辻井　英吾 学生オフィス（衣笠）課長
植松　幹雄 管財課長
竹田　佳正 管財課長補佐
河内　一泰 衣笠キャンパス事務課長
五坪　智彰 総合企画課長
大藪　康成 総合企画課長補佐
長倉　明子 総合企画課
堀　麻里子 総合企画課

2014 年度の検討組織名簿
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【パブリックスペースおよび交通計画検討作業Ｇ】
グループ長 山本　忠 学生部長
メンバー 森田　真樹 教学部副部長

及川　清昭 キャンパス計画室長
武田 史朗 キャンパス計画室副室長
大島 英穂 国際部事務部長
石坂　和幸 教学部次長
淺野　昭人 学生部次長
川口　潔 財務部次長

専門委員 塚口　博司 理工学部教授
事務局長 八重樫　文 総合企画室副室長
事務局 松井　かおり 教務課長

各務　宇春 教務課
辻井　英吾 学生オフィス
曽谷　直樹 学生オフィス
植松　幹雄 管財課長
竹田　佳正 管財課長補佐
河内　一泰 衣笠キャンパス事務課長
河内　明子 衣笠国際課長
五坪　智彰 総合企画課長
大藪　康成 総合企画課長補佐
長倉　明子 総合企画課
堀　麻里子 総合企画課

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 桂　良太郎 学生部副部長
笹本　賢吾 笹本設計事務所
佐藤　由紀 生協常務理事

【若手職員懇談会】
参加者 下井　康弘 産業社会学部事務室

山本　有香 文学部事務室
森本　悠 国際関係学部事務室
小倉　智恵 映像学部事務室
白藤　遼太 教務課
森川　渚 言語教育企画課
田中　伸弥 衣笠大学院課
今川　新悟 教育開発支援課
奥田　修子 学生オフィス(衣笠)
豊島　拓 学生オフィス(衣笠)
中嶋　友樹 スポーツ強化オフィス(衣笠)
北爪　裕 図書館サービス課
兼子　美咲 情報システム課
堀井　崇道 情報基盤課
切石　麻美 高大連携課
本山　茂伸 管財課

以下、懇談会事務局
建山　和由 常務理事（教学担当）
及川　清昭 キャンパス計画室長
菊池　ゆかり 教学部次長
竹田　佳正 管財課長補佐
五坪　智彰 総合企画課長
長倉　明子 総合企画課
堀　麻里子 総合企画課
植田　依子 総合企画課

※上記の構成は 2014 年度の体制を示しており、構成員・役職は全て当時のものである。

【参考資料】201４年度後半期の検討・推進体制（2015年1月以降）（2015.1.26時点）

常

任

理

事

会

R2020後半期での学びの立命館モデル具
体化にむけた諸課題の検討

学びの立命館モデル具体化委員会

大学院改革推進委員会

大学院政策WG答申の具体化

教学・経営特別委員会

教学と財政の接点となる諸課題推進

立命館大学グローバル・

イニシアティブ推進本部

グローバル展開、SGU申請構想具体化

BKC将来構想検討委員会

BKC全体の教学構想および施設整計画
の検討

人間系大学院と人間系新学部(京都)の検討

人間系(人間発達・教育系)新学部・新研究科開設準備委員会

OIC総合心理学部の設置構想の具体化

総合心理学部設置委員会

京都ｷｬﾝﾊﾟｽ全般の教学構想および

施設整備計画の検討

京都ｷｬﾝﾊﾟｽ将来構想検討委員会

大学学齢期以外の教育展開具体化委員会

社会人等対象の新たな教育展開の具体化

ANUとの共同学士課程構想検討WG

ANUとの協議、基本フレーム設計

教職大学院の設置構想の具体化

教職研究科（教職大学院）設置委員会

食関連分野新学部・大学院構想具体化委員会

食関連学部・研究科構想の検討

自立した学習者育成、

初年次の学びの質向上

学習・学習支援の

あり方検討部会

学びの立命館モデルを
支える諸制度の検討

学年暦等教学

制度部会

幹事会

全学課題、学部・研究科と
の連携、支援体制など

日本型ファウンデーション
コース検討WG

留学生の大学進学準備コース

アジア・日本研究

センターWG

アジア研究・日本研究、
国内外への発信

東アジア・グローバル

リーダー育成プログラム

検討WG

日中韓等、大学共同プログラ
ムの開発

理工系新棟検討
WG

理工系新棟Ⅰ・Ⅱ

の具体化

生命科学部・薬学部
将来構想検討部会

生命科学部・薬学部の
将来構想の検討

2015年度以降の
BKC整備計画検

討部会

経営学部OIC展開後

のキャンパス計画の
検討

BKCスポーツ健

康コモンズ検討
WG

新体育館の具体化

2020年までのマスタープ
ラン策定

京都キャンパスプラン

策定部会

教学課題

生涯教育
課題

国際化
課題

教学・経
営課題

大学院
課題

ＢＫＣ
課題

京都
課題

ＯＩＣ
課題

幹事会

教学・経営の観点からの政
策課題の検討 独立研究科の教学・組織構造のあ

り方について検討する部会

経営系3研究科、言語研、応用研等の
教学・組織のあり方検討

2015年度開設にむけた課題推進

大阪いばらきキャンパス

開設準備委員会

教育課程の検討

総合心理学部

教育課程検討委員会

人事の検討

総合心理学部

人事委員会

緑地計画具体化
WG

緑地計画の具体化

社系施設課題

検討WG

社系施設のあり方

パブリックスペース及び交通計画
検討作業グループ

パブリックスペース・交通計画の検討

副学部長等との
課題調整

調整会議

学部長・研究科長
との情報共有

幹事会

開設記念事業の企
画と準備

開設記念事業企
画実行委員会

「R2020後半期及び以降の基本政策」の具体化、R2020後半期計画要綱の策定に向けた検討体制（別途調整）

2014 年度の検討組織名簿

付
録
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【京都キャンパス将来構想検討委員会】
委員長 市川　正人 副総長
副委員長 中村　正 学長特別補佐
委員 渡辺　公三 副総長（2015.7～）

建山　和由 常務理事(企画担当)
総合企画室長

宮井　雅明 法学部長
有賀　郁敏 産業社会学部長
文　京洙 国際関係学部長
藤巻　正己 文学部長
品田　隆 映像学部長
西　成彦 先端総合学術研究科長
田浦　秀幸 言語教育情報研究科長

　　　　　　　荒木　穗積 応用人間科学研究科長
         　　松宮　孝明 法務研究科長
　　　　　　　鵜養　幸雄 公務研究科長
　　　　　　　高橋　直人 法学部副学部長

竹内　謙彰 産業社会学部副学部長
星野　郁 国際関係学部副学部長
中本　大 文学部副学部長
大島　登志一 映像学部副学部長
二宮　周平 図書館長
徳川　信治 教学部長
サトウ　タツヤ 研究部長
小関　素明 衣笠総合研究機構長
羽谷　沙織 国際部副部長
大島　英穂 国際部事務部長
山本　忠 学生部長
森田　真樹 教職研究科(教職大学院)(仮称)

設置委員会事務局長
石原　浩澄 教学部副部長
及川　清昭 キャンパス計画室長
武田　史朗 キャンパス計画室副室長
志方　弘樹 財務部長
山本　修司 教学部事務部長
木田　成也 総合企画部長
森山　哲朗 財務部次長
浅野　昭人 学生部次長
相根　誠 衣笠キャンパス事務局長

事務局長 八重樫　文 総合企画室副室長
事務局 石坂　和幸 教学部次長

松井　かおり 教務課長
各務　宇春 教務課長補佐
藤田　直孝 大学院課長
山菅　善樹 大学院課長補佐（2015.7～）
米川　義人 管財課長
本田　和馬 管財課長補佐
近藤　茂生 学術情報部次長（2015.7～）
嶋津　雅彦 図書館サービス課長
柴田　直人 情報システム部次長
細野　由紀子 衣笠リサーチオフィス課長
五坪　智彰 総合企画課長
大藪　康成 総合企画課長補佐
長倉　明子 総合企画課
谷口　優美 総合企画課
堀　麻里子 総合企画課

【2020年までの京都キャンパスプラン策定部会】
部会長　　 中村　正 学長特別補佐
副部会長 及川　清昭　 キャンパス計画室長
メンバー 石原　浩澄 教学部副部長

サトウタツヤ 研究部長
山本　忠 学生部長
羽谷　沙織 国際部副部長
大島　英穂 国際部事務部長
八重樫　文 総合企画室副室長
高嶋　正晴 産業社会学部教授
小関　素明 衣笠総合研究機構長
石坂　和幸 教学部次長
淺野　昭人 学生部次長
志方　弘樹　 財務部長
相根　誠 衣笠キャンパス事務局長

事務局長 武田　史朗 キャンパス計画室副室長
事務局 松井　かおり 教務課長

各務　宇春 教務課長補佐
辻井　英吾 衣笠学生オフィス課長
米川　義人 管財課長
本田　和馬 管財課長補佐
鳥井　眞木 衣笠キャンパス事務課長
細野　由紀子 衣笠リサーチオフィス課長
五坪　智彰 総合企画課長
大藪　康成 総合企画課長補佐
長倉　明子 総合企画課
谷口　優美 総合企画課
堀　麻里子 総合企画課

2015 年度の検討組織名簿

※上記の構成は 2015 年度 8月時点の体制を示しており、構成員・役職は全て当時のものである。
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※上記の構成は 2015 年度 8月時点の体制を示しており、構成員・役職は全て当時のものである。

※キャンパス計画室は建築、都市計画およびランドスケープデザインを専門とする教員 2名と、担当職員 2名を実働の中心として総合企画部、財務部、その他学内関係各

部署を横断した体制でキャンパス計画の策定のみならず、関連する各種議論を推進・支援する活動を行っています。（2012 年 11 月 1 日設置）

2015 年度の検討組織名簿

※上記の構成は 2015年度 10月時点の体制を示しており、構成員・役職は全て当時のものである。

付
録
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編集後記と謝辞

立命館大学では 2011 年に、大阪いばらきキャンパス（OIC）の基本構想を取りまとめ、同時に既存２

キャンパスにおける再整備計画を始動しました。各キャンパスにおける教学改革の検討と合わせ、それ

らを実現するための中長期的なキャンパス将来像についての検討が求められ、2012 年 11 月に、キャン

パスマスタープランの策定や各種施設整備計画のデザイン監修などを専門的に担うことを目指し、「キャ

ンパス計画室」が設置されました。その後、キャンパスマスタープラン策定に向け全学的な検討体制を

整え、2013 年に京都キャンパスでは「2020 年までの京都キャンパスプラン策定部会」、また、びわこ・

くさつキャンパス（BKC）では「2015 年度以降の BKC キャンパス整備計画検討部会」を立上げ、キャン

パスマスタープランの策定に向けた本格的な検討や議論を開始し、キャンパス創造を推進してきました。

今次の「キャンパスマスタープラン 2015 Ver.1」においては、検討の前提となる様々な計画条件や

現状データ等を整理するとともに、中長期的な視点を踏まえながら各キャンパスの特性に応じた課題解

決に向けた方策と将来の空間像を示しています。キャンパスマスタープランは、元来、アカデミックプ

ランの変化に柔軟に対応して更新していくべきものであり、今後も継続して検討を積み重ねていく必要

があります。

また、キャンパスマスタープランの実現に際しては、個別具体的なアクションプランが目標としてい

るキャンパス像に沿ったものであるかについて、整備実施の優先順位や緊急性，財源の確保なども踏ま

えながら実効性を的確に評価する必要があり、そのためには、継続的な計画検討体制の強化も重要な課

題となります。

「キャンパスマスタープラン 2015 Ver.1」の策定に際しては、各学部、研究科・機構をはじめ、将来

構想検討委員会や部会、作業グループ、ワークショップ、懇談会、ヒアリング等などを通じ、多くの教

職員、学生の参画を得ながらご協力を頂きました。また、他大学の先駆的なキャンパスマスタープラン

の策定事例を参考とさせて頂き、実際に視察やヒアリング等において貴重なご助言を賜りました。ここ

に、ご協力を頂きましたすべての皆様方に深く感謝申し上げます。

立命館のより良いキャンパス空間・環境の創造に向けて、今後とも多くの課題について継続的に検討

を重ね、現状に立ち止まることなく、従来の枠組みや手法を越えて、様々な可能性について発想し提案

を重ねていきたいと考えています。そのためには、より多くの皆さんの参画・協働と議論が肝要となり

ます。高邁な理想の実現に向けてこれからも積極的な取組みを継続して進めていくことが大切になると

考えています。

2016 年 1 月

キャンパス計画室長

及川清昭

キャンパスマスタープラン 2015 の策定を終えて
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〒604-8520  京都市中京区西ノ京朱雀町1

URL  http://www.r itsumei . jp 

■ JR・地下鉄東西線 二条駅　徒歩約2分
■ 京都市バス・JRバス「千本三条・朱雀立命館前」　下車すぐ
■ 阪急電鉄 大宮駅　徒歩約10分 

立命館大学 朱雀キャンパス

〒525-8577  滋賀県草津市野路東1-1-1
TEL.077-561-2617
URL http://www.r itsumei . jp

■ JR 南草津駅　近江鉄道バス「立命館大学行き」または「立命館大学経由飛島グリーンヒル行き」
 にて約15分、「立命館大学」下車　 

 

立命館大学 びわこ・くさつキャンパス（BKC）

〒567-8570  大阪府茨木市岩倉町2-150
URL http://www.r itsumei . jp

■ JR 茨木駅　徒歩約5分
■ 阪急電鉄 南茨木駅・大阪モノレール 南茨木駅　徒歩約10分

■ 大阪モノレール 宇野辺駅　徒歩約7分 

立命館大学 大阪いばらきキャンパス

〒874-8577  大分県別府市十文字原1-1
TEL.0977-78-1111
URL http://www.apu.ac. jp/

■ JR 亀川駅　大分交通バス、約13分「立命館アジア太平洋大学（終点）」下車 
■ JR 別府駅　大分交通バス、亀の井バス、約35分「立命館アジア太平洋大学（終点）」下車 
■ 大分空港 空港リムジンバス「エアライナー」、約30分、亀川にて乗り継ぎ、反対車線の
 大分交通バス停、古市約13分「立命館アジア太平洋大学（終点）」下車 

立 命 館 アジ ア 太平 洋 大 学（A P U）

〒611-0031  宇治市広野町八軒屋谷33-1
TEL.0774-41-3000
URL http://www.r itsumei .ac. jp/ujc/

■ 近鉄 大久保駅　バス約10分 
■ JR奈良線 新田駅　徒歩約20分 
■ JR奈良線 宇治駅　バス約15分 
■ 京阪電鉄 宇治駅　 バス約20分 

立 命 館 宇 治 中 学 校　立 命 館 宇 治 高 等 学 校

〒603-8141  京都市北区小山西上総町22
TEL.075-496-7777
URL ht tp://www.ritsumei.ac.jp/primary/

■ 地下鉄烏丸線 北大路駅　徒歩約3分 
■ 京阪電鉄 出町柳駅　市バス、約13分「北大路バスターミナル」下車、徒歩約3分 

立 命 館 小 学 校

〒524-8577  滋賀県守山市三宅町250番地
TEL.077-582-8000
URL http://www.r itsumei .ac. jp/mrc/

■ JR 守山駅　近江鉄道バス約8分 

立 命 館 守 山 中 学 校　立 命 館 守 山 高 等 学 校

〒069-0832  北海道江別市西野幌640-1
TEL.011-381-8888
URL http://www.spc.r i tsumei .ac. jp/

■ JR・地下鉄 新さっぽろ駅　通学バス約15分 

立 命 館 慶 祥 中 学 校　立 命 館 慶 祥 高 等 学 校

〒603-8577  京都市北区等持院北町56-1
TEL.075-465-8149
URL http://www.r itsumei . jp

■ JR・近鉄 京都駅　市バス・JRバス、約35分「立命館大学前」下車すぐ、「衣笠校前」下車、徒歩約10分
■ JR 円町駅　市バス、約10分「立命館大学前」下車すぐ、「衣笠校前」下車、徒歩約10分 
■ 阪急電鉄 西院駅　市バス、約20分「立命館大学前」下車すぐ、「衣笠校前」下車、徒歩約10分 
■ 京福電鉄 西院駅　「帷子ノ辻」乗り換え約25分、「龍安寺」から徒歩約6分  

立命館大学 衣笠キャンパス

所在地・交通案内

立命館大学
衣笠キャンパス

立命館大学 
大阪いばらきキャンパス

立命館大学
朱雀キャンパス

立命館大学BKC
（びわこ・くさつ
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立命館宇治中学校
立命館宇治高等学校
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立命館守山高等学校
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〒617-8577  京都府長岡京市調子1-1-1
TEL.075-323-7111
URL http://www.r itsumei .ac. jp/fkc/

■ JR京都線 長岡京駅　徒歩約15分 
■ 阪急電鉄 西山天王山駅　徒歩約6分 

立 命 館 中 学 校　立 命 館 高 等 学 校 

付
録
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